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オトメ３原則！　２


松　智洋










この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ



大河原本気（おおがわらもとき）


高校一年。両親の影響で機械に詳しい。家事万能で家庭菜園が心のよりどころ。家族と不仲で、遙を妹のように思っている。友人は「マジ」と呼ぶ。






久遠　遙（くおんはるか）


本気の幼なじみで元同居人。本当は甘えん坊だが学校ではドＳの優等生。「ハルカちゃん３原則」に従って行動する。






プロトⅡ「ラブ」


美少女型ロボットで、最新型高性能のはずだがいまいち役に立たない。０システム搭載の試作実証実験機。






永野明里（ながのあかり）


車椅子で生活する美女。生徒会長にしてロボロボ部の部長。前向きでいつも場を明るくする名人。






高倉康夫（たかくらやすお）


小柄ジャニーズ系のイケメンで、コンピュータに強い。本気たちのクラスメートでロボロボ部員。






川森慎太郎（かわもりしんたろう）


長身でメガネ。ネット中毒で口が悪い本気の友人。ロボロボ部に所属。妹が欲しいが口癖。






小松崎公恵（こまつざききみえ）


本気たちの担任で、見た目も口調も幼く女子中学生にしか見えないが実はアラサー。






宮武富子（みやたけとみこ）


遙の自称親友で、新聞部に所属する元気な少女。本気のことは目の敵にしている。






大河原勇希（おおがわらゆき）


本気の姉で大学の研究室に所属するロボット工学の俊英。本気と遙の監視役。本人自体がかなりの変人。






えふさん（Ｆ―03）


勇希の研究室が所持する一般的な汎用人型ロボット。家事能力とＦカップの巨乳がラブの嫉妬を呼ぶ。









Ｃｏｎｔｅｎｔｓ




プロローグ


第一章　ロボロボ部の夏休み

第二章　仔猫とロボット

第三章　普通のロボットとは？

第四章　突然の夏合宿

第五章　嵐の夜の奇跡



エピローグ

あとがき








イラスト／ななろば華









ハルカちゃん３原則についての確認事項




○その１、マジくんは遙はるかのお世話をしなければならない




○その２、マジくんはその１に反さない限り、自分の身を守らなければならない




○その３、マジくんがその１、その２に反さない限り、遙はマジくんの言うことを聞かなければならない




追加情報補記




※考察１　状況や感情で適応範囲が変動しているが、マスターも遙さんも気にしている様子はない。




※考察２　『ハルカちゃん３原則』は『本もと気き３原則』としても成立しているのではないか。




※結論　わたしも、自分の３原則を見つけたい。大切なことを、間違えないように。


（ラブのメモリーより）
















プロローグ









　夏だった。そりゃもう、これでもかってくらいに夏だ。

　降り注ぐ太陽光線はオゾン層とか大気とかを容易たやすく貫いて肌を刺し、湿度を増した空気がまるで粘性の高い液体のようにねっとりとまとわりつくようだ。早朝のまだ日の昇りきらない時間でこれだから、昼をすぎる頃には蒸し風呂みたいになっているだろう。

　そんな「ＴＨＥ夏真っ盛り！」と言わんばかりの日――




　チャーチャーチャチャッチャッチャ♪

　大おお河が原わら家のちょっと大きめの庭に、やけに陽気で軽快なメロディが流れていた。

　日本人なら必ず一度は耳にしたことのあるその音楽は「ラジオ体操第一」と言う。

　俺は、小学生よろしくこの大昔に海外の保険会社が考案したと伝えられる健康体操に勤いそしんでいるのだ。笑わないでくれ。これには深い事情があるのだ。

「いっちにっ♪　さんっしっ♪」

　そんでもって、今俺の目の前で元気よく腕を振り回しているのはつい先日、我が家の一員となったばかりのロボット少女だった。

「マスターっ、どうっ、ですかっ、ラブっ、上じよう手ずにっ、できてっ、ますかっ」

　ふわふわの髪がスレンダーな身体からだにまとわりつくのを少し邪魔そうに払いながら、ラブはまるで飼い主が投げたボールを取ってきた犬のように期待を込めた顔で俺に聞いてくる。妙なアクセントがついてしまっているのは、リズムに合わせて身体を動かすと口の方もそれにあわせて動いてしまっているからだ。ロボットなのに。超高性能なのに……

「うん、だいぶ、動きが滑らかに、なってきたぞ」

　答える俺も、動きに引っ張られてヘンなしゃべり方になってしまってるけどな。

「わぁっ、ラブっ、ほめられましたっ！」

　そう言って、ラブはまるで普通の人間のようにぱぁっと表情を輝かせてガッツポーズを取った。陽光に煌きらめくヘッドパーツがなかったら彼女がロボットだと忘れそうになるくらいだ。

「ラブ、動くの忘れてる。もう次の動作だよ」

　ラブの隣でイヤそうにラジオ体操につきあっていた美少女、俺の隣に住む幼なじみである久く遠おん遙はるかは呆あきれたような顔をしていた。
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　遙はイヤそうに、と言いながらも教科書に出て来そうなピシッとしたキビキビ動作で模範演技を示している。動く度たびに長い髪と共に年齢に比して大きめなおっぱいが存在感を主張するので、俺はなんとなく目を逸そらしてしまう。

「は、はいです！　すぐに追いつきます！」

　注意されたラブは焦ったように体操を再開する。飛ばした部分を倍速でこなそうとして……

「あわわっ……きゃっ」

　途端にラブは手足を絡ませてあっさり転んでしまう。うーん、まだ体操は難しいのかなー。

「こらこらー、ラブちゃん、ダメでしょ。集中しないと。ラジオ体操にはストレッチの基本が全部入ってるんだよー。バッチリ覚えないとね」

「はいです！　ラブ、必ず覚えます！」

　元気過ぎる回答に、声をかけたコーチ役の美女、我がロボロボ部部長である永なが野の明あか里りさんは笑顔を作る。しかし、多少納得いかない気がしないでもない。

　なぜならこの炎天下、自分だけは車くるま椅い子すの電源で専用の小型扇せん風ぷう機きを稼働させつつ、一応エアコンの付いているガレージの中から指示だけ出しているのだ。

　人間と同じように学習する機能を持つ特別製のロボットであるラブの経験値を溜める為に、子どもの頃に必ず体験するラジオ体操を覚えることが必要。それも夏の早朝に、首からハンコを押して貰うカードを提げた上で行うべきだ、というのが部長の理屈だった。

　不満げな遙の空気を感じて、俺は一応、ご注進を試みることにした。

「明里部長、言い出しっぺなんですから、一緒に少しは体操したらどうですか？」

「えー、あたし車椅子だしー体操は無理だよー。いーなぁ、ラジオ体操うらやましいなー」

「いや、あの、せめて上半身だけでも、動かしたらどうですか。だいたい、学校では普通にラジオ体操参加してたじゃないですか！　ただ暑いだけでしょ！」

　明里部長は確かに生まれつき動かない下半身を車椅子で支えている、本人曰いわく薄はつ幸こうの美少女だ。だけど高性能な車椅子のおかげもあるが、それ以上に生来の強きよう靱じんな性格と美び貌ぼう、ついでに巨乳で全然ハンディキャップを感じさせない存在なのだ。実際、全校生徒の前で上半身だけで見事なダンスを披ひ露ろうしたこともある人なのに、今は俺たちをニヤニヤ笑って見ているばかりだ。

「えー、汗にまみれる本もと気きくんたちを見てるの楽しいんだもーん。遙ちゃんは色っぽいし！　ラブちゃんも汗かくんだよねー。流石さすが高性能！」

「いや、そういうことじゃなくて……その、一人だけ寛くつろぐのは士気に関わるというか……」

「あはは、でも、もう終わりだしねっ、よーし、そんじゃフィニッシュよ！　ロボロボ部、誓ちかいのポーズ！」

　号令と共に、ロボロボ部の正規部員である康やす夫おと慎しん太た郎ろうがびしっ、とＶ字のようなポーズを取る。慌てて、ラブもそれにあわせる。10点満点の演技を決めた体操選手のような自信満々のポーズだ。ちなみに考案したのは明里さんで、車椅子に乗っていても決められるポーズだというのがポイントだ。当然ながら我が家の庭になんとも言えない空気が広がった。

「……あの、これはどうしてもやらなきゃいけないんですか？」

　しぶしぶ付き合っていることを隠さない遙が、微妙な沈黙をやぶって口を開いた。

　さすがに俺もそのポーズだけは拒否しているが、学校でも指折りの美少女であり、クラス委員長として堅物でも知られる遙としては、とうてい許容出来ないポーズに違いない。

「生徒会書記にして風紀委員の優秀なる遙ちゃんが、朝のラジオ体操が大変優れた運動で健康にすこぶる良いくらい知ってるわよね。それにラブちゃんのためだしー」

「そ、その有用性は認めます。ですが、早朝から他人の家に本人の許きよ諾だくもなく集合して体操を強要し続けるのは納得できない気がするんですけど……」

　ありがとう遙。言ってやってくれ、ホント。

「それに、問題にしているのはラジオ体操ではなく、最後のポーズです会長！」

「だってやっぱ最後はバッチリきめた方が気持ちいいでしょ」

　なにがバッチリきまったのかはよく判らないが、明里部長は満足そうだった。そしてやっぱり聞く耳はもたないのだった。明里さんが面白がって俺たちで遊んでいるとしか思えない。

「さてと、日課も終わったところで、本日のメインといきましょうか。慎太郎、康夫くん、例のアレ持って来てちょうだい」

　間かん髪はつ容れず好対照の男子二人組が、なにやら薄くて細長い板のようなものを持ってくる。

　背は低めだが甘いマスクで女装が似合いそうなクラスメート第１位である高たか倉くら康夫と、長身でネット廃人の川かわ森もり慎太郎は俺と遙のクラスメートであり、俺たちより前にロボロボ部に入った中核的な存在……つまり明里部長の手下として活躍していた苦労人だ。ノリの良さが信条の二人はそれを苦にしている様子は全然ないんだけどね。ちなみに部員は登録上さらに何人かいるらしいのだが、俺と遙が正式に入部して以来、ずっとこのメンバーで活動している。

　もともと著名なロボット工学者を両親に持ち、ロボット製作に必要な機材の揃そろったガレージがついた自宅でほぼ一人暮らしをしている俺のところに、幼なじみでもある明里部長が部活の手伝いを頼んできたことから始まった腐れ縁だけど、先日我が家にやってきた人型ロボットに関わる事件で、俺と遙は正式にロボロボ部に入部した。

　それからというもの、完全にロボロボ部はウチのガレージを私物化している。まあ、半人前ロボットであるラブを成長させるという大目標がある以上、ある程度は仕方ないんだけど……

　三人が今朝うちに来た時から、妙な荷物を持っているなと気になっていたんだ。

　ラジオ体操のせいですっかり中身を聞きそびれていた。

「会長、また変な物を持ち込んで……心配だなぁ」

　そんな俺の心の内を代弁するように遙が呟つぶやく。

「まあまあ、大丈夫だって。バッチリすぐに取り付けるから」

　取り付ける？

　その言葉に嫌な予感がした。板を覆おおっていた包みが取り払われる。そこに入っていたのはやけに年季の入った木の板だった。しかもその板にはやたら達筆な墨すみ字じで『ロボロボ部』と書いてある。それが何かと聞かれたなら、十中八九誰もが看板だと答えるだろう。

「というわけで、本日この時よりここは正式に我が『ロボロボ部』の活動拠点となりましたっ」

　わー、パチパチパチ。と慎太郎と康夫がご機嫌に拍手する。

「って、ちょっと待った！」

　すんでのところで慎太郎たちを制止した。

「なに勝手にうちのガレージを接収しようとしてんですか！　つーか、おまえらもナチュラルに取り付けようとしてんじゃない！」

「いいじゃん、もうほとんど部室みたいなもんだし」

「そう思ってるのは明里部長だけです。だいたい、こんな看板を姉さんが見たら――」

「私が見たら、どうなるのだ？」

「わっ、わあっ、勇ゆ希き姉ねえ!?」

　噂うわさをした途端に、その本人がひょっこり顔を出した。

　今日も飾り気のないタンクトップの上に白衣をまとったお決まりのスタイル。飾り気のない格好だからこそ余計に目立つ整った容姿が、逆に他人を寄せ付けない雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　しかも、このいかにも切れ者です的な女性は、俺、大河原本気の血の繫つながった姉だった。

「おはよう、我が愛いとしき弟よ。早起きに加えてラジオ体操とは感心だ。適度な運動は脳の覚かく醒せいを促すことはもとより、肉体のパフォーマンス維持にも有効だ。続けることを推すい奨しようする」

「そ、そう。それは貴重なご意見なので大いに参考にさせてもらうとして……なんでこんな朝っぱらからうちにいるんだよ勇希姉っ！」

　看板が姉さんの視界に入らないようさりげなーく立ちふさがりながらたずねた。

「本気、背後に隠しているものを見せろ」

　あっさりバレた。

「これは……」

　立ちふさがっていた俺を押しのけ、看板を目まの当たりにした勇希姉はわずかに表情を変えた。

　こんな時だけ抜ばつ群ぐんの手際を見せる慎太郎と康夫によって、看板はばっちりとガレージの入り口脇に取り付けられている。

「ほう、懐かしいな」

「あ、いやっ、これはちょっとした手違いで！　すぐに外すからっ！　……え？」

　あれ？　なんだか想像していたのと反応が違う……？

「ロボロボ部設立当初に私が作ったものだ。まだ残っていたとはな」

「そりゃもちろん、この看板こそロボロボ部の魂みたいなもんですから」

　と、自信満々に明里部長が胸を叩く。

「精神論は好まないが、組織に象徴を設定することのメリットは理解できる」

「てことは、ガレージを部室にしてもいいってことですか？」

「人型ロボットの実証実験となれば、それ相応の機材も必要になってくるだろう。その点、このガレージはベストな選択肢しだろう」

「いやいやいや！　うちのガレージだよ!?」

　俺は食い下がったが、勇希姉はどこ吹く風といった様子で「かまわん」と言い放つ。予想外の展開だ。だいたい、うちの姉さんは完かん璧ぺき主義者で、融ゆう通ずうが利きかないのが特徴なのに……

「やったーっ！　我がロボロボ部にも部室ができたよーっ」

「やったーっ！　絶好のサボり場所ができたよーっ」

　部長はともかく、慎太郎には使わせたくないと心底思うぞ。

「勇希先輩、できたら、その、時々僕たちの指導に来てくれませんか!?」

　うわっ、バカっ、康夫のやつなんてこと言ってやがるっ。

「そうしたいのは山々だが、私にも自分の研究がある。質問等は本気を通して連絡するように」

　ガレージを貸し出すだけじゃなくて、なんだか余計に面倒な方向に事態が進展しつつあった。

　こうなると俺の意見が聞き入れてもらえる可能性は低い。

「待ってください、勇希さん。私たちのような未成年にここの設備は過ぎた代しろ物ものです。持て余してろくでもないことに使うだけ、ということにもなりかねません」

　俺がすっかり諦めかけていると、ずっと黙っていた遙が口を開いた。

　そして口から出てくる言葉も理路整然とした正論だった。さすが数々の男子を言葉だけで再起不能にしてきただけはあるな。

「マジはずっと使ってるじゃん……いや、なんでもないです」

　慎太郎の余計なツッコミを視線ひとつで撃退すると、遙はもう一度勇希姉に向き直る。

「ふむ……。遙さんの言うことももっともだ。だが、当然ながら無条件ではない。ひとまずガレージを使用していいのは夏休みの期間だけ。夏休みが終了した時点で、０システムの成長に一定の成果がなければ、ガレージの使用も含めてもう一度プロトⅡ――いや、今はラブという名前だったな。そのラブの処遇についても検けん討とうし直す」

「検討し直すって……」

　こんなところでラブの進退問題が再浮上してくるとは思いも寄らなかった。

「ラブ、また改造されちゃうですか……？」

　不安そうな顔で俺の袖そで口ぐちを摘つまむラブ。ロボロボ部の面々の視線が自然と勇希姉に集まった。

「……そんな目で見るな。誰も廃はい棄き処分やシステム換装をしようなどとは言っていない。ただ、父親の元に送り返すことになるのは致し方ないことだ。もともと、本気たちの生活改善が、私と保護者である母さんの希望なのだから」

　淡々とした様子の勇希姉の言葉に、みんな少しだけ胸をなで下ろす。

　以前に勇希姉は、ラブを欠陥品とだと断じてシステムを交換しようとしたことがある。

　ここにいるみんなはその事件の顚てん末まつを知っているから、勇希姉の言動が気になるのだ。

　ラブを壊してしまうつもりはないというのは少し安心できる。だけど役に立たないということになれば送り返す、ということには身が引き締まる思いがした。

「この夏休みという期間に、ラブを十分役に立つロボットにするという課題においては、ロボロボ部の協力があるというのは悪いことではあるまい。そのためにガレージの使用は許可できる範囲だ。ただし、ラブがいなくなればこのガレージの設備は高校生には不要。危険なものも多いので、部活での使用は禁止することもありうる。覚悟して臨のぞむように」

　姉の淡々とした断定は、少し前の俺ならややもすれば冷たいだけに聞こえたけど、今は多少、俺を心配しての言葉でもあると判るようになった。

「判りました。初代部長に負けない成果をあげてみせます！」

　胸を張るのは明里部長だ。俺も頷うなずいた。遙は少し唇を尖らせて何も言わない。

「ラブ、頑張ります！　ぜったい、マスターの役に立つロボットになってみせるのです！」

　超高性能なはずのドジっ子ロボットは、満面の笑みで姉さんに断言した。姉さんはくすりとも笑わず、ただ冷静な目でラブを見つめていた。

「学習型コンピュータである０ラブシステムを搭とう載さいしたラブは普通のロボットとは根本的に異なっている。言ってみれば、おまえたちの行動次第でその在り方はいくらでも変化する。良くも悪くも、な。ゆめゆめ、そのことを忘れないことだ」

　勇希姉は、そんな重い言葉を残してきびすを返した。

　俺たちは、身が引き締まる思いでその小さな背中を見送ったのだった。




　夕食はラブに手伝ってもらって夏野菜たっぷりのカレーを作った。

　辛からいのが苦手な遙に合わせて我が家のカレーはいつも少し甘口だ。個人的には口から火が出そうなくらいが好みなのだが、そこは合わせられる方に合わせるのが家庭料理というもんだ。

　ちなみに遙のカレーにはオプションで大好物の中身トロトロのオムレツをのせるのが決まりになっている。目下のところラブの目標は遙が満足するできばえのオムレツを作ることだ。

　今日も失敗して俺が作り直した。なかなか道程は険しそうだ。

「んー、おなかいっぱーい。やっぱりオムレツはマジくんのが一番だね～」

　大盛りのカレーを平らげて、遙は満足そうにお腹をさすっている。

　昼間のみんなの前でとはまるっきり正反対な姿だった。キリッとしたいかにも優等生な顔が、満面の笑顔になって俺の見慣れた甘えん坊の幼なじみが現れている。口調も頑かたくなではなくなって、人前ではどれだけ気を張っているかが判ってしまう違いっぷりだ。無理してるよなぁ。

「そりゃ良かった。デザートはやめとくか？」

「ううん、食べる！」

　デザートは別腹なんだな。まあ、どうせこうなるだろうと思って、冷蔵庫には苺いちごが入ってる。

　ソファに寝っ転がった遙の前にデザートの器うつわを置いてやった。

「マジくんマジくん、ここ座って」

　遙はなぜか俺にソファに座るよううながす。素直に隣に座るとコトンと俺の膝に遙の頭が落ちた。これはつまりいわゆる、あれだ。

「ひーっざまっくらー♪　マジくんのひっざまっくらー♪」

　俺を見上げて嬉しそうに歌い出すあたり、子供の頃とちっとも変わってないよな。

「遙、デザートの苺は食べないのか？」

「食べさせてー」

「どんだけ甘えるんだよ……」

　と口では言いながらも、苺を遙の口もとに運んでやる。

「うふふ～、しーあーわーせー♪　マジくんが優しいよ～。あーん」

　ぱくりっと俺の手に食いつく。こらこら指まで食うなって。

　遙が甘えん坊なのには俺は慣れている。慣れてないのは行動は子供のまんまなのに、遙が成長して立派に女性の身体からだになってしまったことで。幼い頃のように性別もなくころころと二人でじゃれていた時とは違う。女らしい香りと柔らかな肌。寝そべっても存在を主張する胸の丸み。いやいやいや、遙は妹みたいなもんだ。ここで意識したらだめだって！

「ん～、おいしーっ」

　苺を含んで尖らせた唇が綺き麗れいなピンク色で、そこに薄赤い苺の汁がたれて唇を濡らしている……だめだ。これ以上見ているとマズイ気がする。

　遙はこの世の誰より俺に懐いて甘えている。だからこそ俺は、遙を守るために何でもするつもりだ。たった一人の家族として。その俺が遙に欲情するだなんてとんでもないことだ。

「えー……洗い物したいからそろそろどいてくれると助かるんだが」

「だーめ。いまエネルギー補給中だから。ハルカちゃん３原則に反するよ！」

　俺の言い分は軽く却下されてしまった。

「まて、ハルカちゃん３原則によれば遙は俺の言うことを聞くんじゃなかったのか？」

「そうだけど、夏休みになってから毎日朝から明里お姉ちゃんたちが来て、ちっとも二人でいられないんだもん。その結果、マジくんはハルカちゃんのお世話が出来てないのです。だから、これは３原則に反したバツなのです。判ったら、このままイチャイチャさせること」

「……イチャイチャって言うな」

　遙の言うことももっともだったので、しばらく好きにさせることにする。人前ではベタベタしないことは俺との約束で、遙は良く頑張ってくれているのだ。

　ただ、それ自体が俺と遙が一緒に暮らす条件として「間違いがおきないように」と遙の自立を求めた勇希姉達への牽けん制せいと、周囲に遙が良からぬ噂うわさを立てられないためなんだけどな……

　まあ、幼い頃に家族を失った遙にとって、俺はたぶん、兄と弟をあわせたような存在で、現在、この世で唯一、抱きつくことが出来る相手なのだ。この程度は仕方ないのかもしれないと思ってる。膝枕で寛くつろぐ遙の幼い顔に、いつもの超優等生の面おも影かげはない。

　なんだかくすっ、と笑ってしまった時、ふと我が家のもう一人の家族の視線を感じた。

「じーっ」

「……ラブ、なにじっと見てんだ？」

「前々から思っていたのですが、遙さんの言う『エネルギー』とはなんなのでしょうか？」

「マジくんエネルギーはマジくんと仲良くすると溜まるエネルギーです。満タンの時は元気いっぱい、でも足りなくなるとすべてにやる気がなくなります。遙の取扱説明書にはそう書いているのです。これは３原則によって定められたお世話の重要な一部なの」

　ご丁てい寧ねいにも遙が説明してくれた。理屈になってもいないんだがな。

「なるほどです！　マスター、ラブもエネルギー補給したいです！」

「ダメ！　これは遙ちゃんのっ」

「遙さんだけずるいですっ」

　そう言うと、反対側からラブが抱きついてくる。こらこら、俺の立場も考えなさいって。

「はうあ……遙さんの言う通りです。マスターにくっついてると、ほんわか温かくて気持ちいいですぅ～」

「ああっ！　こらーっ！　はなれなさーいっ」

「やです。マスターの指示が優先なのです。マスター、ラブはエネルギーが必要ですよね？」

「うにゅにゅにゅ……っ！」

　俺を挟んで睨みあう二人。遙の影響なのかラブも甘えん坊に育っているような気がしてならない。いいのか？　教育方針が間違っていないか？　良くも悪くも育て方次第だという勇希姉の言葉が脳のう裏りをよぎる。

「マジくんは遙ちゃんの！」

「マスターはラブのマスターですっ！」

　両側からぐいぐい引っ張られてＴシャツがどんどん伸びていくのを眺めつつ、俺はそこはかとなく遠い目になる。なんか間違っただろうか。でも、一緒にＴシャツを引っ張る遙もラブも楽しそうで、被害がＴシャツ一枚ならいいかなんて、思ってしまう俺なのだった。

　こうして俺たちの夏休みは始まった。ラブがこの家にいられるか、俺と遙が今の暮らしを続けられるかどうかは、この40日ほどの成果にかかっているのだ。

　俺は、二人の体温とともに身が引き締まるのを感じていたのだった。














第一章　ロボロボ部の夏休み









　今日も我が家のガレージには朝からロボロボ部一同が集まっていた。

　勇ゆ希き姉ねえに「夏休み中に成果を出せ」と言われている以上、時間は限られていた。

　成果というのは、すなわちラブがロボットとしての有益さを示すことだ。

　それは、簡単そうに見えて実のところなかなかどうして難しいことだった。だいたい、どうなったら大丈夫なのか、という基準がないんだから。ひとまずは、ラブ自身の希望でもあるように、より人間に近いロボットになれるようにしていくしかないと思うんだけど……

「ちゅーわけで、なんかいいアイディアがあるひとー」

　集まった面々を前に、明あか里り部長はアバウトかつ他た力りき本ほん願がんに言い放つ。

「会長、何も考えず丸投げするのはやめてくださいといつも言っているでしょう」

「えー、だってー」

　さっそく嚙かみついたのは優等生モードの遙はるかだった。

　どちらかと言えば可か愛わいい系の顔をキリリと引き締めて、明里部長を見据えている。

　二人は生徒会でもいつもこんな調子でやり合っている。

　この一見してちゃらんぽらんなロボロボ部部長の永なが野の明里という人は、恐るべきことに学園の生徒会長でもある。そして遙は書記で風紀委員という立場だ。

　大おお雑ざつ把ぱで行き当たりばったりな生徒会長とその制御役であるクールでクレバーな書記というのが、学園内でのイメージだろう。遙が正反対の甘えん坊なのを知るのは、昔からのつき合いの明里さんのみ。ロボロボ部の他メンバーもさすがにそこまでは知らないはずだ。

「せめてもう少し方向性を示してください。これでは意見の出しようがありません」

　遙は不満そうに唇を尖らせる。どうにも虫の居所が悪そうだ。夏休みに入って以来、早朝からロボロボ部のメンバーが集まってくるせいか遙は常に不機嫌だった。

「そんじゃ、大おお河が原わらくんよろしく」

「って、俺ですか」

「キミならあたしのこと、バッチリ判ってくれてるって信じてるから」

　それは丸投げって言うのでは？

　とはいえ、ここで食い下がっても何もいいことがないのは長い付き合いで身に染みている。

　ちゃらんぽらんに見えて、明里部長は人を上手にのせて行動させるのが得意なのだ。

　車くるま椅い子すというハンデを背負いながらも周囲の人間にそれを意識させない雰ふん囲い気きとかも含めて、明里さんは生徒会長みたいに先頭に立つ仕事に向いているんだと思う。

「俺としては、夏休みの間にラブがそれなりに家事をこなせるようになればいいと思います」

「そんなのでいいの？」

　康やす夫おが意外そうな顔する。ソフトウェアに関してならロボロボ部でも随ずい一いちの知識と技術を持っている康夫だけに、俺の指針はちょっと拍子抜けだったのかもしれない。実際、人型ロボットの超高性能は単なるメイド的な事をさせるにはオーバースペックだと、どんなネット記事や専門書にも書いてある。それは単機能の家事ロボットにだって出来る事なんだから。

　でも、俺としては肩をすくめるしかない。

「いいんだ。姉さんは『成果を出せ』と言っただけなんだから。それにもともと、俺の家に親父がラブを送って来た理由も俺の世話係なんだからさ」

　実際には、俺と遙の、なんだけどそれは秘密だ。

「本当にそんなのでいいのかな……相手は、あの大河原勇希さんだよね」

　康夫は、妙に神妙な顔をしている。勇希姉は天才的なロボット工学者としてすでに有名だ。学生ながら大学が姉さん専用の研究室を用意するくらいだし、いくつもの企業から誘いを受けているという。そんな人に「成果を見せろ」と言われたら、気負うのは判らないでもない。

　だが、勇希姉は根っからの研究者で、おまけに超がつく合理主義者なのだ。

　これは昔の話。俺が夏休みの宿題を二週間で終わらせると宣言して、でも実際には予定より３日ほどオーバーしてしまった。その時、姉さんは俺が立てた計画の見通しの甘さをさんざん叱った。それに懲こりた俺は翌年は無理せず毎日少しずつ夏休みが終わるギリギリまでかかって終わらせた。すると今度は姉さんに褒ほめられた。前年の方が早く宿題を終わらせたのに、だ。

　勇希姉にとって一か八かで達成する大きな結果よりも、堅実にプランを固めて辿たどりつく中くらいの結果の方が価値があるのだ。

　というようなことを、みんなに話して聞かせたら、さっそく康夫が感動していた。

「さすが、弱冠二は十た歳ちにして世界に名だたるロボット工学者と呼ばれる大河原勇希女史だよ！」

「いや、単に堅かた物ぶつなだけだと思うけど……」

「なに言ってるんだよマジ。キミのお姉さんはまさに研究者の鑑かがみじゃないか。ああっ……ステキだ……勇希先輩」

　なぜかうっとりした様子で宙を見つめる康夫。

　康夫はこないだ初めて姉さんに会った時から、どうも様子が変だ。

　確証はないんだが、尊敬とはまたちょっと違う感情のような……

「大河原くんが言ってるんだから、バッチリ間違いないっしょ。というわけで、ラブちゃんにはがんばって家事万能ロボットになってもらうからね」

「は、はいっ！　ラブはいっしょーけんめー覚えますっ」

　明里さんに肩を叩かれてラブは緊張気味に返す。

　この間の一件であわやクリーンインストールされかけたので、仕方ないのかもしれない。

「でも、一ヶ月ちょっとでラブに家事を覚えさせるなんてできるの？」

　相変わらずなんとなく不機嫌モードの遙は正論をぶつけてくる。

「学習型コンピュータは普通のロボットのＯＳとは違うからね、ソフトをインストールすればすぐにできるようになったりはしないところがネックだよね」

「つまり、技術に関しては実際にやってみて覚えるしかないってことか」

　康夫と二人して考えこむ。

「はいです。うう、お手数おかけしますです……」

　そこで小さくなってるラブのためにも、勇希姉を納得させないといけない。

　だけど、一ヶ月ちょっとでどこまでやれるか――

「ならばオレにいい考えがある」

　すると、慎しん太た郎ろうが嫌に自信たっぷりに口を開いた。

「……なんか、おまえの口から『いい考え』とか出てくると逆に不安になるんだが」

「失敬な。いつだってオレは未来を見据えたマーケティングと既成概念にとらわれない革新的なアイディアで時代をリードするイノベーションがオポチュニティでパースペクティブ――」

「よーし、それじゃみんなの意見を聞いていこうか」

「ああっ、待って待ってちゃんと言うから！」

　そこまで言うなら、とみんなが慎太郎の言葉に耳を傾ける。当の本人はわざとらしく咳せき払ばらいをして喉のどの調子を整えたりと、さんざんもったいぶってから語りはじめた。

「家事ロボットというと、どうしても料理や洗せん濯たく、掃そう除じをさせるものと思いがちではあるが、はたしてそれは正しいのであろうか？　家事ロボットに要求されるものは人によって大きく異なるのではないか!?　美お味いしい料理よりも愛らしいドジ！　隅々まで行き届いた掃除よりも御主人様への献身的なご奉仕！　もちろん性的な意味で！　ロボ子よ、おまえはそんな誰もが憧れるメイドロボの星になるんだ！」

「やめんか！」

　慎太郎がビシッとラブに指を突きつけた瞬間、俺は慎太郎にビシッと手刀を叩き込む。

「うちの子を変な道に引っ張り込もうとするな！」

「ラブが……メイドロボの星に……」

「ラブも慎太郎の言うことを真に受けるんじゃない！」

　なかば予想はしてたけど、慎太郎の話を真ま面じ目めに聞こうと思ったのが間違いだった。

「でもさー、メイドロボとか思春期男子の虚しい妄想はともかくとして、慎太郎くん言うこともあながち間違ってないと思うよ」

　なにげに酷ひどいことを言いながらも、明里部長が続ける。

「ラブちゃんはラブちゃんらしくなればいいんだって。役に立つとか立たないとかって、確かに主観的な部分あるからねー。でもまあ、ラブちゃんがいることで本もと気きくんにメリットがあればいいんでしょ。ラブちゃんらしい形で、それが出来たらいいんじゃないかな」

「ラブらしく……ですか？」

　ラブは首をかしげる。いくら人間の感情の機微を理解するとは言ったって、ロボットに「自分らしく」なんて指示を出すのは無茶ってもんだ。見かねて遙が、ラブに助け船を出した。

「部長が言ってるのは無理しなくていいってこと。本気くんが出来ない部分を手伝えればいいんだから、出来る事からやればいいってことだと思うわよ」

　嚙かみ砕くだいてラブに言い聞かせる遙は、なんだかラブのお姉さんみたいだ。

「うー、難しいです。ラブは何を頑張ればいいのでしょう？」

「それに関しては今は深く考えるな。とりあえず、家事が上達することだけ考えろ」

「はい、判りました。マスター」

　そう言いながらも、ラブはまだどこか引っかかっているような様子だった。

「じゃあ、とりあえず、堅実なところからはじめてみない？」

「堅実って、例えば？」

「それにはとりあえず、これを見て貰おうかな」

　康夫はガレージに備え付けてある大型モニターにグラフと数値を表示する。

「なにこれ、ぜんぜんわかんねー」

　それを見て、さっそく慎太郎が音ねを上げた。確かに、各部アクチュエーターの負荷数値とかレスポンスなんて見せられても普通にはなかなか反応しづらいだろう。

「これ、ラジオ体操してる時のデータか？」

「うん。ここ数日のを見る限り大きな動きの時はさほどでもないんだけど、なぜか細かい挙動をする時に限って反応が鈍くなってるんだ」

「どうしてだ？　ボディは東しの雲のめ重工の最新型だぞ」

「そう、それこそが問題なんだよ」

　東雲重工と言えば、日本のロボット産業の草分け的存在であり、ロボットの小型化と精密な動きに関しては世界最高峰の技術蓄積を誇っている。そんな東雲重工の最新鋭機体となれば、それこそ米粒に似顔絵を描いてしまうくらい朝飯前の性能があるはずだった。

　だがハードウェアが〝最新鋭〟であるがゆえに、未だ未熟な０ラブシステムというソフトウェアが対応しきれていない可能性がある、と康夫は説明してくれた。

「人間だって子どもの頃はよく転ぶでしょ。あれは筋肉が未発達なのと脳と身体からだの連動がまだ上う手まくいってないからなんだ」

「つまり、『身体は大人、頭脳は子ども』ってわけだな！」

　自信満々に言う慎太郎。本人は冗談のつもりかもしれないが、まさにその通りだった。

「だから、一時的にハードを旧型に換装してみたらどうかなって思うんだ」

「なるほど、無理矢理新型に慣れるより旧型から段階を踏むわけか……」

　俺と康夫は頷うなずきあう。が、肝かん心じんのラブが不思議そうな顔をしている。

「え、えーっと、それって、ラブ、せーのーが悪くなっちゃうと思うんですけど……」

「心配しなくていい。元に戻すのは簡単なんだ。人間だって、身体の成長に合わせて動き方を覚えていくわけだから、０システムに負荷が少ない旧型パーツを使うことで擬ぎ似じ的に人間の成長を体験し、身体の使い方を覚えたらいいってプランなんだよ」

「な、なるほどです！　スプーンとフォークの使い方を覚えてからお箸はしの使い方を覚えるみたいな意味ですね！　ラブ、理解しました！」

　……この推論というか比ひ喩ゆ的な思考を理解する能力は凄すごいんだけどな。なぜ普通のことができないのか。というか人間が「普通」と感じる判断や選択にどれだけの複雑な処理系を駆使しているのか俺たちが自覚出来ていないというべきか。

「じゃあ、このプランでいいよね。ざっと考えてみたんだけど……」

　康夫からの提案に対して、俺はいくつか実行可能な案を提示してすり合わせていった。

「腕部アクチュエーターは西さい園おん寺じ工業のを使おう。動きは鈍いけど耐久性だけは抜群だ」

「悪くないね。パーツも他社と互換性が高いから調整が楽だし」

　そうしてあっという間にラブの成長計画の全容が完成した。

　最後に何か見落としがないか康夫と二人で確認して全員に確認してもらった。

「うん、いいんじゃない」

　明里部長はあっさり答えた。もともと実作業は俺たちに任せっぱなしの人だ。

「はる……久く遠おんはどう思う？」

　俺がたずねると、遙はプリントアウトした紙を睨みつけていた顔をあげた。

「ロボットのことは詳しくないから何も言えないけど、この計画にはもっと根本的なところでひとつ大きな問題があるわ」

「大きな問題？」

「ここに載ってる機材を買うお金、誰が出すの？」

「あ……」

　あまりにも当たり前すぎて気付かなかった。

　ロボロボ部には正式な部室もなければ大した予算もなく、それどころかこの間学校の天井を壊した件でむしろ借金があるくらいだ。つまりどこにも購入資金なんてないわけで……

　ここで会議はいったん中断してしまった。難しい顔をしているみんなのために、俺は昼飯に冷や麦を作り、その間、みんなはガレージであれやこれやと作業をしている。

　話が再開したのは、昼食のテーブルでだった。

「うーん、部費が残ってればねー」

　明里部長が冷や麦をすすりつつ、残念そうに車くるま椅い子すに付いたコンソールを叩く。

「うちにある部品は使えるけど……そんなに種類はないなぁ」

　ため息をつく明里さんと俺に、康夫は柔らかい笑顔のままで提案した。

「みんなでバイトしたらいいんじゃないかな。それでラブちゃんの部品を買えばいいと思うんだ。旧型だから、そんなに高いものは買わなくて済むし」

「バイトか……なんか申し訳ない気もするけど」

「なーに、いいってことよ。俺たちみんなの妹、ロボ子のためじゃねーか」

　無駄な長身を誇る慎太郎が胸を張り、そしてそのまま首を捻ひねる。

「あ、でも、うちの学校ってバイト禁止じゃね？」

「さあ？　どうなの？」

　慎太郎が明里さんに尋ねて、その明里さんはそのまま俺に聞いてくる。

　つーか、あんた生徒会長でしょうが。代わって事務的な口調で遙が答える。

「アルバイトは原則禁止ですが、夏休みなどの長期休暇の間は限定で許可されています」

「だって」

　いや、知っててくださいよ。仮にも生徒代表なんですから。自慢げな顔の明里にツッコミを入れたいのをぐっと我慢している顔で、遙は続ける。

「まずは学生課に出向いて許可を取る必要があります。職種も学園側が指定したもの以外は認められません。バイトの許可がおりる条件は――」

「なるほどー、んじゃ遙ちゃんよろしくね」

「……私、ですか？　……いいです。判りました」

　説明を遮さえぎって丸投げされた遙が、一瞬くちごもりそして諦めた顔で頷いた。日々の生徒会室でのやりとりが完かん璧ぺきに想像出来る気がする。ところが明里部長の話はそれで終わらなかった。

「あ、大河原くんも一緒に行ってあげて」

「え、俺もですか？」

「女の子ひとりだけ行かせちゃかわいそうっしょ」

　などと言って、明里さんはバチーンと片目をつむって見せた。

「ラブ！　ラブも行きます！　学校行ってみたいです！」

「はーい、ラブちゃんはメンテナンス槽そうに入ってね。購入機材のシミュレートするよん。じゃ、ご飯食べたらロボロボ部、活動開始ね！」

　そう言うと、残っていた冷や麦を明里さんは一気に食べ尽くす。

　こうして、ロボロボ部の夏休み活動は動き出したのだった。




　明里さんに言われるまま、さっそく俺は遙と二人で学校に向かった。

　こういう時には学校から歩いて数分という距離に住んでいるありがたみを感じる。

　それは隣に住んでいる誰かさんも同じなのだが、そんなこととは無関係に隣を歩く遙はさっきから険しい顔で黙ったままだ。朝から機嫌が悪かったとはいえ、何だろうこの緊張感？

「なあ、遙……」

「いま、話しかけないで」

　う……すこぶる機嫌が悪いようだ。うちのガレージが部室として接収されたせいでロボロボ部の人間が毎日やってくるようになった。おかげで素に戻って甘える時間が減ってストレスが溜まっているのだろう。

　職員や立ち入り業者の人しか使わない裏口から敷地内に入った。あいにく上うわ履ばきの類たぐいは家に持ち帰ってしまっていたので俺たちは来客用のスリッパを拝借して学生課に向かった。夏休み中とはいっても学園がもぬけの殻からになっているなんてことはなく、校庭には普通に部活をしている生徒の姿もあれば、時折忙しそうに廊ろう下かを歩く教職員とすれ違うこともある。

　何にしても遙の機嫌も悪いし、さっさと用事を終わらせたいな。晩ご飯は遙の好きなものにしないと。そんなことを思っていた時、

「ああっ、やっぱりもうダメ！」

　いきなり遙が俺の手を痛いほど摑つかんで走り出した。

「って、どこ行くんだよ!?」

「いいから！」

　端はたから見たら手を繫つないでいるわけだけど、幸か不幸か誰ともすれ違わなかった。自らの強運に感謝しつつ遙に引っ張られるようにして辿たどり着いたのは、校舎の端にある理科準備室だった。普段からあまり人が来ない俺たちの溜まり場で、おまけに今は夏休み中だ。つまり、誰も来ない教室。幼なじみの女の子と二人きりってシチュエーションだ。

　遙と二人きりの状況には慣れている俺だが、流石さすがにドキドキしてしまう。

「おい、こんなとこに連れてきて何を――」

「マジくううううん！」

「うわっ!?」

　いきなり魚雷のような勢いで遙が脳天から突っ込んできた。慌てて抱き留める。

「マジくんマジくんマジくんマジくんマジくーん！」

　俺の胸にひしっとしがみつきぐりぐり頭を押しつけてくる。

「ふあ～、十時間ぶりのマジくんの匂においだよ～っ、エネルギーが満たされていく～」

「こ、こら遙っ！　あんまりくっつくなって」

　柔らかくていい匂いのする身体を不意打ちで押しつけられて俺は動どう揺ようしてしまう。

　家でやられるのと学校で抱きつかれるのは全然感じが違うのだ。

「やだっ」

　子どもみたいにいやいやをする遙はさっきまでとは別人だ。むしろこっちが本来俺が一緒に育った甘えたがりな美少女なのだが、色々とこの場では問題があるのだ。

「とにかく落ち着け遙。学校ではベタベタしないって約束だろ？」

「夏休み中は約束に含まれてないもん。それに、マジくんは今日、３原則に違反しましたっ」

「え？　違反なんてしてないだろ？　朝飯も作ったし昼飯だってちゃんと……」

「ハルカちゃん３原則その１、マジくんは遙のお世話をしなければならない！」

　……でた、３原則。

「その２、マジくんは、その１に反さない限り自分の身を守らなければならない！」

　俺ですら暗記してしまった内容を、遙は滔とう々とうと読み上げていく。

「その３、その１、その２に反さない限り遙はマジくんの言うことを聞かなければならない！」

　ハルカちゃん３原則とは、文字通り遙と俺の間に交わされた３つの約束だ。

　これがあるから遙は人前ではあの通りクール＆ビューティな生徒会書記で通している。

　その代わりに俺は衣食住から今みたいに甘えたくなった時の歩く抱き枕代わりまで、しっかりきっちり遙のお世話をしなければならないのだ。

　とはいえ、証しよう文もんを交わしているようなものではないので、日々細部に変更が加えられる。遙の気分によってハルカちゃん３原則は弾力的に運用されていたりする。

　どうやら今日、機嫌が悪かったのは、なにやら我慢の限界が来ていたらしい。

「夏休みに入ってから、毎日毎日、ひとりで起きちゃって！　朝は遙が起こしてあげるって言ってるのにっ！　朝一番でマジくんエネルギーを吸収しないと遙、止まっちゃうんだから！　これは確実にハルカちゃん３原則に反してるよ！　大事なお世話してないもん！」

「し、仕方ないだろっ、明里さんたちが朝早くから来るんだから」

「とにかくっ、遙ちゃんのエネルギーゲージはエンプティーランプが点滅しっぱなしなのですっ！　すみやかに補給してください！　急速チャージ！」

「ま、待てって！　いくら何でも誰が来るか判らないだろ！　ここ学校だぞ!?」

「そんなこと言われてももう緊急事態なんだから仕方ないんだもん！」

　遙はテコでも動かないとばかりに抱きついてくる。うーん、夏休み中にラブを何とかしなきゃっていうのがあるから、遙にも協力させっぱなしだったのは申し訳ないけど、それも元を辿たどれば遙の世話をするためで……などと説得しようとしても無駄だと思われる。

　俺はこの危機的状況を回避するために頭を巡らせ、ひとつの結論に達した。

「ええい、判った！　判ったから！　アレやってやるから！」

　これはもう、ちょっとやそっとで離れてくれないと思った俺は最後の手段をとることにした。

　ひとり暮らしを始めてからは封印していた禁断の秘技だが……こうなっては仕方あるまい。

「アレって……アレのこと？」

「そ、そうだ、アレだ」

　アレアレ言っててなんのことかさっぱり判らないだろうが、まだまだ大人になれない思春期男子としてはダイレクトに口に出すのが少々、いやかなりこっぱずかしいのだ。

「とにかく離れろ」

「うん、判った♪」

　嬉しそうに身体からだを離した遙は少し顔を上げて目をつむる。

「はぁ……」

　遙の期待に満ちた様子に思わず溜息をひとつ溢こぼしてから、俺はおデコにそっとキスをした。

「えー、おデコー」

「あ、当たり前だ！」

　遙は不満そうにほっぺたを膨らませる。

　まったく、こっちは死ぬほど恥ずかしかったんだぞ。

「えー、まえはほっぺにしてくれたよ？　マジくん、ほっぺにもして♪」

「や、やだよ！」

「マジくんのけちー。ちゅーっ、ちゅーっ、ちゅーっ」

「だああ！　連呼するな！　ほら、いいから学生課行くぞっ」

　それでも多少は気が晴れたらしく、遙の表情が明るい。

　うう……恥ずかしい。高校生にもなったら実の兄妹だってこんなコトしないと思うぞ……

　溜ため息いきが出るのは止まらなかったが、機嫌が良くなった遙にホッとしている自分もいる。

　まあ、結果オーライってことにしておこう。遙の寂しさは紛まぎれたみたいだし。思えば、機嫌の悪い遙と俺に二人で行けって言ったのは、少しでも二人きりにしてやろうという明里さんの気遣いだったのだろう。そういう気の回るところが生徒会長に選ばれた所以ゆえんなんだろうな。

　そんなことに感心しながら、俺たちはやっと目的の場所に移動を始めたのだった。




　職員室の隣にある学生課は夏休み中でも営業中だった。

　ついでにエアコンも絶賛稼働中でなかなかの快適空間が確保されている。

　家からここまでほんの数分の距離とはいえ、茹ゆだるような暑さにさらされた身にはありがたかった。ともかく、バイトの許可を貰わないと。そう思って職員の姿を探すが……

「誰もいないわね」

　優等生モードに戻った遙が周りを見回しながら言う。

　ついさっきまでちゅーちゅー言っていた人と同一人物とは思えない変わりようだ。

「でも、電気も点いてるし鍵かぎもかかってなかったし……」

　と、耳を澄ませてみるとどこから音楽やら人のしゃべり声やらが聞こえてくる。たぶんこれはＴＶの音だ。どうやらパーティションで仕切られた応接用のスペースのＴＶが点いているらしい。すると遙は躊躇ためらうことなくその応接スペースに歩いて行く。

「お、おい、勝手に入ったらマズイだろ」

「平気よ。声をかけても出て来てくれなかったんだから、仕方ないじゃない。それに、生徒会の仕事ではよく来てるから。学校の中で見られて困ることをしてる人もいないでしょうし」

　……いや、さっき思いっきり見られて困る事をしていたキミにそんなこと言われても。

　そんなツッコミを返そうかと思案しているうちに、遙はずんずんと応接スペースに進んでいた。どっちのモードでもこうと決めたらどんどん突き進む性格だけは変わらないようだ。

　俺は遙に続いて応接室の中に入った。そこには、綺き麗れいに整えられたソファにテーブルの応接セットと、大型ＴＶがあり、昼メロを大音量で上映中だった。色んな意味で学校の中とは思えない空間になっている。更に言えば、やわらかそうなソファの上に小さな女の子が寝ていた。

　背丈は二人がけのソファにすっぽり収まるくらい。あどけなさ、というか油断しきった幸せそうな寝顔は、とても俺たちより年上とは思えない。このどっからどう見てもせいぜい中学生な人は小こ松まつ崎ざき公きみ恵え先生。これでも立派な成人女性で、それどころか教師５年目の俺の担任だ。

　テーブルにはビールの空き缶と食べかけのスルメイカがそのままになっているところを見ると、仕事をサボってここで一人酒盛りをしていたらしい。

「先生、キミちゃん先生っ」

「ふにゅぅ……むふ、むふふ……だめですよう、そんな出会ってすぐ結婚だなんてぇ……これでも身持ちは堅いんですからぁ……デュフフ……」

　揺さぶって起こしてみるが、むしろ気持ちよさそうな顔をするばかりだ。

　つーか、どんな夢を見てるんですか、先生。

「そんなんじゃダメよ、私に任せて」

　そう言って、遙は俺に代わって公恵先生の枕元に立つ。

「小松崎先生、大変です！　教頭先生が！」

「ひゃああああああっ！」

　途端に公恵先生が飛び起きた。

「ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　夏休みだからいいかなーって思って、ちょっとした出来心だったんですぅっ！　だから許して――って、ありゃ？」

　ソファの上で土下座をかましていた公恵先生がハッと気付いて俺たちを見上げる。

「まじくんに、久遠さん……？」

「おはようございます小松崎先生。よく眠れましたか？」

「ち、違うんです久遠さん！　これはですね、お留守番を任されたものの夏休みなので誰もこないしちょっと休憩しようかなーって冷蔵庫を覗のぞいたら御贈答でいただいたビールがあって、でもお仕事中なので我慢我慢なんて思いつつ別の飲み物を取ったつもりが手の中にあったのはよく冷えたビールでおまけに蓋ふたをあけちゃって、ダメなのは判ってる、でも捨てるのは勿もつ体たいないしってことで一本だけほんとに一本だけ飲んだらいつの間にやらこんなことに！」

「小松崎先生の事情についてはご説明いただかなくてけっこうです。それより、留守番の職務をこなしてくださると助かるのですが」

「はえ？」

　優等生モードでクールに反応する遙。まだ寝ぼけ眼まなこの公恵先生は状況が判らないというように、寝ね癖ぐせの付いた頭できょとんと首を傾かしげたのだった。




　事情を説明するのには、五分もかからなかった。

「なるほど、アルバイトですかー。うーん、どうしようかなー」

　公恵先生にアルバイトのことを話すと、少し困った顔をした。寝起きな感じはすでになく、いつもの明るく元気なキミちゃん先生だ。ほっぺたにまだソファの縫ぬい目の跡が残っているが、それは指摘しないであげるのが日頃世話になっている恩返しというものだろう。

「一応、書類を提出すればアルバイトは許可されることになっていますが、実際のところはいろいろめんどくさいんですよー。あ、いえいえ、先生がということではなくて、マジくんたち生徒側がってことですが」

「俺たちが、ですか？」

「はい。たとえば、申請書類にはアルバイトをする理由を事細かに書かなければいけませんし、しかもその理由に担任と学年主任と教頭先生が納得して判はん子こをくれないとダメなんです。さらにさらに、できるアルバイトも学校側が指定したものだけですから、ここだけの話あんまり時給が高くなかったりします」

「そうなんですか……」

　時給のことは多少は予想していたけど、まさか許可申請だけでそんなにめんどくさい手続きを踏まないといけないのか。

「どうするの？　今から許可を貰おうとしたら一週間くらいは待たされるかもしれないわよ」

「……だよなぁ。こりゃ、計画を練ねり直すしかないか」

　遙の言う通り、教頭先生まで巻き込むとなると時間はかかるだろう。生徒の自主性を尊重する校風だとはいえ、先生たちだって夏休みだろうし。

　夏中に成果を出すということなら、時間は少しでも惜しいところだ。折角のアイディアだったけど、お金を工く面めんできなければ無理だもんな……別のことを考えるしかないのか。

　悩んでしまった俺と遙を、子どもみたいにキラキラした瞳で公恵先生が見つめている。

「わっかりました！　キミちゃんが一肌ぬぎましょう！」

　公恵先生が小さな手で胸を叩いた。

「教頭先生たちには話をつけて後から許可を貰えばいいことにします」

「ほんとですか!?」

「まっかせてください。先生はこれでも酸すいも甘いもかみ分けた大人なのです。ちょびっと事務手続きの面倒を省いて日付を書き直すくらい造作もないことなのですっ」

　やや不安になるようなことを聞いた気がするが、気にしないことにしよう。

「ありがとう、キミちゃん」

「いえいえどーいたしまして……って、キミちゃんじゃないでしょっ、ちゃんと先生って呼ばないとめっ！　ですよっ」

　ぷんすかぷんと怒る公恵先生が愛らしくて思わず頭を撫なでそうになるのを我慢するのが大変だ。ともかくおかげで助かった。これですぐにでもバイトをはじめられそうだ。

「と、ところで、マジくん、久遠さん」

「なんですか？」

「いろいろ取りはからう代わりに、さっき見たことはくれぐれもナイショということで……」

　なるほど、そういうことか。やっぱり公恵先生は大人だと言えよう。

　もとより告げ口する気などない俺たちは、公恵先生との交換条件を了承したのだった。




　ガレージに戻ってくると、さっそく公恵先生からもらったアルバイトの求人リストをみんなに見せた。反応はというと、案あんの定じよう芳かんばしくないものだった。

「お中元の仕分けにスーパーのレジ打ち……どれも地味だし時給も安いわねぇ」

「仕方ありません。学校側がアルバイトを許可するのは、あくまで社会勉強のためですから」

　早くもやる気をなくした明里部長と反対に遙はいたって冷静だ。

　どうせ巻き込まれるのだから、職種がまともで良かった――ぐらいのことを考えているのかもしれない。確かに、バニーガールのバイトなんかが混じっていたら確実に明里さんはそれを指定する気がする。だが、それはともかく確かにどれも条件が微妙だった。

「にしても安すぎるっつーの。今どき時給六五〇円はありえねぇよ。ジョーシキ的に考えてっ」

「慎太郎の言いたいことも判るけど、中にはこういう仕事も……」

「……おおっ、これはっ!?」

　康夫から渡されたバイトの求人リストを見た慎太郎は急に嬉々として手をあげる。

「はいはーい！　オレと康夫はこのバイトにしまーすっ！」

「なんで急にやる気出してんだよ」

「いやぁ、働くということは実に尊い行いだよ。きっと得難い経験となるだろう……」

　遠い目をする慎太郎の手元からからすかさず求人リストを奪い取った。

『プール監視員二名募集　男性、泳げる方のみ。時給――』

「なるほど、そういうわけか」

　あまりにも判りやすい。理由は聞くまでもないが、慎太郎はいきなり鼻の下を伸ばしている。

「夏！　プール！　水着！　アバンチュール！　俺と康夫はバイトで夏の思い出もゲットするぜ！　ロボ子の部品も買えて一いつ挙きよ両りよう得とくだ！」

　苦笑いしている康夫の肩を抱く慎太郎に、遙がブリザードな視線を向ける。

「却下よ。あなたを送り込んだら我が校の品位が疑われる事態になりかねないわ」

「信頼ゼロ!?　オレがいったいなにをした!?」

「幸いにもまだなにもしてないわ。そしてこれから先もなにもさせないわ」

「ひでぇよ風紀委員！」

「あはは、僕としては単に時給が比較的マシだっていうだけなんだけどね」

　一緒にしないで欲しい、という感じで柔和な笑顔を浮かべる康夫の肩を叩くと、珍しく明里部長が慎太郎を擁よう護ごした。

「まあまあいいじゃないの。本人がやりたいって言ってるんだから」

「ですが、会長っ」

「遙ちゃんもそう目くじら立てない立てない。つーわけで二人はプールの監視員で決まりね」

　決まってしまった。

　まあ、いくら慎太郎でもバイト中に何かしでかすこともないだろう。康夫もついてるし。

「じゃあ必然的に遙ちゃんはこれ。大河原くんはこっちね。それであたしはこれ」

「って、明里さんもバイトするんですか？」

　驚いたのは俺だけじゃなかった。普段は忘れがちだが明里さんは生まれつき腰から下が動かせない。高性能な車くるま椅い子すがあらゆる状況に対応してくれるため他人に頼らなければいけないような不便さはないけど、さすがにアルバイトは無理じゃないだろうか。

　そんな俺たちの心配をよそに、明里さんはケラケラと笑う。

「だーいじょうぶだって。ほらこれ、交通量調査だって。これなら座ってるだけだしあたしにもできそうでしょ？」

　確かに明里さんの言う通りだ。炎天下の下でジッと座っているのもなかなか大変そうだが。

　全員のアルバイトが決まったと思ったところで、おずおずと手をあげる影がある。

「あのー、ラブは、なにをすればいいのでしょうか？」

　そう言われればそうだ。ラブの言葉に、俺と明里部長は顔を見合わせた。

「う、うーん。ラブ、ロボットは就職とかアルバイトは出来ないんだよ」

「そ、そうね。さすがにあたしも聞いたことないわ。ラブちゃん、今回は諦めてね」

　言われるまで考えたこともなかったし、実際のところ、就職やバイトに参加するほど人型ロボットがたくさん存在している訳ではないから意識したこともなかったけど……

　人型ロボットはただの道具と一線を画すとはいえ、やはりロボット３原則に基づいた「人間の役に立つ機械」なのだ。カテゴリーとしては「道具」であって「労働者」や「バイト」としては認識して貰えないだろう。実際、人型でないロボットはどんな職場でも活用されてると思うけど、バイト代を払ってロボットを使っているという話は聞いたことがない。

「は、はいです。そうなんですね。ラブ、マスターのお役に立ちたかったです……」

　ラブは見るからに気落ちした様子で下を向いてしまう。明里さんが優しくラブを慰めた。

「ロボットはまだ珍しい存在だから仕方ないよ。そのうち数が増えれば人間と同じように働けるように法律とかも整備されてくるとは思うけど……」

　超高価な人型ロボットを、人間のバイトでやれるような仕事に使う為に雇うところがあるとは思えないけどね。いや、雇うと言うよりも買うってことになるのか……なんか複雑な気がする。ラブが人間っぽすぎるからだろうか。

「ラブは俺たちがバイトしてる間、しっかり留守番しててくれ」

「……はい、マスター」

　少し寂しそうにラブは返事をした。

　こうして、俺たちはバイトを始めることになったのだった。




　夕食後、先に遙を風呂に行かせておいてから、俺は後片付けをしていた。

　ついでに、風呂上がりに遙が食べる予定のちょっとお高いアイスも冷凍庫から出しておく。

　ほんの少し溶け始めたくらいが食べ頃だという話だから、遙が出て来た時にはちょうどいい具合になっているだろう。自分で言うのもなんだが、なんて気の利きく男だろうか。

　そうこうしていると、すすすっと背後に誰かがやってくる気配。というかラブだった。

「マスター、お手伝いしますです」

「いいよ、もう終わるから。それより、遙に着替えを出しといてやってくれ。どうせ、自分で用意なんてしてないだろうから」

　洗い物をしながら指示を与える。ラブは「はい、マスター」とやけに小さな声で返事をしたものの、その場を動こうとしない。俺は溜息をひとつついて、洗い物を切り上げた。

「なにか話があるんだろ？」

「は、はい……」

　ラブは遠えん慮りよがちに頷うなずいた。

　そして拙つたない言葉を少しずつ積み重ねるように話し始める。

「ラブは、できることが少ないです。あんまりマスターのお役に立てていません。ロボロボ部のみなさんは、こんなラブのために、ラブがちょーこーせいのうなロボットになれるようにいろんなことをしてくれます。アルバイトだってしてくれます。でもラブはみなさんのために何もできません。それはラブが何もできないロボットだからで……えっとえっと……」

　一生懸命に説明してくれようとするラブだが、自分でも上う手まく理解できていないようだった。

　――たぶん、自分が役に立てないからみんなが手助けしてくれる。手助けしてくれる人たちの役に立ちたい。でも役に立てない。そんな堂々巡りにはまってしまったのだろう。

「ラブは……どうしたらいいのでしょう……」

「うーん、別になにもしなくていいんじゃないかな」

　か細い声で尋ねてくるラブに、俺は言った。

「なにもしなくていい……ですか？」

「だって、なにもできないんだろ？　皿洗いだってすぐに割っちゃうし」

「あう……その通りです……。この家に来てから累るい計けいで46枚も割ってしまいました……」

　俺が言うと、ラブはみるみる小さくなっていく。その様子が健けな気げで、思わず微笑が零こぼれる。実際、ラブは一生懸命お手伝いをしたがっている可か愛わいい子どもみたいに感じる事が多い。

　身体からだは大人だけど、心は子どもっていってた慎太郎の言葉が案外正解なのかもしれない。

「今はなにもできなくても、いつかは何かできるかもしれない。だったらその時に倍にして返せばいいんだよ。焦ってもいいことないって。夏休みはまだ始まったばかりなんだから」

「いつか、できるようになった時に……」

　ラブは驚いた様子だった。

　確かに、人の役に立って当たり前のロボットに〝恩返し〟という発想はないだろう。

「それは名案です！　目からウロコです！　ロボット的に言うと目から装甲板です！」

「んな大げさな……つーか、その譬たとえはどうなんだ？」

　すっかり興奮したラブはそんな俺のツッコミにも気付かず浮かれまくる。

「さすがはマスターです！　ラブは元気百億倍です！　はっ!?　いま判りました、遙さんの言う『エネルギー』ってこういうことなのですねっ」

「え？　いや、それは違うような……って、おい!?　なに抱きついてんだ!?」

「エネルギー補給ですっ」

　遙がいつもやっているようにひしっと抱きついてくるラブ。

　ロボットとはいえ触った感触は人間そっくりで、ついでにイイ香りまでしたり……ってか親父は一体どういう作り込み方をしてるんだ。それとも人型ロボットって新型は全部こうなってるのかなぁ……なんてことを考えていると。

「ああああああっ！」

　大声に驚いて振り返ると、遙がいた。しかもバスタオル一枚の格好で走り寄ってくる。

「マジくん！　それにラブ！　ヘンな声がするから慌てて出て来たら……遙がお風呂入ってる間になにしてるの！」

「いや、これは、違うんだ！」

「エネルギー補給です。ラブは、マスターからいっぱいエネルギーをもらいましたっ」

「ああ……ラブもそんな誤解を招くような……」

「ずるいずるいっ！　遙もエネルギー補給する！」

「おまえはその前に服を着ろーっ！」

　必死で目を瞑つむり、ガード姿勢を取る俺だった。何をガードしているかは想像にお任せしよう。

　自分の格好を思い出したのか、遙は真っ赤になって叫んだ。

「あっ、きゃああああっ！　マジくんのバカーっ！」

「は、遙さん！　ラブ、着替え取って来ます！」

　こうして今日も大騒ぎのうちに夜は更けていく。うーん、遙は怒っているけど、これってどう見ても遙がラブに色々学習させた結果、こうなってるってことだよなぁ。ぷんぷんとほっぺたを膨らませている遙にどう伝えたものか。とはいえ、ロボット嫌いはかなり治まった遙と、どんどん成長しているラブの姿に、俺は少し安心するのを感じていたのだった。




　バイトの希望を伝えると、いくつかのバイト先から明日から来て欲しいと連絡が来た。

　公恵先生が宣言通りに取りはからってくれたおかげと言うべきか、それともプールの監視員やスーパーのレジ要員は慢性的な人手不足なのか。残念ながら、俺と明里さんの希望先からはまだ返事が無いらしい。いずれにせよ、早朝集まった俺たちは明里部長の指示を受けて、慎太郎と康夫は意気揚よう々ようと、遙の方はやや陰いん鬱うつそうな顔で出発していく。

　うーん、遙がちょっと心配だなあ。代わってやりたいくらいだけど。ま、慎太郎が何かしでかさないかって方が心配だけどな。

「さーて、みんながパーツ代稼ぎに行ってくれてるんだから、こちらも始めましょうか」

「そうですね。時間があるからデータ入力を継続しますよ。ラブ、昨日は何をやってた？」

「はいです。慎太郎さんから渡された弾幕シューティングを解いてました」

　……それでいいのだろうか。むしろ部屋の片付けでも一緒にした方が……いや、まあ何事も途中で投げ出しちゃいけない。一応、ラブに与える課題はそれぞれのロボロボ部員が一番効果的だと思う事を持ち寄ることにしているのだ。

「うーん。じゃあそれが終わったら、片付けのシミュレーションしよう。大河原家の収納イメージと分類化は相当出来てるから、実際の運用を確認して実じつ践せんだ」

「はいです！　ラブ、急ぎます！」

　そういうとラブは携帯ゲーム機と格闘し始める。やっぱりこれって……意味あるのかなぁ。

　ちなみにラブが掃そう除じの役に立つようにと始めた片付けシミュレーションは結構いい感じでラブを成長させていて、服を畳んで収納する程度の事では混乱しなくなっている。

　でも杓しやく子し定規というか、まだ応用が利きかないので膨ぼう大だいなパターンを試している。

　料理や生活改善的な部分に比べたらルーチンが決まっているので、一番進歩が見られるジャンルだった。俺は康夫の残してくれたシミュレーションプログラムに課題を入力し始める。

　しかし、誰かさんはそんな緊張感のない状況に退屈し切っていた。

「あー、ヒマねー」

　車くるま椅い子すのリクライニングをぐにょんぐにょんと揺らしながら、明里さんが言った。

　人工筋肉による柔軟かつ強きよう靱じんな可変機構と、リニアホイールがもたらすロケーションフリーな走行能力と最新鋭の技術が詰まった高機能車椅子も、明里さんにかかるとご覧の通りオモチャ扱いだったりする。

「ヒマだったらこっち混ざってくださいよ。ゲームの相手とか課題作りとか……」

「やーよ。あたしがラブちゃんとゲームしたって仕方ないじゃない」

「じゃあ、課題……もやりたくないんですね」

　手持ちぶさたなくせに、手伝う気にもなれないらしい明里さんは、二時間ほどぐだぐだした後、思いきったように車椅子のリクライニングを起こした。

「んー、ラブちゃんのゲームもそろそろ終わりそうね。このまま退屈してるのもなんだし、ちょっと早いかもだけどそろそろ見に行ってみようかしらねー」

「見に行くって、何をですか？」

「そりゃもちろん、我がロボロボ部の仲間たちの勇姿を、よ」

　明里さんはにっこりと大きな笑みを浮かべる。こんな楽しそうな顔をした明里さんが、誰が何を言っても聞かないことを、ラブだってとっくに理解しているのだった。




　さすがにまっすぐにバイト先に行ってもまだ大して仕事をしているとは思えないので、散歩がてら町を歩きつつ明里さん曰いわく「部員を激励」に行くことにした。

　むしろ迷惑なんじゃないかなー、と思わなくもなかったけど、ラブを外に連れ出す機会も意外に少ないので素直に便乗することにした。

　最初に家に来た時と同じヘッドパーツが隠れる帽子と、いつものロボットスーツではなく普通の服に近い形状の衣装に着替えたラブは、もう単なる美少女にしか見えない。

「ラブ、お出かけ大好きです！　マスター、明里さん、ありがとうございます！」

　ご機嫌で歩くラブを見ていると、それだけで楽しい気分になってくる。

　夏の日差しの中、緑多めの歩道を明里さんの車椅子を押しながらのんびりと歩く。

　俺たちの暮らしている街は十数年くらい前に作られたニュータウンだ。

　閑かん静せいな住宅が並ぶ過ごしやすい町だけど、俺たちのような若年層はのんびりした雰ふん囲い気きに退屈さを感じていたりする。特に俺たちの学園がある辺りは駅から離れていておまけに山に近いせいか、住宅地の端っこに郊外型のショッピングモールなどがあるくらいで、若者が遊べるいわゆる繁はん華か街がいのような場所は非常に少ない。

　俺たちが向かった場所は、町外れにある大きめの建物だった。

「慎太郎さんたちはここでアルバイトをしているのですか……」

　ラブは一見してプールがあるとは思えない飾り気のない建物を見上げる。

　夏休み前にみんなで行ったのはそれこそ本格的なレジャー施設で、流れるプールにウォータースライダー、飲食店なんかが隣接されていたが、慎太郎たちがバイトしているのはもう少し規模の小さいものだった。

「ていうか、この街に屋内プールなんてあったんですね」

「まあ、普通は知らないよ。一般開放してないから」

「一般開放してないって……あ、判った。あれでしょ、お金持ちだけの会員制みたいな」

「んー、まあ似たようなもんかな」

　明里さんはどことなくはぐらかすように言って、遠えん慮りよなく建物の中に入って行こうとする。

「ちょっと、明里さん、勝手に入っていいんですか？」

「いいのいいの。あたしバッチリここの会員なんだ。ちなみに会員の連れなら見学オッケーだから安心して入っていーよん」

　明里さんがそう言うなら、と俺たちは後に続いた。水着を着用してないとプールサイドにも入れないらしいので、ガラス越しに外のベンチから眺めることにした。

　屋内プールは思ったよりも広かった。いわゆるレジャー施設とは違って、あるのは競泳用の縦長なプールだけのシンプルな感じだ。慎太郎の姿はすぐに見つかった。死んだ魚のような目をしてプールサイドの監視台の上に座っている。

「……って、なんであいつあんなブルーになってんだ」

「そりゃ、当てが外れたからじゃない？」

「当てが外れたってどういうことですか？」

「ほら、見てみ」

　明里さんがプールの中を指差す。そこで泳いでいるのは、みんなお年寄りばかりだった。

「ここさ、あたしが通ってる病院プールなんだよね。だから利用するのはリハビリの患者さんか同じく病院が経営してる老人ホームの入居者だけ」

　……なるほど、そういうわけか。

「いやー、にしても慎太郎くんってばいい顔してるわー」

　明里さんは慎太郎を指差してケラケラと笑う。

　すると、その慎太郎が俺たちに気付いてなにやら監視台の上で騒ぎ出した。

「なんだか怒ってますよ、慎太郎さん」

「気にしなくていいのよラブちゃん。あれが邪よこしまなこと考えた人間の末路だから」

「はぁ……？」

　ラブはよく判らず首をかしげる。いくら騒いでもこの距離と分厚いガラス越しでは届かないと気付いたのか、慎太郎はポケットからスマホを取り出してなにやら打ち込みはじめた。

　ほどなくして、俺のスマホに慎太郎からのメッセージが届いた。


件名：だまされた

『いますぐおまえの隣にいる女の乳をいやというほど揉もめ』



「できるか！　んなこと！」

　思わずスマホの画面に向かってつっこんだ。

「マスター、どうかしたですか？」

「いや、気にしなくていい」

　ラブに言って、俺は『康夫はどこ行った？』とメールを打つ。

　返事はすぐに帰って来た。


件名：マダムキラー

『右を見ろ』



　言われた通りの方向を見ると、康夫がいた。なぜか看護師のお姉さんたちに囲まれて談笑していた。なんだろう、このくっきりと分かれた明暗は。面白いを通り越していっそ憐あわれだ。

　それでもやっぱり明里さんは笑っていたけど。

　そうこうしているうちに慎太郎からもう一通メールが届く。


件名：呪呪呪

『イケメンは爆発しろ』



　短いながらも呪じゆ詛そのこもったメール本文をそっと閉じてから、俺たちはプールを後にした。

「やー、人の働いてる姿を見ると元気が出るわねー」

　屋内プールを出た俺たちは、今度は学校の方に歩いていた。

　道すがら、明里さんはすこぶる上機嫌だ。

「つーか、知ってたんなら教えてあげればよかったのに」

「それじゃ面白くないっしょ」

　明里さんはあくまでマイペースだ。

「アルバイトというのは、大変なのですね。慎太郎さんとっても苦しそうでした」

「いや、それは仕事とは無関係なんだけどな……」

　ラブに説明してもまだ判らないだろうけど。

「ところで、次はどこ行くんですか？」

「もちろん、遙ちゃんのバイト先」

　……やっぱりそっちも行くのか。慎太郎たちのは余興で、むしろこっちの方が本命だったんじゃなかろうか。なにせあの時、誰がどのバイトをするかを選んだのは他ならぬ明里さんだったのだから。正直、レジ打ちとはいえ人と関わる仕事をしている遙の様子は想像出来ない。

「楽しみだよねー、あの遙ちゃんがどんな感じでレジ打ってるのかなー」

　うきうきとした様子の明里さんに従って遙がバイトしているスーパーへと向かった。




　学校からほど近いスーパーマルトミは、近年の大型ショッピングモール台頭の時代にあっても地域密着と豊富なセール、店長自ら厳選した安心安全な食材の数々、そして従業員達の熱いサービスが売りの店だ。そんなスーパーマルトミの店先は大変なことになっていた。

「な、なんだこりゃ？」

　平日の真っ昼間にも拘かかわらずまるで年末の大売り出しのように混み合っていたのだ。

「ふあー、お客さんいっぱいですねー」

「なんか、イベントとかあったっけ……」

「たぶんアレのせいじゃない？」

　明里さんが指差す先には……

「いらっしゃいませー♪」

　レジの向こう側から極上のスマイルを放つ遙がいた。

　そして、遙が担当するレジに長蛇の列ができていた。

「二千三百十五円になりますっ。ポイントカードはお持ちですか？」

「は、はい！」

　遙の営業スマイルにあてられた男性客は上ずった声で答える。

　あれだけ浮き足だっていると、遙が何を言っても「ＹＥＳ」と答えるんじゃないかと思う。

　他にも開いているレジはあるのに男性客はみんな遙のところに並ぶもんだから、そのせいで店内は大混雑になっていた。学校でのクールな感じとも、俺の前だけで見せる〝ハルカちゃん〟ともまた違う営業スマイルを振りまく遙はそりゃあもう目立っていた。

　だけど、営業スマイルだけじゃこんな大行列ができたりはしないだろう。

　一番はお釣りを渡す時にあった。

「お釣り32円とポイントカードのお返しになります。またのご利用をお待ちしております♪」

　お客さんの手にそっと自分の手をそえて、さらにまっすぐに目を見て微笑みかける。

　シンプルだが、実に破壊力の高い攻撃。でもいくらなんでもやりすぎじゃないだろうか。

　このスーパーは俺も普段から利用しているけど、あんな手厚い接客されたことない。

　いったい、遙は何を思ってあんな対応を……

「すごいわ遙ちゃん……あたしが教えた技をバッチリ使いこなしている……」

「って、あんたが教えたのかよ！」

「だぁってー、遙ちゃん接客なんてしたことなくてどういう風にすればいいか判らないって言うから。バッチリ基本に忠実！　これが最強でしょ？」

「だからってやりすぎです！」

「おやおやぁ、もしかして大河原くんってばヤキモチ？　ねえヤキモチ？　モチモチ？」

「ち、ちがいます！」

　確かに、遙が見知らぬ男性客に微笑みかける度にちょっと胸の辺りがチクチクしたりするけれどもそれはきっと遙が心配だからだ。妹同然の家族なんだから。

「と、とにかく、店の営業に支障が出ますからあんな過か剰じよう接客はすぐに止めさせるべきです！」

　誰にともなく言い訳をして俺は遙のレジに歩いていく。

　すると、列の先頭の方に見たことのある人物が並んでいるのに気付いた。

「……おい、宮みや武たけ。なにやってんだ」

　俺に呼ばれると、宮武富とみ子こはくるりとこちらを振り返り、

「げっ、大河原本気!?」

　人の顔を見て「げっ」とは失礼なやつだ。

「まさかこんなところで大河原本気に会うなんて……はっ!?　まさかあんたも！」

「おまえが何を考えているかだいたい想像つくが、ぜんぜん違う」

「ふんっ、隠そうたってそうはいかないわよ大河原本気。まあ、いずれにしても今から並んだってもう遅いのよ」

　宮武はにやりと笑ってメガネのレンズを光らせる。

「私の順番がまわってきたら遙をさらって店を出るわ。そしてバスに飛び乗ったなら手に手を取って二人だけの逃避行に出発よ」

「つーか、遙の意思とかはどこ行った」

「遙の気持ちなら言葉にしなくてもとっくに伝わってるわ！　あとはあの丘の教会で愛を確かめ合うだけよ！」

　宮武富子、新聞部所属。自称「遙の大親友」。性格は極めて思い込みが激しい。

「次のお客様、どうぞ」

　いつの間にか宮武の順番が来ていたらしく、遙が冷ややかな視線をこっちに向けていた。

「待たせたわね、遙！　さあ、行きましょう！」

「お会計三百二十円になります。ポイントカードはお持ちですか？」

「不安になることはないわ！　私に任せてっ、ちゃんと勉強済みよ！」

　いったいなにを〝勉強〟してきたんだ……

「まあ、富子ったらポイントカードを持っていないの？　なら作った方がいいわ。ううん、親友の富子には是ぜ非ひとも作ってもらいたいわ」

「え？　そう？　そこまで言うなら作っちゃおうかしら～。あ、でも富子って呼ばないで」

　その瞬間、遙を含めた店員の皆さんが目がギラリと光った。

「マネージャー！　新規ポイントカードのお客様入りましたーっ！」

　遙が高らかに叫んだ。すると、店の奥からズンッ、ズンッ、ズンッとまるで軍隊の行進のように重たく規則正しい足音を響かせてマネージャーと、その部下の社員のみなさんがやってきた。なぜか全員がやたらと屈強な身体からだつきをしていて、胸のあたりなどは制服のエプロンがはち切れんばかりに盛り上がっている。

「ポイントカードご入会、ありがとうございます！」

「「ありがとうございます！」」

「入会金！」

「「無料！」」

「年会費！」

「「無料！」」

「３パーセント！」

「「ポイント還元！」」

「火曜と水曜は！」

「「ポイント２倍！」」

　先頭の体格のいいマネージャーが叫ぶと、それに呼応するかのように他の社員達が唱和する。

「それでは、あちらでご入会の手続きをさせていただきます」

「「いただきまーっす！」」

「え？　なにこれ？　なに―っ!?」

　状況が飲み込めず混乱する宮武の両脇を社員達ががっちり抱えて連行していった。

　繰り返すが、スーパーマルトミの売りは従業員の〝熱い〟サービスだ。

　遠ざかっていく宮武に心の中で敬礼をしていると、いきなり腕を摑つかまれた。

「ちょっと、来て」

「お、おい、遙？」

「マネージャー、休憩入りますっ」

　そう言うと、遙は俺の腕を摑んで店の奥に引っ張って行った。

　連れてこられたのは人気のない店の裏手。搬入用の大きな倉庫の側だ。

「どうしたんだよ、はる――」

「むぎゅううううっ！」

　最後まで言い終える前に、遙が飛びついてきた。

「ぐおおっ、ちょっ、遙っ!?」

　遙はいつにも増して力一杯しがみついてくる。なかなか必死な表情だった。

「はふー……安心するぅ……」

　息をひとつついて、やっと自然な笑顔になる。お客様相手に見せていたのとは違う、綻ほころんだ顔をして俺の胸の中でじいっとしている。

「あれ？」

　遙がやけに大人しい。いつもなら「エネルギー補給！」とか言って大騒ぎなのに。

「どうしたんだよ、なんか変だぞ？」

「知らない人いっぱい。遙ちゃんお疲れモードです。むぎゅー」

　遙は抱きついた腕に力を込める。そういえば、遙は本当は極度の人見知りだ。接客業なんて、それこそストレスの溜まる仕事だったろう。

「つーか、いいのかこんなことしてて。休憩終わっちゃうぞ」

「だってＭＰが足りないんだもん」

「なんだそりゃ」

「ＭＰはマジくんポイントの略です。マジくんにくっついてるとジワジワ回復します。他にも、スリスリ、ナデナデ、チューなどでより効率よく回復するかも」

「するかもって……おい、なんか設定が新しくなってるぞ？」

「ほらほら選んで選んで。オススメはチューだよ」

「選ぶか！」

　とはいえ、巻き込まれた形で苦手なバイトをしてくれてる遙に、何かお礼をしてやりたいとは思う。そう、３原則に反するし。

「ごめんな、遙。ラブのためにこんなことさせて悪いな」

「んー、マジくんのためでもあるし、あたしもラブがいなくなるのは嫌だもん。がんばる」

　目をつぶって俺に身体を預けて、遙は小さな声で言う。夏休み直前にも遙はラブを守るために必死になってくれた。ちゃんとラブを認めてくれている遙に感謝の気持ちがわき上がる。

　そっと頭を撫なでていた。

「んんー、ナデナデよりチューの方が効率がいいんだよー」

　なんて文句を言いながら、上機嫌の猫のように気持ちよさそうな顔している。

　触れると遙の髪は柔らかくてすべすべしていて、なかなか触り心地がいいのだ。さらさらとツインテールの髪が手のひらの中で揺れる。髪のお手入れも俺がしているのだから、手触りが良くて当然だが、いつまでもこうしていたい気分になる。

「うおおおっと、二人ともこんなところにいたーっ！」

「あ、明里さん!?」

　明里さんが車くるま椅い子すを横滑りさせて店の裏口から飛び出してきた。俺たちは慌てて離れる。

「こんなとこでイチャイチャしてる場合じゃないって！」

「ど、どうしたんですか」

「いいから早く来て、ラブちゃんが大変なのっ」

「ラブが!?」

　明里さんについて戻ると店の中はさっき以上の大騒ぎになっていた。

　レジカウンターの周りは精算を待つ客達が溢あふれて大混乱だった。

　そしてそのレジには……ラブが立っていたのだ。

「は、はううっ……ま、マスター！　どうしましょう……」

「ラ、ラブ!?　どうして……」

「は、遙さんが休憩している間、代わりにお手伝いさせて欲しいって店長さんにお願いしたら……こんな行列になってしまったんです。でもラブ、計算がうまく出来なくて……え、えっと、このレジかごの合計金額は二千五百四十円なんですが、どうやっておつりを出したらいいですか？　精算を押してもお金が出てこないです」

　……そりゃ、レジに金額を打ち込まずに暗算したらレジは動かないよね。まあラブには商品の合計額を出すのなんか簡単すぎて計算機を使う理由はないのは判るけど。

　更に言えば、ラブはロボットである事を知らなければ……いや、知っていたとしても遙と匹敵する美少女なのだ。遙の時以上に、レジは大混乱していた。

「うーん。この子も美人だから大変そうだったよー。遙と同じ感じで接客してたしね。こりゃー、なかなか列は進まないし、無くならないよね」

　なぜか買い物袋を二つ下げて、宮武が解説してくれた。というか……つまりお前も並んだのか。そういやこの間プールに行った時も凄すごくラブの事を気にしてたからなあ。

「うわ……大変。店長、あたしもレジに入りますね！」

　遙は慌ててレジに戻った。列の半分がそちらに移動して、ラブはほっと一息つく。

「ま、マスター、ご指示を頂けますか？　ラブ、お手伝いしたいです」

「うーん、そうはいってもレジの打ち方を覚えないとなぁ。一応、接続端子はあるみたいだから、ラブの計算データをレジに転送すれば会計は出来るはずだけど……」

「はいです！　ラブ、判りました！」

　そういうと、ラブはいきなり服に付いている外部端子をレジに差し込む。

「わわっ、ちょっと待って！　確認しないと……」

　遅かった。次の瞬間、すべてのレジカウンターのシステムがダウンする。

「……あれ？」

　あああ……やっぱり。セキュリティが反応したのか、ラブの演算能力が高すぎてレジに入ってるＯＳが耐えられなかったのか判らないけど。参ったな、こりゃ。

「ち、ちょっと、レジ止まっちゃったけど、これどうするの!?」

　遙も流石さすがに慌てている。

「ふええ……ご、ごめんなさい……」

「いや、俺が不用意な事を言ったのが悪かったんだ。次からは指示があるまで待ってくれ」

「……はいです。ラブ、失敗しました。以後、指示待ちを徹底します……」

「いやいや、そういうのも成長に必要だから。バッチリだよ、ラブちゃん」

　落ち込んでしまったラブを慰めつつ、俺と明里さんは顔を見合わせた。

「さて、どうしよっか？　大河原くん」

「とりあえず、みんなで手伝いますか」

「だね……あは、あははは……」

　その後、幸いにもすぐにシステムは回復し、店長も自分が勝手にレジの代理を任せてしまったのだから、ということでむしろ謝ってくれた。ラブがロボットなのを知って無む茶ちや苦く茶ちや驚いてサインを書いて欲しいなんて言われたくらいだ。そのくらい人型ロボットが珍しいってことなんだけど。いやホントにドジっ子ロボに至っては世界で一台しかないんじゃないか？

　そして、この事態を引き起こしたドジっ子ロボットことラブはすっかり落ち込んで、その夜はドーナツも食べず自分からメンテナンス槽に入ってしまったのだった。




　みんなが早々に働きはじめている中、遅れること数日。

　やっと俺のアルバイト初日がやってきた。ちなみに、仕事の内容はお中元の仕分けだ。

　聞いた人の大半はおそらく「地味な仕事」と感想を持つだろうが、まったくその通りだ。

　ベルトコンベアの上を流れてくる贈答品を待ち構えておいて、伝票を読み取り機でスキャンして配達先ごとに仕分ける――うん、地味だ。そして意外とキツい。

　大きなところなら配送のトラックに乗るまでのすべての行程がオートメーション化されているだろうが、あいにくと俺が働く中継センターにはそんなものはない。

　だからこそバイトのクチがあるわけだけど。

　はじめてのアルバイトということで意外と楽しくこなしていると、気付けばお昼休み。

　昼食はどこか近所の店でとろうと思っていたが意外とまわりには何もなく、仕方なしにコンビニのサンドイッチあたりで妥協することにした。タイムカードに休憩に入ったことを記録して外に出ると、出入り口のところに見知った姿があるのに気付いた。

「あれ？　ラブ、どうしたんだこんなところまで」

「マスター！」

　少し不安そうにキョロキョロしていたラブは、俺を見つけると途端に笑顔を見せた。

「マスターにお弁当を届けにきましたっ」

「お弁当を？　って、ラブが作ったのか？」

「いえ、これは遙さんが作られました」

　そういってラブはにっこり笑った。まあ確かに、簡単な料理くらいはできるようになったとはいえ、ラブがひとりで弁当を作るのはまだ無理だろう。

　俺はラブを連れて日陰で昼食にすることにした。

　ちょっと暑いけど、さすがに休憩室にラブを連れ込むわけにもいかない。

「しかし、よく休憩時間が判ったな」

「はいっ、ずっと待ってましたから！」

「ずっとって、この暑い中をか……？」

「ご安心ください。ちゃーんとお弁当には遙さんが保冷剤を入れておいてくれましたから」

　俺が心配してるのは、弁当じゃなくてラブのことなんだが……

「まあいい。食べようか」

「はいですっ」

　俺たちが昼食を取る場所に選んだのは敷地の端にある木の下だった。

　おあつらえむきにベンチとテーブルが置いてあるところを見ると、普段は休憩所として使われているのかもしれない。まあ、エアコンの効いた休憩室があるのにわざわざ炎天下で休憩しようという人間は俺たちくらいだけどな。

　遙の作ってくれた弁当はちょっと量は少ないもののなかなかの味で、普段から料理をしている俺としては「たまに作ってこのレベルか……」と、ちょっと悔しかったりもした。

「はふー、ドーナツはほんとに素晴らしいものですねぇ」

　ちなみにラブが食べているドーナツも遙が持たせてくれたものらしい。こっちはさすがに手作りではなく有名なドーナツ店のだけど。

「しかし、遙のやつどういう風の吹き回しなんだろ。遙もバイトあるのに……」

「それはですね、ラブがマスターの役に立ちたいって言ったからだと思います」

「ラブのためってことか？」

「えっと……たぶん。遙さんが『お使いに行ってきなさい』って」

「なるほどな」

　思わず苦笑いをする。遙のやつ、わざわざラブでもできる仕事を作ってくれたのか。ロボット嫌いだったのに、ラブに関してはもうすっかりそんな気分はなくなってるみたいだ。

　俺には甘えてばかりのくせに、ラブが絡むとどうも〝お姉さん〟として接してしまうらしい。

　だからラブが来たことは、遙にとってもいいことだと思える。

「遙さんはすごいです。お弁当も作れるし、アルバイトもできます。ラブも遙さんみたいになりたいです」

「そうだな。遙くらいになれば、勇希姉の言う『成果』ってやつも軽くクリアだろうな。でも、ラブはラブだ。あんまり無茶はしなくていいからな」

「はいっ！　ラブがんばりますっ」

　やれやれ、無理するなよって意味なのに判ってるのかいないのか判断に困る返事だ。

　それでも、そのまっすぐな視線を受けていると、バイトの苦労も吹き飛ぶ気がするのだった。




　食事を終えて仕事に戻ろうとした時、どこからか小さな鳴き声が聞こえてくるのに気付いた。

「猫……？　でも、どっから……」

「マスター、あそこです」

　ラブが指差す先、配送トラックのコンテナの上から猫が顔を出している。

「どうやってあんなとこ登ったんだ……」

　とても仔猫が自力で登れるような高さじゃない。

　もしかすると、屋根伝いに飛び乗ってここまで運ばれて来てしまったのかもしれない。

「ラブが助けにいきますっ」

「こらっ、ラブっ、危ないって！」

「へいきですっ。ラブは頑丈にできてますからっ」

　そう言うと、止めるのも聞かずラブは側面のタラップを使ってトラックによじ登っていく。

　理論上の強度なら落ちても壊れやしないだろうけど、それでも心配なものは心配だ。

　ハラハラしながら見ていると、ラブの身体からだがコンテナの上に到達した。

「ほらほら、猫さん。ラブが降ろしてあげますよ」

　怯おびえた仔猫はラブを警戒するように毛を逆立てるばかりだ。

「大丈夫です。ラブは良いロボットなのですよ」

　いや、そんなこと言われても猫には判らないって。

「仕方ありません。ちょっと我慢してくださいね」

　コンテナによじ登り、ラブは猫を捕まえようとする。

　すばしっこいと言っても狭いコンテナの上。すぐに追い詰められラブの手が猫を捕まえた。

「マスターっ、つかまえましたっ」

「よくやった、気をつけて降りるんだぞ」

　ラブが「はいです！」と元気よく返事をした時、腕の中で仔猫がみじろぎする。

「うわっ、ちょっ、あばれちゃだめですっ……きゃああああっ！」

　その後はあっという間だった。バランスを崩したラブはコンテナから落下。隣に置いてあったダンボールの山の上に落っこちた。

「ラブ！　大丈夫かっ!?」

　ラブの身体を受け止めてダンボールは原型をとどめていなかった。

　でもそのおかげでラブも仔猫も傷ひとつなく、すぐに身体を起こして笑顔を見せた。

　俺はホッと胸をなで下ろす。
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「大丈夫です。ラブも、猫さんも……えへへ。マスター、聞こえましたか？　ラブ、落ちるときちゃんと悲鳴をあげましたよ？」

「バカ……」

　自慢げに言うラブに、俺は苦笑いをするしかなかった。

「でもこの猫……そうとう弱ってるみたいだな」

　ラブの腕の中で、子猫はぐったりしていた。炎天下で熱に晒さらされたせいだろう。

「大丈夫でしょうか……」

「うーん……判らないな。とにかく、水をやらないと。あ、でもバイトが……」

　休憩室に連れて行く訳にはいかないしな。どうしたらいいだろう。

「マスター、あの……この子……」

　上目遣いに俺を見るラブの気持ちは、完全に予測出来る。

　子どもなら言いそうなこと、そしてそれは成長したら理屈で抑え込んでしまうだけで、みんな本当はそうしてやりたいと思う気持ち。

　それがいいことかどうか判らなかったけど……俺は頷うなずいた。

「そうだな。いったんウチに連れて帰ってやってくれ、ラブ。頼めるな」

「はいです！　ありがとうございます、マスター！」

　ぱあっ、と明るい顔になるラブ。

　どうやら猫との出会いは、ラブにとって新しい、そして大きな経験になりそうだった。














第二章　仔猫とロボット









「猫さん猫さん、こっちですよ～」

　ラブが〝猫なで声〟で呼ぶと、トラ縞じまの仔猫がメンテナンス槽そうの陰からひょっこり顔を出す。

　仔猫はラブが振るネコジャラシのオモチャに興味を示したらしく、しなやかというにはまだ少し幼さの残る足取りで駆けてくる。

「やばい！　かわいい！　どうしよう！」

「うおおおお！　ヌコかわいいよヌコ！」

　そんな仔猫の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに明あか里りさんや慎しん太た郎ろうがいちいち身み悶もだえするもんだからガレージは奇妙にほのぼのした空気に包まれている。

　ご覧の通り、ラブが救出した猫は今現在我が家のガレージにいる。

　精密機械があるから常時ある程度空調されていて、隠れ場所になる隙すき間まもたくさんあるせいか、この場所が一番のお気に入りみたいだ。夏休みだということもあって、常に誰かがいて食べ物や遊び相手に事欠かないというのもいいのかもしれない。

「それにしても、バイト代のかわりに仔猫がやってくるなんてねぇ」

「う……それを言うなよ康やす夫お」

「ああ、ごめんごめん。そういうつもりで言ったんじゃないんだ」

　まあ、康夫の言うことももっともだ。あの時、ラブが落っこちた先にあったダンボールの中には配達前の荷物が入っていた。しかも運悪く高いワインなんかも混ざっていたらしい。

　結局、それを弁償するだけでロボロボ部の稼かせいだバイト代は消えてしまったのだ。もちろん、最初は俺が払おうとしたんだけど、明里部長が「ラブちゃんの成長のために必要な出費」と宣言してバイト代の使い道を変えてしまったのだ。みんな賛同してくれたので有り難く甘えることにしたけど、ラブの改修計画はあえなく頓とん挫ざしてしまったのだ。

「あの……ごめんなさいです。ラブ、またみなさんに迷惑をかけてしまいました……」

　以来、ずっと落ち込み気味でしょんぼりしているラブの足下に仔猫がまるで慰めるようにすり寄ってくる。しかし、落ち込むというのはどういうルーチンで行われているのだろうか。

　人間らしいにも程があるドジっ子ロボットに俺は苦笑を禁じ得ない。

「すんだことを気にするなって。失敗はあったけどラブのやったことは間違いじゃない。むしろ良いことをしたんだ」

「そうそう、おかげでこーんなカワイイにゃんこがロボロボ部の一員になったわけだし。バイト代なんて安いもんだって！　ラブちゃんぐっじょぶ！　バッチリＯＫだよん！」

　明里さんが仔猫の喉のどをこちょこちょしながら言う。

　いつの間にか仔猫はロボロボ部のメンバーになっているらしいし、もしかしなくてもここで飼うつもりなんだろう。俺は何も聞かれてないけど……この可か愛わいさに抗あらがう自信はない。

「まずはトイレのしつけからだな。オレに任せろ。こんなこともあろうかとすでに某ぼう掲示板には『仔猫を拾ったんだがオレはどうすればいい？』というスレを立てておいた」

　慎太郎がいらんところで行動力を発揮していた。

「あなたたち、その仔猫がどこかの飼い猫だっていう可能性は考えないの？」

　仔猫にすっかり骨抜きになっている部長たちに向かって遙はるかが言い放つ。

　しかし、言われてみれば遙の言う通りだ。野良にしては毛並みがいいし、人にも慣れている。

　もしかすると本当にどこかの飼い猫なのかもしれない。

「会長、念のため飼い主が探していることも考こう慮りよして対応しておきますが、よろしいですね？」

「もう、遙ちゃんは真ま面じ目めだにゃあ。今はこの愛らしい生き物を存分に愛めでようじゃないのさ」

「けっこうです。わたし、富とみ子こにいって探して貰いますね」

　そう言って、遙はぷいっと顔を背ける。仔猫を直視しない頑かたくなな態度に、遙って猫嫌いだったか？　と記憶を辿たどっていると、康夫が切り出した。

「あのさ、その仔猫のことで思いついたことがあるんだ」

「思いついたこと？」

「うん、実はその仔猫をラブちゃんに面倒見てもらったらいいんじゃないかって」

「ほえ？　ラブですか？」

　ラブは、自分の名前があがったことに気付いて顔を上げた。

「動物を飼うことは子どもの情じよう操そう教育に良い影響を与えることが多いらしいんだ。だからきっとラブちゃんの人工頭脳にも好影響を与えると思うんだ」

「なるほど……」

　確かに、仔猫を拾いたいって言った時のラブは幼い子どもみたいに見えた。

　０ラブシステムが人間の成長を模も倣ほうしているとしたら……ペットを飼うのは子どもの情操教育にいいと聞いたことがある。俺は康夫に頷うなずいた。

「そうだな。自分が拾ったペットの世話は責任持ってやらないとな」

　嬉しそうな、それでいて困ったような微妙な表情で美少女ロボは仔猫を見つめた。

「で、でもっ、ラブにできるでしょうか？　ラブは不器用なので……」

「バッチリ大丈夫だって。判んないことはあたしたちに聞けばいいんだから」

「そうだ。このオレとスレ住人たちもロボ子の味方だ」

　ロボロボ部のメンバーが優しくラブと仔猫を見つめている。

「……はいです。判りました。ラブが猫さんのお世話をするですっ」

　頼もしく宣言した。発案者の康夫が満足そうに微ほほ笑えむ。

「それじゃ、まずは名前をつけないとね」

「命名ならこのオレ、川かわ森もり慎太郎に任せてもらおう……」

「とりあえず慎太郎の意見は却きやつ下かね」

「まだなにも言ってないのに!?」

「ここはやっぱりラブちゃんがつけるべきでしょ」

「だよな。面倒みるのはラブなんだし」

　俺たちとしては特別なことを要求したつもりはなかったのだが、ラブにとってはそう簡単なことではなかったらしい。いきなりメンテナンスモードが起動したみたいに硬直してしまう。

「名前をつける……名前……猫さんの名前……うう……ラブには判らないです……エラー、リトライ、エラー、リトライ。猫さんの名前……」

「わっ、わわっ、ちょっと本もと気きくん、これ大丈夫なの!?」

「ストップ！　そこまでだ、ラブ！」

　今にも熱暴走でも起こしそうな勢いで悩みはじめたラブを俺と遙で慌てて止める。

「どうしたんだ、ラブ。そんな悩むほどのことか？」

「はうう……ラブのメモリーを探しても、名前は既に付いているのが前提です。猫は学名で脊せき索さく動物門哺ほ乳にゆう網猫目猫科……でも名前をつける時のルールがラブには判りません。猫はどうして猫っていうのですか？」

　うわ、こりゃまた根源的な……答えられず絶句する俺に、明里部長が助け船を出してくれた。

「……たぶんだけど、名前をつけるのはラブちゃんにはすごく難しい行為なんじゃないかな」

「難しい？　名前をつけるのがか？」

「んー、何かに固有名をつけるのって実はかなり高度な精神性が必要なんじゃないかと思う。それってほら、ものすごく感情的な行為じゃない？　『なんとなく』以外に基準なんか無いんだから。名前って、付けられる方には選べないでしょ？」

「つまり、ラブにはまだ難しいってことですよね……じゃあ……」

　さて、そうなると誰が名前をつけるかでまた揉もめることになりそうだ。

　意外な事に、すまなそうな顔で猫を抱いていたラブが提案した。

「あの、猫さんの名前、遙さんにつけてほしいです」

「え？　私？」

　遙は驚いた顔する。

「遙さんがどんな名前をつけるか、ラブ、知りたいです」

「そんなこと急に言われても……」

　遙は困った顔で俺を見る。だけど、俺もそれがいいような気がした。

「頼むよ。ラブがこう言ってるんだし。お世話担当のご指名なんだから」

「う……判ったわよ、つければいいんでしょ」

　みんながいるから優等生モードとはいえ３原則に従っている遙は俺のお願いに弱い。

　結局、首をひねって名前を考え出す。

「じゃあ……えっと……ポチとか、タマ、とか……」

　あまりに典型的なパターンに思わず沈黙がおりる。

「遙、それはさすがに……」

「な、なによ！　文句があるなら本気くんが考えてよ！」

「そういうわけにもいかないだろ。遙がご指名なんだから」

「じゃあ本名はポチってことにして、愛称は……ロボロボ部らしい名前でいいんじゃない？　例えば、そうだな。プラグとか、スパナとか……コンピュータ用語でもいいな、エンターとか……でも普段使わない単語がいいよね。混乱しそうだし」

「お、康夫、いいアイディアだそれ！　じゃあ……ビットってどう？　１ビット２ビットの、ビットってもう使わないだろ？」

「いや、それは言いにくいよ。じゃあ近い感じでビートでどう？　元気な感じもするし……」

「もうっ、勝手にして！」

　遙はぷい、とそっぽを向いてしまう。いかんいかん、俺と康夫は慌てて謝る。

「ごめん、遙。別にポチでもいいんだけど……」

「うるさい。もうビートでいいわよ。私だって別に拘こだわりある訳じゃないんだから」

　俺たちの侃かん々かん諤がく々がくの会話を、ラブは興味深そうに聞いていた。

「ふええ……名前を付けるのは大変なんですね。ラブ、学習しました。マスターがラブに名前をつけてくださった時もたくさん考えてくださっていたんですね。びっくりしました」

　ラブは幸せそうに微笑む。うーん、ラブの時は「ラブ」しか浮かばなかったからなぁ。

　大変だったかと言われると他の選択がない分悩まなくて済んだ気もする。

「猫さんの名前はビート……ビートさん。ラブ、覚えました！」

　こうして、ロボロボ部に新たな仲間が加わった。

　仔猫のビート。

　これまで世話されるばかりだったラブが、初めて世話をしなければいけない相手だった。




　朝。一日のはじまり。清すが々すがしい気分で迎える人もいれば、寝不足の身体からだを無理矢理に叩き起こす人もいる。起きるどころかそのまま惰だ眠みんを貪むさぼる人、むしろこれからベッドに入る人もいるだろう。だが、大おお河が原わら本気にとって、朝は〝戦争〟の時間だ。

「起きてくださいマスター！　きんきゅーじたいです！」

「ああっ、ラブずるい！　マジくんを起こすのは遙ちゃんの役目だって言ったでしょっ」

　やや乱暴に扉を開け放って俺の部屋に突入してきたのは美少女二人。

　片方は幼なじみで、もう片方はロボット。慎太郎あたりに言わせれば、まさに「夢のようなシチュエーション」らしいが、実際は想像以上に騒がしくて大変だ。

「ご安心ください遙さん！　ラブは毎日遙さんの起こし方を見ていたのできちんと学習していますです。今や遙さんに負けず劣らず完かん璧ぺきな〝添い寝〟ができるまでになりましたっ」

「だから余計にダメだって言ってるのーっ！」

「いや、俺もう起きてるから……」

　ていうか、この騒ぎで目が覚めたんだが。

「ああっ、ラブのお仕事がっ！」

「ふふーんだ、甘い甘い。マジくんが起きてるかどうかなんて関係ないもん。それじゃ、お邪魔しまーす……」

「だああっ！　こらっ！　ベッドに入ってくるんじゃない！」

　さも当然のように布ふ団とんをめくってベッドに足を突っ込んでくる遙。

「それでラブ、朝っぱらからきんきゅーじたいってなんだ？」

「あ、そうなのです！　。今日はえまーじぇんしーなのです！　実はですね――」

　ラブが言いかけたその時、遙が「うひゃぁ！」と変な声をあげた。

「ど、どうした遙？」

　遙は首をかしげる。

「あれ？　なんだろこれ……？　マジくんってばいつからこんなモフモフに？」

「なに言ってるんだか……」

　遙は片足を布団に突っ込んで何かを探るように動かしている。

「あははっ！　な、なんかくすぐったい！　もうっ、マジくんやめてよーっ」

「だから、俺はなにもしてないってば」

「なんですか？　遙さん楽しそうです。ラブにも教えてくださいっ！」

「ダメだってばマジくんっ。あはははっ、足の裏こちょこちょしないでーっ」

　いったい、布団の中で何が起こっているんだ――

　俺は布団をひっぺがした。するとそこには遙のつま先にじゃれつくオレンジ色の毛玉が。

「あ、ビートさん！　こんなところにいたんですか。ずっと探してたんですよっ」

　寝ているところをつつかれた猫のビートは遙の足に精一杯の抗議をしている真っ最中だった。

　なるほど。ラブの言う〝きんきゅーじたい〟ってのはビートが行方ゆくえ不明だったってことか。

「こいつ、いつの間に潜り込んだんだ……」

「こらっ、ビートちゃんくすぐったいってばぁ」

「ビートさん、遙さんの足は食べられませんよっ。ラブが用意したご飯を食べてください」

「いや、ラブ、そういう問題じゃないから……」

　かくして俺をどちらが起こすかを競っていたような気がする状況は、ビートの取り合いに移行して……俺はホッとしたようなちょっと寂しいような気持ちを味わっていたのだった。




　ビートを拾ってからわずか数日で、家の中は大変なことになっていた。

　育ち盛りのオス猫となればそりゃあもうあらゆることに好奇心旺おう盛せいで、あちこち引っ搔かいたり嚙かんだり、おまけに気付けばとんでもないところに忍び込んでいたりする。

　さすがに俺の部屋まで侵入されたのははじめてだ。鍵はかけてないが、寝る前にちゃんと戸締まりは確認したし、いったいどうやったのだろう。もしかして扉を開けて入ってきた……？

　いやいや、そんなまさか。とにかくもう、猫の行動は予測不能すぎる。

「うっきゃあああああっ！」

　絹を引き裂くような――というには、いささか間の抜けた感じの悲鳴が響き渡った。

　朝食の支し度たく中だった俺は、あやうくネギごと自分の指を刻んでしまいかけた。

　いったい何事かと声のした方に行ってみると、遙が廊ろう下かの真ん中で突っ伏していた。

「ど、どうした遙っ？」

「ふ……ふん……」

「ふん？」

「ふんじゃった……」

「う……そ、そうか……」

　その言葉ですべてを察した。要するに、ビートが粗そ相そうしたモノを踏んでしまったのだ。

「ご、ごめんなさい！　ラブ、すぐに片付けますから！」

　ラブがトイレットペーパーと除菌シートを抱えてくる。

「ラブ……残念ながら手遅れだ」

「あ……遙さん……」

「いまはそっとしておいて……しばらく立ち直れそうにないから……」

「言われた通りにしよう。遙には心の整理をする時間が必要だ。あと風呂場で足を洗う時間も」

「は、はいです……」

　片足で跳ねながら洗面所の方に消えていく遙。俺たちは黙って見送るしかなかった。

「それはさておき、そもそもこの事件の犯人はどこに行ったんだ？」

「えっと、それは……あれ？」

　ラブはキョロキョロとあたりを見回してから首をかしげた。

　なぜだか嫌な予感がして、急いでリビングに戻る。ビートは壁に向かって爪を立てていた。

「うおああああああっ！　すとーっぷ！　ちょっと待ったーっ！」

　慌てて抱え上げたものの、すでに壁は傷だらけになっていた。

「またおまえはこんなとこで爪つめ研とぎして！　こないだ椅い子すの脚をボロボロにしたばっかだろ!?　つーか、やるならいっそ同じとこでやってくれっ」

　猫相手に言っても通じるわけがなく、ビートは俺に抱えられたまま「降ろせ」と言わんばかりにミャーミャー鳴く。ビートが巻き起こす事件事故で我が家は上へ下への大騒ぎだった。

　あちこちの壁や椅子の脚には爪研ぎの跡ができ、ソファには三度おしっこをされ、クッションが一つとコップが二つダメになった。

「ごめんなさいっ、マスターっ」

「いや、ラブのせいじゃないから謝ることはないんだけどさ」

「でも、ビートさんのお世話はラブのお仕事なのです。ビートさんが悪いことをしたら、それはやっぱりラブが悪いと思うのです」

　ラブはしょんぼりと肩を落とす。どうやら〝責任〟を感じているらしい。康夫の言う通り、動物の世話をすることはラブの人工頭脳に少なからず影響を与えているみたいだった。

「そう思うなら、どうすればビートが悪さをしなくなるか考えないとな」

「はいですっ！　ラブ、がんばりますっ」

　びしっ、と敬礼するラブの足下で、ビートはラブの靴下をガジガジと嚙んでいた。

　やっぱりしつけは俺たちがやった方がよかったのかなぁ。

　ビートが散らかしたものを片付けようとして余計に散らかしてしまうラブを見ながら、こっそりとため息をつく。それでも、ビートが動く事で「自発的に」行動しているように見えるのは、たぶんいい影響が出ているって事なんだと思うしな……

　仔猫を追いかけるラブの後ろで、二人が散らかしたものを片付ける俺だった。




　昼を過ぎる頃、ロボロボ部の面々がガレージに集まった。

　しばらくアルバイト漬けの日々だったので、こうして全員が揃そろうのは久しぶりのことだ。

　短期のバイトでも全員分を合わせるとそこそこの額になりそうだ。ただ、そのほとんどが壊した商品の弁償に費やされることがすでに決定しているので、なかなかどうしてせつない気分になったりもするが。それはともかく、今もっとも重要なのはビートのしつけだ。

　これ以上、家の中を大惨事にはしたくない。

「えっと……猫のトイレは、静かな物陰などに用意すること……ですか。なるほど……」

　そのビートのお世話係は、ただいまネットで仔猫のしつけについて検索中だ。

　ロボットのくせにわざわざマウスやキーボードといったような人間が使うインターフェースを使ってアクセスしているというなかなかシュールな光景だ。

「不思議だよね、どうしてラブちゃんは単独でネットに繫つなげないんだろ。その方がデータ共有もＯＳのバージョンアップも楽なのに」

「さあな、親父に聞いてくれ」

　康夫の疑問ももっともなのだ。普通のロボットには機体ごとに無線か有線か、常時接続なのかそれとも必要時なのかの違いはあるものの、必ずネット接続ができるようになっている。

　康夫の言うバージョンアップなどが容易だという理由もあるけど、一番はセキュリティのためだ。ロボットが定期的に機体の状態をメーカー側に送信することで盗難や破壊行為、またユーザーによって違法な改造が施ほどこされた場合にいち早く対応できるというわけだ。

　だが、ラブにはそれがはじめから備わっていない。実験機だからか、それとも他に理由があるのかは判らないが、おかげでロボットがネットサーフィンをするはめになっている。

「マスター、きょーがくのじじつです！　猫さんたちはもともと砂漠に住んでいたので砂の上でおトイレをしたがるそうです！」

　ラブが慌てた様子で言う。

「な、なるほど……どうりでビートがいろんなところでしちゃうわけだ」

「大変ですっ、おうちには砂場がありません！」

「む、そうだな……庭とかじゃダメかな？」

「お庭ですか……ビートさん、気に入ってくれるでしょうか」

「うーん、猫用の扉を作らなきゃダメかなぁ……」

「二人してなにバカなこと言ってるのよ」

　俺とラブがそろって悩んでいると、遙が呆あきれた様子で言ってきた。

「ちゃんと猫砂っていうのが売ってるわ。それを買ってくればいいの」

「あ、そうなんだ」

「さすが遙さん！　ラブはてっきり砂漠までとりに行かないといけないかと思ってました！」

　さすがにラブのように砂漠まで行ってくるような発想はなかったけど、俺も近くの公園あたりで砂を採取してくればいいかなぁ、くらいのことを考えていた。

「トイレの場所はできれば二、三カ所あった方がいいわね。それから爪研ぎも早めに場所を覚えさせないといけないわ。猫はトイレも爪研ぎも決めた場所でするから最初が肝かん心じんよ。それから食事だけど――」

　遙の口から猫の飼い方についての知識が次から次へと出てくるのを、ただただ黙って聞いた。

「遙ちゃん、猫飼ったことあるの？」

「う……あ、ありませんけど」

「それにしてはずいぶん詳しいよね。もしかして久く遠おんさんって猫好き？」

「べ、別に、こんなの一般常識よ」

　遙は冷静沈着な優等生モードなのに顔を赤くする。この二、三日で必死に勉強でもしたのだろう。そういえば、昔から猫のキャラクターが付いてる文房具とか好きだったような……

「べ、別に調べたりしてません！　私、ラブの仕事取ったりしないからね！　たまたま知ってただけなんだからね！」

　叫ぶように言い放ち、遙はガレージを出て行く。

　気になって仕方ないけど、手を出しちゃいけないっていう葛かつ藤とうが感じられるなぁ。

「あー、怒らせた。康夫、お前のせいだぞ」

「人聞き悪いこと言わないでよ慎太郎」

　怒ったというか、あれは照れているんだろうな。みんなの前で素に戻るわけにもいかないし。

「マスター、遙さんはビートさんのこと、嫌いなのでしょうか？」

「ああ、違う違う。むしろ好きだからこそ、あんな態度をとるんだよ。そういうの照れちゃうみたいなんだ。素直じゃないっていうか」

「好きなのに、好きじゃないふりをするですか……難しいです」

　やっぱりまだラブに「ツンデレ」の概がい念ねんを理解させるのはまだまだ先になりそうだ。

「いいこと思いついちゃった♪」

　すると、急に俺たちの会話を聞いていた明里さんが言った。

　どうやらまた妙なことを思いついたのが、表情からバレバレだ。

「部長の良い考えってのがすごく不安なんですが、一応聞きましょうか」

「ふっふっふー。何を隠そう、遙ちゃんのツンデレをラブちゃんに理解してもらうための秘策ってやつなのさ♪」

　そう言いながら、明里部長はとびきりのイタズラを思いついた顔をしていた。

　そしてそんな時の明里部長は誰にも止められないのだった。




　久遠遙は息をひそめ、足音を忍ばせてそこに向かっていた。

　啖たん呵かを切って出て行った手前、すぐには戻りづらい。

　まずはこっそりと中の様子をうかがってから、タイミングを見計らってからみんなの所に戻るつもりだった。外に積んであるガラクタの上に登って、窓から中を覗のぞき込む。

「……あれ？　誰もいない？」

　今度は正面のシャッターに耳をあててみる。やはり、誰かいる様子はなかった。

　多少訝いぶかしみながらも、遙はガレージの中に入った。すぐに誰もいない理由が判った。書き置きがあった。ガレージの中で一番目立つメンテナンス槽のガラスにわざわざ張り付けてある。

『猫砂を買ってきます。留守番よろしく』

　見覚えのある字。間違いなく本気が書いたものだった。

「もうっ、マジくんのバカっ」

　ひとり置いていかれたことに小さく不満を漏もらす。

　その時、急に「ミャー」という鳴き声がした。

「え、ちょっと、なに!?」

　驚いて振り返ると、マジが資材を集めて作ったケージの中でビートが遙の方を見つめていた。

「なんだ、キミも置いてかれたんだ」

　ケージ越しに手を差し出す。ビートは鼻先でつつくように指先の匂においを嗅かいでから小さな舌でぺろりと舐なめてくる。本気が連れて帰ってきた初日は見知らぬ場所に怯おびえていたのか、ずっと警戒心剝むき出だしだったのにすっかり慣れたものだ。

「誰もいない……よね」

　辺りを見回して人がいないことを確認すると、おもむろにビートを抱きしめる。

「ん～～～っ！　もふもふ～っ！　ちっちゃくってかわいくって、おまけにこの触り心地！」

　抱きしめて、頰ほおずりして、満面の笑顔を浮かべる。

「ビートはほんっとかわいーですね～、キスしちゃいますよー、ちゅーっ！　ビートもお返しですかー？　ペロペロしてくれるのー？　やーん、ちっちゃな舌が超カワイイよお！」

　本気以外に対して、こんなに熱烈に愛情表現するのは自分でも珍しいと思うが、初めて見たときから抱きしめたくてたまらなかった。必死で我慢していたのだ。

「うう～～っ、もうダメ！　ビートかわいすぎっ。もううちのコにしちゃううううっ！」

　遙はビートと一緒にガレージの中をくるくると回る。

「あ……」

　と、明里と目が合った。

　明里だけじゃない。康夫も慎太郎もラブも、そして本気もいた。

「あ、いえ、ちがうの、これは……っ」

　見られていた。そう気付くと、遙は急激に顔が熱くなってくるのを感じた。

　腕の中からビートがするりと逃げ出す。

「えーっと……まさか、ここまで上う手まくいくとは思わなくて」

　明里はバツが悪そうに目をそらす。

「ご、ごめんね久遠さん、ちょっとしたイタズラのつもりだったんだけど……」

「リアルツンデレいただきました！」

　慎太郎がよりにもよって親指を立てて言った瞬間、遙の中で何かがキレた。

「いやあああああああああっ！」

　顔を真っ赤にして逃げ出していく遙を、誰もが黙って見送るしかなかったのだった。
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　テーブルの正面から飛んでくる遙の視線が痛い。

　あれ以来、遙は一言も口を利いてくれない状態だった。ロボロボ部の面々は、予想以上にいいものを見たとご機嫌だが、俺は予想外のピンチに直面していると言っていい。

　ラブは買って来た猫砂でトイレを作る為にビートのところにいる。いいのか悪いのか、俺と遙はもう結構長い時間こうしていた。周りにいる明里さんたちも何事もなかったかのように俺たちを放置している。イタズラしといてフォローなしっていうのは勘弁して欲しい。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで黙り込む遙は、久しぶりに本当に怒っているようだ。昔は時々こんな喧けん嘩かをしたけど……あれは何年前だろう。やっぱり、遙が口を利いてくれなくて……

「なあ、そろそろ機嫌を直してくれよ」

　相変わらず遙は口を開いてくれない。この沈黙に耐えるのは辛つらい。

　……そうだ。俺は、テーブルを指で叩いた。

　キ・ゲ・ン・ナ・オ・セ・ヨ

　モールス信号で合図を送ってみる。二、三度繰り返したところで、遙は俺の意図に気付いてくれた。他の誰にも判らないやりとりに、彼女は迷った感じにテーブルに手を出したり引っ込めたりした後、トントンと素早く信号を打つ。

　マ・ジ・ク・ン・ノ・バ・カ

　うっ……まあ反応してくれただけでもよしとすべきかなぁ。

　ワ・ル・カ・ッ・タ・デ・モ・キ・ニ・ス・ル・ナ・ヨ

　マ・ジ・ク・ン・ワ・カ・ッ・テ・ナ・イ

　ぷーっと、頰を膨ふくらませて抗議の意志を示す遙。

　テーブルを叩く微かな音で何が会話されてるのかロボロボ部のメンバーには判らないに違いない。ただ、俺たちの間にある空気を読み取ったのか、明里部長はため息をついた。

「……もー、二人とも、なんかイライラしてるみたいだから。今日は解散にしましょう。遙ちゃんも早めに帰るんだよ」

　そういうと、慎太郎と康夫を促して帰って行く。残された俺と遙は、大きくため息をついた。

　遙はジト目で俺を見つめる。よほど猫を可か愛わいがっているのを見られたのが恥ずかしいらしい。

「……マジくんのバカ」

「あー、だから悪かったって言ってるだろ？　だいたい、猫を可愛がってるとこ見られたからって別にいいじゃないか。優等生だって猫好きはいっぱいいるさ」

「よくない。ぜんぜんよくないよ！　それとこれとはぜんぜん意味が違うのっ」

「どう違うんだよ」

「えっとね、たとえて言うならプールでビキニの水着は恥ずかしくないけど、おめかししてる時に転んで太ももが見えちゃうとすっごく恥ずかしい……みたいな？」

「すまん。さっぱり判らん……」

「もうっ！　なんでーっ！　マジくん、遙の気持ち判ってくれないの？」

　遙は顔を真っ赤にして憤慨する。うう、女心は判らない。

　そこに猫砂トイレを作り終わったラブが戻って来た。

「あれ？　マスター、遙さん、何かありましたか？」

「……何でもない」

　不機嫌に返す遙に不思議そうな顔をしているラブ。さすがに事情を説明して二重事故みたいなマネをする趣味はないので、俺はさらっと話題を変える。

「どうだったラブ。ビートのトイレは」

「はい。猫砂はばっちりセットしましたっ。あとはビートさんがトイレに行きたくなった時に、すかさずお連れするだけです」

　そういうと、ラブは床に這はいつくばるようにしてビートを観察する体勢になっている。その時が来るのをジッと待っているつもりらしい。

「お任せください。ラブ、いっしゅんたりともめをはなさないですっ」

　ラブは気合い十分だ。しかし、やり過ぎ以外の何ものでもない。

　呆あきれ顔で遙はラブの隣にしゃがんでビートに手を差し伸べる。

「もう、そんなに凝視してたらビートだって緊張しておトイレなんていけないでしょ。ほらほら、ビート、こっちで遙ちゃんと遊ぼ～」

「だ、ダメですっ！　ビートさんのお世話はラブがマスターからうけた大事なお仕事なのですっ。たとえ遙さんでもお任せするわけにはいかないのです」

「むー、ラブのケチー。みんなと一緒になって遙にいじわるしたくせに」

「い、いじわるですか!?　ラブは遙さんがイヤなコトしましたか？」

「……あたしがビートと仲良くしてるところ覗いた」

「え？　ええっ、いけなかったですか？　ラブは、慎太郎さんたちに『ツンデレってヤツを教えてやるぞ』って言われただけなのです。そして遙さんはツンデレ可愛いなのです。実際、とても可愛かったです。ラブ、覚えました」

「でも、あたしを騙だますのを手伝ったんだから、ロボット３原則に反するよね」

　遙がぷうっ、と可愛い感じに頰を膨らませた。ラブはシュンとしてしまう。

「う……そ、それを言われるとラブもつらいところなのです。ラブには騙すつもりはなかったのですが……」

「あー、遙とってもかなしかったなー。立ち直れないかもしれないなー」

「ああっ、なんてことでしょうかっ。人間に危害をおよぼすなんてっ。ラブのロボットとしてのあいでんてぃてぃがぴんちなのです！」

　言い争いをしているように見えるが、もしかして仲良くじゃれあっているのだろうか。

「どうでもいいけど、ビートがなんかぷるぷるしてるぞ」

「「ええ!?」」

　息もぴったりにそろって振り返る。

「わわっ!?　ビートさんもうちょっと我慢してください！」

「ほらほら、おトイレはこっちだよ～っ！」

　今度は二人してビートを猫砂の場所まで誘導していった。揃そろってなにやってんだかとため息をつきつつも、ビートにかまける二人は楽しそうで、こんなところも姉妹っぽいなと含み笑いしてしまう俺だった。遙にはラブが、ラブにはビートが来た事で大きな変化が起きて、今までよりも普通に暮らせているような気がしている。ラブが今までより積極的に活動してるし、この分なら、ビートの世話を通じて色々な事が出来るようになってくれそうな気がしていた。

　夏休みも始まってそろそろ十日が経とうとしていた。




　翌朝、なぜかいつもより早く目が覚めてリビングにくると、コーヒーの香りとそこにいるはずのない人物が俺を待ち構えていた。

「やあ、おはよう。我が愛いとしき弟よ」

　いるはずのない人物こと、俺の姉大河原勇ゆ希きはコーヒーを片手に言った。

「うおっ!?　ゆ、勇希姉っ！」

「以前から思っていたのだが、おまえはなぜ私が家にいることにいつも驚くのだ？」

　勇希姉は心底不思議そうだ。そりゃ、普段から家に寄りつかない人が、なんの前触れもなく朝起きたらそこにいると誰だって驚くだろ。と、言いたいところをグッとこらえる。

「マジくんおっはよー……って、わわっ、勇希さん!?　なんで!?」

「おはようございますです。マスター、遙さん……わわっ、ゆ、ゆゆ、勇希さまっ!?」

「……なぜだ」

　遙とラブも俺と同じように驚いたのを見て、勇希姉は珍しく眉まゆ根ねを寄せて渋い顔をする。

「そ、それで勇希姉なんでここに……？」

「何度も言っているが、血の繫つながった弟の様子を見に来ることに理由など必要ないだろう」

　いや、そうなんだろうけど。

「しかし、だ。この家の惨状はどういうことだ？」

「う……それは……」

　破れた壁紙、傷だらけの椅い子す、縫ぬい跡ですっかりパンクな感じになったクッションたち。

　そして部屋の隅には猫砂のトイレ。

　先週とは大違いの荒れはてた家に、姉さんでなくても眉をしかめるだろう。

「えっと、実はその……」

　俺が説明するより先に、その理由本人が勇希姉の足下にやってくる。

「……なんだ、この生物は」

「見ての通り、猫だけど」

「そんなことは判っている！　なぜ、ここに猫が、いるのかと聞いているのだ」

　珍しく焦った様子の勇希姉。しまった、猫苦手だったっけ？

「な、なんということだ、私がここまでの接近を許すなど……しかもこんな、小さくて、ふわふわで……ああっ、見ろ！　私の足にそんなすりすりなどして！」

「ビートさん、ダメですよ。勇希さんが困っていますっ」

　慌ててラブがビートを抱きかかえる。

　心なしか、勇希姉が残念そうな顔をしていたが、すぐに気を取り直して咳せき払ばらいをひとつ。

「私としたことが、少し取り乱してしまったな……」

　そう言って、勇希姉はまたコーヒーを口に運ぶ。その様子を見て、俺はふと妙なことに気付いた。はて、このコーヒーはいったい誰が淹いれたものなのだろうか。

　ロボット工学の分野において天才と称される姉ではあるが、逆にそれ以外のことには人並み以下である。本人いわく、「自分以外がやった方が効率が良いことはやらない主義」だと言う。

　そんな勇希姉が、自分でコーヒーを淹れるはずがない。

　そして香りからして、ひきたての豆から淹れた本格的なものだろう。

　では、いったいどこの誰が……？

　そんな疑問の答えは、すぐにやってきた。

「マスター、朝食の準備が整いました」

　キッチンから出て来たメイド服姿の女性が勇希姉に告げる。

　ラブや遙に引けを取らない美び貌ぼうを備え、服の上からでも判る均整の取れた体つき、高すぎず低すぎず耳に心地よい美声。だが、何よりも特徴的なのはその頭部のコネクターだ。

「紹介しよう。私が作った家庭用汎用人型ロボット『Ｆ―03』だ」

「えふぜろさん……？」

　ラブがうわごとのように呟つぶやいて目の前の女性――いや、人型ロボットを見つめる。

　俺もあっけにとられて、目の前のロボットを見つめた。

「えふさん、私の愛しき弟と、隣人の遙さんだ」

「はいマスター。データを確認致しました。大河原本気さま、久遠遙さま、マスターよりお二人のお世話及び、大河原家の管理運営をするように命ぜられました。よろしくお願い致します」

　穏やかな笑顔でロボットが言う。それなりに自然な笑顔だけど……ラブと比べると少しだけ作り物っぽい印象を受ける。逆に言えば、クールで美しい美貌を持つ、通常イメージされる贅ぜい沢たく品ひん、芸術品としての人型ロボットのイメージに近かった。

「皆様がお休みの間に、一階のデータを取らせていただきました。よろしければ、皆様が朝食を召し上がる間に片付けさせて頂いても構わないでしょうか？　それとも二階部分のデータを先に入力致しますか？」

「お、あ、え……二階はちょっとまだ」

「了解致しました。一階を片づける事を優先いたします。マスターより、以前の大河原家のデータもいただいておりますので、破損した部分を修復してもよろしいでしょうか？」

「で、できるの？」

　見回せば、遊び盛り仔猫の爪で傷ついた壁や家具がある。けっこうボロボロなんだけど。

「はい。リフォーム用ブログラムはすでにネットワークからデータを入手してあります。これぐらいでしたら修復可能です。作業時間は21分と想定されます」

「えふさん、片付けは後回しにして彼らの朝食の世話を頼む」

「はい、マスター、了解致しました。お食事は皆様の分も準備してあります。お飲物は野菜ジュースとコーヒーを用意しておりますが、他にリクエストはございますか？」

　やはり穏やかな声で訊ねられる。俺と遙は言葉を失って絶句する。ラブが来た時とはあまりにも大違いだ。勇希姉が連れてきた『家庭用汎用人型ロボット』は完かん璧ぺきなメイドロボットだった。ラブが呆ぼう然ぜんとした顔で、キッチンに向かうロボットの姿を追っていた。
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　そしてメイドロボットの作った完璧な朝食を食べた後、俺たちはガレージに移動した。

「みなさまはじめまして。Ｆ―03と申します」

　Ｆ―03はロボロボ部メンバーに対して恭うやうやしく一礼する。それだけで薄暗くて雑然としたガレージが少しだけ華やかな空気に包まれた……ような気がした。

「す、すごい！　本物の人型ロボットだ！」

　最初に口を開いたのは康夫だった。

「あのぉ、康夫さん、ラブも一応本物の人型ロボットなのですが……」

「あ、ごめんごめん。なんかラブちゃんはロボットっていうかまた別ものな気がしてて」

「う……ラブは喜んでいいのでしょうか……」

　そうやって一方のロボットが自分の存在意義について悩んでいると、

「機体型番はＦ―03ですが、どうか皆様『えふさん』とお呼びください」

「えふさん……？」

　明里部長が首を傾かしげる。

「私がつけた。型番で呼ぶのも味気ないだろう」

　勇希姉が淡々と、しかし何となく得意げに説明してくれた。

「どうだ、我が愛しき弟よ。私のネーミングセンスは。敬称である『さん』と型番の『３』さらには胸部のサイズが実はＦカップであるという三つをかけているところがポイントだ」

　――ロボロボ部といい、勇希姉のネーミングはいささか難があるんじゃなかろうか……

「さっすが勇希さん！　バッチリな名前です」

「勇希先輩、ステキです……」

　しかし、明里さんと康夫は絶賛。よく判らん。

「ところで、なぜメイド服を着ているんですか？」

「ん、それはだな……」

「ロボットで家事専用っつったら、メイド服だろ！　ジョーシキ的に考えて！」

　疑問をぶつけた遙に勇希姉が答えようとしたら、代わりに慎太郎が言った。

「何を馬鹿なことを……」

「ん、まあ、おおむねそんな感じだ」

　――すまん慎太郎。勇希姉がお前と同レベルの事を言うなんて思わなかったんだ。

「メイドロボ……それは全男性の夢と憧れ……それが今、オレの目の前にいる……」

　感動に打ち震える慎太郎は置いといて、そろそろ勇希姉に理由を聞きたい。

「で、なんでそのメイドロボが家に？」

「残念だな、我が愛いとしき弟よ。そのくらい判ってもらいたかったところだ」

　不出来な弟は天才の考えがさっぱりですよ、勇希姉。

「新しいシステムを開発する場合、旧来のシステムとの比較検証は当然行われるべきだ。つまりこの場合、プロトⅡの０ラブシステムと旧来のロボットの疑似人格搭載ＯＳのことだ。夏の間、えふさんにはこの家の家事一切をサポートさせ、最終的にプロトⅡとの性能比較をする。その結果如何いかんで、０システムが本当に人間にとって有益なものであるかを判断する」

　つまり、えふさんとラブ、どっちが役に立つか、実際に働かせて比べてみるってことか。

　みんなもそのことを理解したのか、少しだけ険しい表情になっていた。

「でも、勇希さん、よく人型ロボットなんて持ってこられましたね」

「なに、研究室の試験評価用のパーツを拝借して組み上げてみた」

「拝借って、勇希姉、そんなことして大丈夫なの？」

「あくまでも貸たい与よだから問題ない。作動確認のために借り出していることになっているしな。まあそれでも分厚い許可書類を作るハメになったが、その程度は仕方あるまい」

　さらっと言っているが、下手すれば家が買える額の物を持ち出してるんだけど……

「でも、ほんとすごいなぁ。これってベースは西さい園おん寺じ重工の第二世代型ですよね？　でも、駆動部はずいぶん静かだし、さっきから見てると表情や仕草なんかが現行モデルよりもずっと人間に近いですよっ」

「その通りだ。気になった部分は私が軽く改良しておいた。スペックに大きな開きがあってはデータの比較対象には適さないからな」

「すごい！　じゃあ、彼女は勇希先輩のカスタムメイドなんですねっ！」

「まあ、そういうことになるな。しかし、見ただけで判るとはな。確か名前は……」

「高たか倉くら康夫です！」

「プロトⅡに猫の世話をさせる案もキミが提案したそうだな。学習型コンピュータの性質をとらえた実に興味深い実験だ。うむ、覚えておこう」

「ありがとうございます！」

　なんだか康夫と勇希姉の二人だけで盛り上がっているのを余よ所そに、ひとり複雑な顔をしている人物――いや、ロボットがいることに俺は気付いていた。

　不安気な表情はやはりロボットとは思えないほど人間らしい。

　ラブはラブらしく――って、前に言ったこと覚えててくれればいいけどな。




　こうして我が家の家事手伝いとしてやってきた人型ロボットのえふさん。

　これが、とにかく優秀だった。

「おーい、ラブ、テーブル拭ふいといてくれー」

　キッチンで炒いため物をしながら、背中越しに呼びかける。

「はい、マスターお任せくださいです」

「本気さま、テーブルセッティングは完了しております」

　ラブがそう返事をしたのも束の間、えふさんが言う。

「あ、そ、そう。じゃあ――」

「盛りつけのお皿はこちらでよろしいでしょうか？」

　えふさんはすかさず大皿を差し出した。

「ああ、これでいいよ。じゃあ、スープは――」

「スープ皿は先ほど熱湯で温めてからテーブルに用意しておきました。では、私はこちらの炒め物を運んでおきます。それが終わりましたら遙さまをお呼びして参ります」

「そ、そうか……えーと……」

「他にご用がありましたらなんなりとお申し付けください」

「うん。判った。とりあえずはそれでよろしく」

「かしこまりました」

　優雅に一礼すると、えふさんは滑らかな足取りで料理を運んで行く。

　これが人型ロボットの本来の能力というものか……

　すっかり仕事を奪われた俺とラブはあっけにとられたまま立ちつくすしかなかった。




　食卓はいまだかつてない緊張感に包まれていた。遙も俺も、目の前の料理をただただ無言のまま口に運んでいく。ラブにいたっては、大好きなドーナツに触れようともしない。

「どうしたラブ。食べないのか？」

　やっとのことで俺は声をかけた。

　するとラブは何か言いにくそうにするばかりで、余計に空気は重くなる。

「本気さまもラブさんも、どうか、私のことはお気になさらずお食事をお続けください」

　状況を察したのか、えふさんが言った。そのえふさんはメイドらしく、テーブルから少し離れたところで直立不動だ。俺たちの要望にすぐさま対応するため――と本人は言っていたけど、正直、無言のまま立っていられると落ち着いて食事もできない。

　これが使用人をたくさん抱える大金持ちとかなら当たり前のことかもしれないが、こっちは根っからの庶民なのでかなり居心地が悪い。

　いっそのことラブみたいに一緒にテーブルについてくれた方がありがたい。

　本日の夕食は回ホイ鍋コー肉ローに青菜の炒め物、鶏とりガラ出だ汁しのスープという中華な献こん立だてにも拘かかわらず、遙だけは一皿余分に、小ぶりなオムレツがついている。

　こんなアンバランスなことになったのは、食べる直前になって遙が「オムレツ食べたい！」と言いだしたからだった。まあ、いつものことだ。遙がそのオムレツにケチャップでハートマークなどを描いていたところ、途中でケチャップが切れてしまった。

「あ、なくなっちゃった……」

　いつの間にか空からになったケチャップのボトルを手に、遙が思わず呟つぶやいた。

「ただいまお持ちいたします」

　そう言って、誰よりもはやくえふさんが動き出す。

「ら、ラブが持ってくるです！」

　と、ラブも慌てて立ち上がる。

「いえ、ラブさん。私にお任せください」

「いえいえ、今日来たばかりのえふさんは新しいのがどこにあるか判らないでしょう」

「ご安心ください、把握しております」

「な、なんですと!?」

「朝食を作らせていただく際にキッチン内の物の配置は把は握あくしております。問題ありません」

「そ、それでもラブの方がっ……って、あれれ？」

　えふさんに先んじてキッチンの戸と棚だなをあけたラブだがそこにケチャップはなかった。

　そうしてタイムロスをしている間に、えふさんがさっさとケチャップを遙のところに運んでいた。もちろんビニールを破ってすぐに使えるようにしておくのも忘れなかった。

「遙さま、どうぞ」

「あ、ありがと……」

　その後も、えふさんは俺たちが食事をしている間に食べ終えたビートの前からお皿を下げ、猫砂まで誘導し、一旦自分は手を洗ってから今度は俺たちの食べ終えた食器を下げ、麦茶のお代わりを注いでからまた所定の位置で直立不動の姿勢をとった。この間わずか一分未満。

　えふさんのつけいる隙すきのない無駄のない動きにただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「あの、えふさんは食事とかしないの？」

　なんとなく空気をかえたくて質問してみた。

「申し訳ありません。私にはラブさんのような有機物を燃焼しエネルギー化する機能は搭載されていません。エネルギーは電力でまかなっております」

　むしろ、ラブのドーナツ食べて動力源にしてしまうあの仕組みが驚異的すぎるので、えふさんの方が普通と言える。えふさんは優秀だけど、これでも旧式の『人型ロボット』なのだ。人にとって役に立つロボットを作りたければ、えふさんのようなロボットにすればいい。

　なのに、親父はラブを作った。人のように振る舞い、人のように考えるロボット――

　いったいなんのために、どんな目的でラブは作られたのだろうかと、えふさん見て改めて考えてしまう俺だった。ただ、それはラブの方がずっと強く感じていたに違いない。

　ラブは真っ青になって、テーブルに並んだものに手を付けずに黙り込んでいた。

　その足下に、ビートが慰めるようにまるくなっているのが救いだった。




　翌朝――六時三〇分。トントントンと、誰かが部屋の扉を叩く。

「おはようございます。本気さま。お目覚めの時間でございます」

　ドアの向こうから聞こえてくる声はえふさんのものだった。

　俺が頼んでおいた時間ぴったりだ。

「本気さま、起きていらっしゃいますか？」

「ああ、大丈夫だよ。すぐに行くから」

　扉の向こうから再度確認する声がしたので返事をしておいた。

　遙みたいに遠慮無く部屋に乗り込んでくることもなければ、ドアすら開けない。

　礼儀正しい起こし方だった。手早く着替えをすませて部屋を出ると、えふさんは扉の外で待っていた。綺き麗れいに整えられたリビングからはコーヒーの芳こうばしい香りがしている。

　テーブルにつくと、見事なイングリッシュブレックファーストが運ばれてくる。

「おはようございます。よくお休みになられましたか？」

「うん。久しぶりに穏やかな目覚めだよ」

「それはようございました」

「昨日指示したことはやっといてくれた？」

「はい。ゴミ出しと庭の掃そう除じは先ほどすませておきました。もう一つコンビニ等で食パンを購入しておくというご指示ですが……」

「なにか問題でもあった？」

「駅前のベーカリーで焼きたてのものが売っていましたので、そちらで購入いたしました。コンビニで購入した場合よりも安く上質でした。問題ありましたでしょうか？」

「そういうことか。いや、ぜんぜん問題ないよ。むしろ良い判断だった」

「おそれいります」

　えふさんの有能っぷりに思わず顔がほころんだ時、

「あーっ、また先に起きてる！　遙ちゃんのエネルギーが補給できないよ！　マジくんってば、ぜったい３原則に反してるよ！」

　寝ね癖ぐせのままの遙が飛び込んできた。優雅にえふさんは一礼する。

「おはようございます、遙さま。すぐにトーストを準備致しますのでお待ちください」

「あ、は、はい……すみません。ね、寝ぼけてました……本気くんが作ってくれないの？」

　えふさんの存在を見つけた遙は、慌てて優等生モードに変化した。

「いや、俺が起きた時には全部用意してあったんだ」

「うわあ……なんだかＴＶに出てくる人型ロボットと一緒の暮らしって感じ」

　驚きながら俺の隣に座って、寝ね癖ぐせの美少女はふと首をかしげた。

「あれ？　ラブは？」

「そういえば、朝から見てないなあ……」

「……ここにいるです。おはようございます」

　え？　ラブの声がするぞ。どこにいるかはすぐに判った。テーブルの下だ。

「……ラブ、なにしてるんだ？」

　ラブが体育座りで悲しそうにジーッとこっちを見ていた。

「ラブが起こしに行こうとガレージを出たらえふさんが……全部やってしまっていました。ラブは……ラブは邪魔にならないように小さくなっていたのです。明日は負けないのです」

　わ、思いっきりすねてるし……俺は失笑を堪こらえる羽目になった。

　とにかくラブを座らせてみんなでご飯を食べることにする。昨日の夜は作ったのは俺なので、えふさんの作る最初の食事だと言える。トーストとサラダ、それから刻んだベーコンとチーズ、ジャガイモの入ったスペイン風オムレツだ。なかなかの味だった。

　大好物のはずなのに、遙は微妙な顔をしながら黙々とそれを食べていた。

「本気さま、コーヒーをお持ちしました」

「ああ、ありがとう」

「お好みの味を伺っておりませんので、通常最適とされる方法で抽ちゆう出しゆついたしました。味のご感想などいただければ次回よりお湯の温度、豆の挽き加減などを調節し本気さまのお好みにできる限り近づけるようにいたします」

「さすがだな。そこまでフィードバックできるのか」

「ネット上の〝コーヒーの抽出〟に関する統計情報をもとにオーナーの好みに近づくための最適な抽出方法を導き出しています。また、西園寺重工のロボットはすべて一定期間ごとに経験情報を本社に送信しております。そちらに蓄積されたデータの中からコーヒーの淹いれ方に長たけた機体の経験情報を参照しました」

　味覚や嗅覚に類するセンサーは持っていても、えふさんには「美お味いしい」とか「美味しくない」って感覚はないらしい。ただデータ通りに完成させる為のプログラムを持っているだけだ。

　しかしあらゆる状況に応じたデータやプログラムを人工頭脳にすべてインストールできるはずもない。そのため人型ロボットはネットワークにアクセスして、自分以外の経験情報を共有して対応するのだ。今やあらゆる電化製品や機械がネットワークに繫つながっている時代。いちいち実体験しなくても他の機械と情報共有すれば一瞬で熟練の技が手に入るというわけだ。

　だからこそ、ラブの持つ０ラブシステムは特殊であり、時代の流れに逆行していると言われる。

「マスター、ラブもコーヒーをいれられるようになりたいですっ」

　ラブがえふさんに対抗心を見せる。こういった感情も０システムのなせるわざなのかもしれない。学習意欲は買えると思う。

「じゃあ、えふさんに教えてもらうか？」

「はいですっ」

「ということなんで、えふさん、あとでラブにコーヒーの淹れ方を教えてやってくれ」

「かしこまりました。では、ネットワーク上に私の経験情報をまとめたファイルをアップロードしておきます。アクセスコードは……」

「あー、えふさん。ラブはネットにアクセスできないんだ。だから、直接淹れるところを見せて指導してやってほしいんだ」

　俺が言うと、えふさんは理解できなかったようで一瞬だけ停止してしまう。

「……了解しました。午後からでもよろしいでしょうか」

「はいですっ！　よろしくお願いしますっ」

　平静に応対するえふさんに、張り切りすぎるラブ。なんか好対照だなと思う。同じロボットなのに不思議だった。俺たちはラブの笑顔を好ましく感じているけれど、えふさんの高性能さは想像していた人型ロボット通りのもので……勇希姉の手で厳しいハードルが突きつけられていると感じないわけにはいかないのだった。




　今日もロボロボ部の面々がガレージに集まって作業をしていた。

　本日の課題はかねてから懸案だったラブの駆動系の調整だ。

　いまだ成長途中にあってセンシティブすぎる腕の機能を少しばかり制限をかけてやるというもの。言うのは簡単だけど、これが実際はかなり難しい作業だ。

　やりすぎれば余計にラブの成長を妨げるし、中途半端ではなんの意味もない。

　本来ならバイト代で部品を買うはずだったのだが、様々な不可避の事態を経た結果、一匹の仔猫がやってきてしまった。というわけで、ガレージにあるものと、康夫のプログラムである程度まかなうことになり、目下の所そのプログラム作成に心血を注いでいる。

「それで、えふさんはどんな感じ？」

　パソコンの画面を見つめたまま康夫が聞いてきた。

　相変わらず手はもの凄すごい勢いでキーを叩いていて、高速でプログラムを組み上げている。

「どうって、まあすごく役に立ってくれてるよ。指示したことは完かん璧ぺきにこなすし、それどころかほっといても情報を検索してより良い方法を選択するんだ」

　俺は今朝の出来事を話した。

「へえ、そこまでやれちゃうんだ。すごいね」

　さすがの康夫も驚いた顔をする。

「で、そのすごいオッパイのえふかっぷさんはどこにいるんだ？　あとオレの妹・ロボ子は？」

　慎太郎が横から口をはさんできた。

「いま、ちょうどラブがえふさんにコーヒーの淹れ方を教わってるとこだ」

　いろいろツッコミたいところはあるが、とりあえず今はあえてスルーする。

「ロボットがロボットに教わってるんだ……」

「そんな顔するな康夫。俺だってなにかが間違っているような気がしてるんだ」

　やっぱり、０ラブシステムが作られた意味は謎だ。

「たっだいまーっと」

　ちょうどその時、明里さんと遙がバイトから帰ってきた。

「うげー、暑くて死にそう」

　入って来るなり、ぐったりする明里部長。車くるま椅い子すに扇せん風ぷう機きを取り付けていたり日よけをくっつけたりしているとはいえ、この炎天下でずっと座っていたんだから大変だっただろう。

「お疲れ様です部長。久遠さんも」

「うう……疲れた……癒し……もふもふ……」

　遙はまっすぐにガレージの隅で昼寝中のビートのところに向かう。

　こっちはこっちで精神的に疲れたらしく、ビートを膝にのせて癒いやされ中だ。

　こないだの一件以来、ロボロボ部の人間の前でなら少しは素でいられるようになったのは遙にとっても良かったのかもしれない。猫好きは思いっきりバレたので正々堂々癒されている。

　そうしていると、えふさんがトレーに飲み物を載せてやってきた。

「みなさま、お疲れ様です。お飲み物をお持ちいたしました」

「おおっ、えふさんさんきゅー。ちょうどノドが渇かわいてたのよー」

　さっそく冷たい麦茶に手を伸ばす明里さん。

　やっぱりえふさんは二人がバイトから帰って来たタイミングを見計らってきたのだろう。

「マスター！　ラブも飲み物を持って来ました！」

　と、続いてラブもやってくる。その手に持っているのは、

「ラブがいれたコーヒーですっ！　味見してくださいっ」

「う……そ、そうか……」

　みんなあまり嬉しくなさそうだ。そりゃあ、この暑い日に淹れたての熱々コーヒーなんてもってこられたら当然の反応だ。さっきまで外にいた明里さんと遙なんかは余計にだろう。

「あ、あたしは麦茶がいいかな。コーヒー苦手だし」

「私も麦茶にする」

「僕も……麦茶がいいな。ごめんねラブちゃん」

「オレも麦茶ね。ホットとかないわー」

　みんな次々に麦茶をとっていく。

　その度たびにラブがあからさまに落ち込んでいくのが判った。最後に残された俺は……

「そ、そうだな、俺はコーヒーにしようかなっ。冷房で身体からだが冷えちゃってたとこだしっ」

　もう半ばヤケクソだった。

「ラブ、コーヒーをくれ」

「はいっ！　いれたてですよっ」

　ラブの言う通り淹れたての熱々だった。できれば少し冷めてからにしたかったのだが、ラブが感想を言って欲しそうにじーっと俺のことを見てくるので、今すぐに飲まないわけにもいかず……俺は、覚悟を決めてコーヒーをひとくちすする。

「どうですか？　ラブの淹れたコーヒーは」

「う、うん。旨うまいよ」

　マグマみたいに熱いけど。でも、確かに不器用なラブにしては思ったよりちゃんとできていた。やっぱり、日々成長しているということなのだろう。

「ところでラブ、ビートのごはんはちゃんとあげたの？」

　遙が膝の上のビートを撫なでながら聞いた。

「ああっ！　わ、忘れてました！　すぐに持って来ます！」

　と、慌てて踵きびすを返すラブ。すると、それをえふさんが止める。

「ラブさんはコーヒーを淹れるのにお忙しいようでしたので、私が用意しておきました」

「あう……ありがとうございます」

　我が家に来て一日で、すでにベテラン主婦かそれ以上の働きを見せるえふさん。

　対してラブは、今日はじめてコーヒーを上手く淹れられたと喜んでいる。

　これで、夏の終わりには両者の性能比較をするというのだから……ロボロボ部の面々は、顔を見合わせて与えられた課題の予想外の難しさにため息をついたのだった。




　夕飯を食べ終えた後、ガレージで作業の続きをすることにした。

　部品代が手に入らず、大幅に康夫に負担をかけることになってしまったので、こっちの作業は早めに終わらせておきたかった。それに、今もえふさんに教えてもらいながら家事の練習に一生懸命取り組んでいるラブのためにもできる限りのことをしてやりたいと思っている。

　ビートがすやすやと眠っている横で、俺は黙々と作業を続けた。

　しばらく経った頃、遙がやってきた。

　誰かに見られるのを気にしている様子の遙は俺の側まで来てもやけにまわりを気にしていた。

「なにやってんだ？　んな、キョロキョロして」

「だって、どこに監視の目があるか判んないんだもん」

「監視の目って……」

　ビートを可か愛わいがる姿を見られたのがそんなに恥ずかしかったのか……？　しばらく警戒していたけど安心したらしく、今度は一転して笑みを浮かべて俺の背中に乗っかってきた。

「遙……作業中、重いって離れろ」

「やだ。それよりマジくんなに作ってるの？」

　離れはしないが、体重をかけるのはやめてくれて、へばりついた背中から俺の手元をのぞいている。これぐらいなら作業できるか。若干柔らかい感触が手元を狂わせそうなのだが。

「ラブの調整用の部品だよ。人工筋肉に負荷をかけて一時的に反応を鈍くすることで――」

「んー、理解するのめんどくさい」

　人が意気揚よう々ようと説明しようとしたら、実につれない反応が返ってきた。優秀なくせに。

「……要するに、自転車の補助輪みたいなもんだよ」

「なるほど、それなら判りやすいね。さっすがマジくんっ」

「お褒ほめにあずかり光栄ですよ。つーか、いい加減作業の邪魔だからどいてくれないか」

　やはりこの体勢はこう色々問題なんだよ、男子としてはさ。

「……やだ」

「あのね、遙……」

「だって、やっとふたりきりになれたんだもん」

　遙がぎゅっと身体を押しつけてくる。

　いつもと違う雰ふん囲い気きの遙。背中に感じる温かさと、更に接触された柔らかい感触。

　薄暗いガレージの中で心臓の鼓動がやけにはっきりと聞こえてくる。

　それは俺のなのか、それとも遙の方なのか――

「こういうの久しぶりだね」

「こ、こういうの？」

　少しドキドキしながら聞き返す。

「昔はよくマジくん工作してたでしょ。それを私が後ろで見てた」

「そ、そうだっけ」

　言われてみればそうかもしれない。

　親父たちが別居する前までは、まだ俺も毎日のように機械いじりをするような少年だった。

　それがいつの間にか、こんな風に作業台に向かうこともほとんどなくなっていた。

「はぁ……なんだか、最近どんどんマジくんとイチャイチャする時間が減ってるよぉ」

「イチャイチャって言うなよ。なんか恥ずかしいから」

「えー、だってそれ以外になんて言うのー」

「いや、とくに思いつかないけど……」

「じゃあ、イチャイチャでいいよね」

　なにが「じゃあ」なのかさっぱり判らないが、他に上う手まい呼び方を提案できそうもなかったので好きにさせておくことにした。

「バイトはあるし、毎日明里お姉ちゃんたちが来るし、家の中はえふさんが見てるし、夏休みになったらもっといっぱいイチャイチャできると思ってたのになぁ」

「明里さんたちはともかく、えふさんは気にすることないだろ」

「だぁって、えふさんがいるとなんだかどこかに勇希さんもいるような気分になるんだもん」

「勇希姉は幽霊かなにかかよ……」

　って、ちょっと待てよ。えふさんは経験情報をネットワークに送信している。

　当然、それは俺たち一緒にいる人間のことも入っているわけで、たとえば俺が今朝どんなものを食べてどんな反応をしたとかが報告されているのだ。

　勇希姉のことだ、その情報にアクセスすることくらい朝飯前だろう。

　それどころか、下へ手たしたら逐ちく一いちモニタリングされていてもおかしくない。

　うわ、今になって気付いた。正直なところ面倒な家事をやってくれてラッキーくらいに思っていたが、実際はそんな暢のん気きにしていられる状況じゃないのかもしれない。

「だったらなおさらくっつくなよ、いつえふさんに見られるか判らないだろ」

「ええー、そんなぁ」

　遙にはかわいそうだが、このまま好きにさせてやるわけにはいかない。

　名な残ごり惜しい背中の感触に別れを告げて遙を引っぺがす。

「本気さま、遙さま、お風呂のご用意ができておりますが、いかがいたしますか？」

　するとまったく同時にえふさんの声が割って入った。

「うおあうっ！」

「うきゃあっ！」

　俺と遙、そろって変な悲鳴をあげた。

「どうかされましたか？」

　えふさんは、いつもと変わらない笑顔で言った。

　そして俺たちふたりは、何でもないことをアピールするために全力を尽くしたのだった。




　レバーをひねるとシャワーから熱い湯が降り注いだ。

　さっきは本当にびっくりした。まるで、待ち構えていたようなタイミングで現れたえふさん。

　もしかすると勇希姉に指示されてモニタリングしているってのもあながち間違いじゃないのかもしれない。結局、遙は逃げるように自分の部屋に戻って行き、俺はこうしてえふさんに言われるまま風呂に入っている。

「はぁ……なんかどっと疲れた」

　やっと一人になれる場所にきてホッと一息ついていると、

『本気さま』

　いきなり脱衣所から声がした。

「え、えふさん？　なにか用？」

『背中をお流しいたします』

「は……？」

　突然の提案だったので何を言っているのか判らなかった。

『では、失礼いたします』

　するとその沈黙を同意と認識したのか、えふさんが扉を開けて風呂場に乗り込んでくる。

「ちょっと待ってえふさん！　な、なんで!?」

「マスターよりあらゆる面で本気さまの生活をお手伝いするように指示をうけております」

「あらゆる面って、いくらなんでも風呂の手伝いはおかしいだろ!?」

「背中を流す行為は私にインストールされております家事プログラムの通常項目〝入浴時のサービス〟に該がい当とうしておりますが？」

「そのいかがわしい項目を作ったのは誰だーっ!?」

　俺は思わず絶叫した。

「と、とにかく、背中は自分で流せる！　だから手伝いはいらない！」

「……了解しました」

　思ったよりあっさり受け入れてくれて、俺はホッと胸をなで下ろす。

「では、マッサージなどはいかがでしょうか？」

「なぜマッサージ!?」

「こちらも通常項目〝入浴時のサービス〟に含まれておりますので」

「その項目自体削さく除じよしろおおおおおっ！」

　ふたたび絶叫。するとそこへラブまで乗り込んでくる。

「たいへんですマスター！」

「今度はなんなんだ!?」

「ビートさんがまたおトイレに失敗してしまいましたっ」

「なにぃ!?」

「この通り、とってもばっちいのでお風呂に入れてあげてほしいですっ」

　待て待て待て待て……！　なんだか状況がどんどん悪化している気がする。

　そしてなぜだろうか、不思議と予感がある。

　この後さらにもうひとつ何かが起こりそうな予感が――

「ちょっと、なにやってるの……!?」

　えふさんとラブの後ろに遙がいた。

　大きく見開かれた目が、遙の驚きを如実に現している。

「本気さま、マッサージはどうなさいますか？」

「マスター！　ビートさんのお風呂です！」

　しかし、そんな遙の存在を物ともせずぐいぐいとせまる二体のロボット。

　そしてついに、遙の怒りが爆発する。

「あんたたち……今すぐこっから出ていけええええええっ！」

　追い出されるロボットたち。そして遙はおしっこまみれのビートを俺に押しつけると、もの凄すごい顔で睨にらんでからドアを思いっきり乱暴に閉めていく。

「俺がいったい何をした……」

　思わず風呂場の天井を見上げる。

　何もわかっていないビートが足下で「早く洗え」とばかりに鳴いていた。




　翌日。明里さんたちに風呂での一件――遙のことは伏せてだが――を話すと声をあげて笑われた。身をよじって笑う明里さんたちを見て、話すんじゃなかったって気持ちになる。

「笑わないでくださいよ。こっちは大変だったんだから」

「いやぁ、ごめんごめん。でも、試しにお願いしてみればよかったのに。いったいどんなサービスなのか気になるよね」

「まあまあ、部長。そこで一歩踏み出せないのがマジですよ」

　康夫も同じように笑いを嚙かみ殺している。くそ、他ひ人と事ごとだと思って……

「マジ、大事な話がある」

「な、なんだよ……」

　妙に真剣な顔の慎太郎に思わずたじろぐ。

「今夜、おまえんち泊めてくれ」

「……断固として断る」

「たのむ！　一生のお願い！　オレにその〝夜のサービス〟とやらを体験させてくれ！」

「夜のサービスってじゃねぇっ！」

「じゃあＦカップメイドロボからの濃密♥サービスならなんでもいいよ！」

　ダメだこいつ……欲望に忠実すぎる。

「遙さん遙さん、のうみつ♥サービスとはなんなのでしょうか？」

「ラブは知らなくていいの。そんなことより、ほらビートがまたむずむずしてるわよ」

「ああっ！　ほんとですっ」

　ビートのおトイレの予兆がはじまったのを見て、ラブが慌てはじめる。トイレの訓練をはじめて数日、いまだに成功は一度もない。そろそろゴールを決めたいところだ。

「さあ、ビートさんおトイレはこっちですよー。静かで清潔、誰にも見られないように仕切りも作りましたからね。今日こそは成功させましょうっ」

「見るなと言われると見たくなるな」

　慎太郎がボソリと呟つぶやく。

「康夫、そっちの腕を持て」

「うん、これでいいかな」

「よし、それじゃせーので外に放り出すぞ」

「ああっ、待って待って！　ほんの冗談！　慎太郎ジョーク！」

　その間も、ビートはまわりと気にしながらも徐々に猫砂のあるところまで近づいていく。

　全員が固かた唾ずを呑のんで仔猫の動向を見守る中――

「や、やりました！　ついにビートさんがちゃんとおトイレでできましたーっ！」

　万歳するラブにつられてみんなで大喜びする。

「ビートさんもおめでとうございます！　ラブはかんどーしましたっ」

　たかが猫のトイレとか言わないでほしい。

　なかなかどうして、ここまでの道のりは長かったのだ。

「うおっ、なにこの騒ぎ」

　突然訪問してきた宮みや武たけが、大騒ぎの俺たちを目まの当たりにして驚いていた。

「なにしにきたんだ、宮武」

「ふん、勘違いしないでくれるかしら？　あんたなんかに用はないわよ大河原本気。私は遙がここにいるって言うから来たのよ。ねー、遙ぁ」

「なにしにきたの富子」

「なんて冷たい反応!?　って昨日ゆうべメール送ったじゃん！　返信もくれたじゃん！　『キモい』って一言しか書いてなかったけど！」

「いくらなんでもそれは可か哀わい相そうだよ遙ちゃん」

「明里さんの言う通りだぞ。いくら宮武がアレだからって『キモい』なんて返事は……」

「メールの文面がほとんど『ぺろぺろ』とか『はぁはぁ』とかで埋め尽くされていても？」

　予想以上にひどいメールだった。

「それで、富子はなんの用なの？　もちろんメールは最初に１行を見た瞬間に削除したから内容は判らないわよ」

「うう……遙ってばつれない……え、えっとね、こないだ言われた迷い猫の件」

「迷い猫……？　ああ、そういえば、一応どこかの飼い猫かどうか調べてもらってたわね」

　新聞部でなおかつこの街では有名なブロガーで独自の情報網もうを持つという宮武なら、そういった情報を探すのも楽勝だろう。

　案あんの定じよう、宮武は一枚の猫の画像を見つけ出していた。それは生まれたばかりの仔猫がいなくなったというブログの記事だった。悲しむ飼い主の言葉が書き込まれているちょうど真ん中に、その仔猫が親猫と一緒に映っている画像が貼られていた。

「どうこれ。そこの猫そっくりじゃない？」

　確かに宮武の言う通り、その仔猫はビートそっくりだった。

「あ、あの、ビートさんがどうかしたんですか……？」

　まだ状況がつかめていないラブはビートを抱いたままきょとんとしている。

　みんなどうしていいか判らずに、ラブの顔を見つめていた。

　夏休みは既に二週間以上が経たっている。

　これから想像される出来事が、ラブの成長にどんな影響を与えるか、俺たちは計りかねていたのだった。














第三章　普通のロボットとは？









　明あか里りさんたちが帰った後も、ラブはずっとガレージから戻って来なかった。

　夕飯の時間になっても戻ってこず、こっそり様子を見に行ってみると、ビートが眠るケージの前にしゃがみこんで何をするでもなくただジッと見つめていた。

「ラブ、どうだった？」

　遙はるかがガレージに様子を見に行った俺を待ち構えていた。

　ラブの様子を伝えると、少し複雑そうな顔をする。

「やっぱり……落ち込んでるのかな」

「判らないな。一生懸命考えようとしてるとは思うけど」

　宮みや武たけが迷い猫の情報を持って来てくれた後、みんなでラブにそのことを説明した。

　ビートには本来の飼い主がいるかもしれないということ。夏の炎天下、しかもいなくなったのが仔猫ということで、その飼い主は戻って来るのを諦めているようだということ。

　見つけたのは小さな画像だけなので、そのいなくなった仔猫とビートが本当に同じ猫なのか確たる証拠はないということ。その他にも現在おかれている状況だけはきちんと伝えた。

　だが、最終的な決断はラブに一任することにした。

「ラブにはまだ難しいんじゃないかな……」

　遙は少し心配そうだった。それも無理もない。ラブは、まだ子どもと同じなのだ。彼女の持つ学習型システムである０ラブシステムは、人間に近づくことを目的に作られたシステムだという。

　親父おやじが何でそんなことを考えたのか、それも俺にはよく判らなかった。勇ゆ希き姉ねえの作ったえふさんが来てから、なおのことそう思う。ネットワークのサポートを受けたえふさんは、数多くの情報を他のコンピュータやロボットと共有することで的確な対応をしている。

　俺たちの目の前にいるのはＦ―03という旧式のロボットでも、ネットの集合知を介在することで家事レベルのことであれば常に「平均以上」の成績を出すことが出来る。

　しかも言われたことであれば――例えば、食パンを買う、みたいな指示であれば――要求以上の成果をあげることもある。目的に対して手段を選択している気がした。

「判らないな……難しいっていうなら……ラブは自分で仔猫を、ビートを助けに行ったんだ」

　俺が何を言っているか理解できない、というように遙は俺の顔を覗のぞき込む。

「えふさんだったら……どうしたかな。いや、俺はラブがいなかったらどうしたかなあ」

　独り言を呟いてしまう。ラブは迷わず猫を助けに行った。

　助けに行くように言ったわけじゃない。しかも自らの危険を顧かえりみず、だ。

　たぶん、ラブが学習してきたことの中で、それは「当たり前」のことだったんだと思う。

　親父と暮らしていたころの事は判らないけれど、これが俺たちと一緒に過ごした今までの期間でラブに生じた学習なのだとしたら……俺は、少し誇らしい気がしていた。

　そしてきっとラブは、正しい選択すると思えた。

「もうしばらく、そっとしとこう」

「う、うん。マジくんがそういうなら遙はいいんだけど……」

　ガレージの方を窺うかがうように見ている遙が、ラブの気持ちを一番心配しているのかもしれない。

　俺たちは、ビートの前にしゃがみ込むラブをただ思いやるしかなかったのだ。




　ラブは、ビートが猫用ミルクをなめるのを見守っていた。

「ビートさん、おいしいですか？」

　仔猫は、ラブには見向きもせずに食事を続けている。

「ラブ、どうしていいか判りません。ビートさんは、どうして欲しいですか？」

　残念ながら、ビートからの答えはない。

「ビートさんにも判らないですか。あれ？　もしも富とみ子こさんの言っていた迷い猫なのだとしたら、ビートさんには他の名前があることになります。でもこの子はビートさんです……難しいです。せっかく皆さんが付けてくださった名前なのに……ビートさんじゃないのですか？」

　再び問う。初めて、ビートは顔を上げた。

「にゃあ」

　名前を呼ばれたことに反応するように。ラブは、思わずビートの頭を撫でる。

「そうですよね、ビートさんはビートさんです。ラブ、安心しました」

　食事を邪魔されて、少しだけイヤそうにビートは首をすくめた。

　そこに、静かな動作で傍かたわらに立つ影がある。

　古風なメイド服が似合うその影は、ラブに温和に、それでいてクールに話しかけた。

「ラブさん、食事の用意が整っております」

「え、えふさん！　は、はいです。ありがとうございます。ラブがやらなきゃいけないのに」

「それは違います。夕食の用意はこれまでの生活パターンからすれば本もと気きさまのお仕事です。本日は本気さまがお取り込み中のようでしたので、私が代行いたしました」

　無表情なえふさんは、月明かりと家の照明に照らされていつもよりロボットらしく見えた。

　同じロボットであるラブに対して表情を作る必要はないというようにも感じられて、見上げるラブは少しだけ不安そうな表情を作る。

「ご、ごめんなさいです。あの、えふさん、何か怒っているです？」

「ご質問の意味が理解できません。私に感情はありません。ただ、コミュニケーションを円滑にするためのシステムが組まれているだけです」

　当然のことを反はん芻すうするように、えふさんは言葉を紡ぐ。

「ですが、ラブさんが食卓に就つかないと、本気さまたちはお食事を始めてくださらないようです。そのため、ラブさんをお呼びした方がいいと判断しました。マスターよりのご指示は本気さまと遙さまの生活全般です。お食事の時間を守るのは、大切な健康管理であると考えます」

「は、はいです！　判りました。ラブ、ご飯を食べに行きます！」

　そういったものの、ラブはビートの前から立ち去りがたい気持ちを隠せない。

「ラブさん、ビートさんもリビングで食事をするのはいかがでしょうか」

　提案してくれるえふさんに、ラブは首を横に振る。

「いいえ、猫を飼う時は習慣を変えない方がいいって本に書いてあったです。もう、おトイレもできるようになったんですよ。いつもと違うことしない方がいいです。すぐ終わりますから」

「了解しました。では、食事が冷めないうちにお願い致します」

　優雅に一礼して立ち去ろうとするえふさんに、ラブは声をかける。

「あの……ありがとうございます」

「私はロボットとしての任務を果たしただけです。お礼には及びません」

「じゃ……あの、ひとつ教えて貰ってもいいですか？　えふさんだったら……ビートさんをどうしますか？　元の持ち主に返すのが、いいと思いますか？」

　ラブの問いに、えふさんはまったく表情を変えなかった。

「ご質問の意味が判りません。ご判断はマスター、もしくはマスターに準ずる方、現在は本気さまか遙さまがなさることです。そのような課題に答えるプログラムはありません。必要であれば道徳指標プログラムをご紹介致しますが、最終的な判断は人間の専権事項です」

「ラブは……自分で決めなきゃ……いけないと思うんです。間違ってるですか？」

「それも、私のプログラムを越える質問です。本気さまにお尋ねください」

　えふさんは一礼し、母屋のほうに戻っていく。その動作には何の迷いも感じられず、ラブは、遙に対して抱く気持ちに似た反応が、自分の回路を駆け巡っているのを知覚する。

「えふさんは……立派な、役に立つロボットさんです。羨うらやましいです。ラブは、どうしたらいいのでしょう。マスターに、ビートさんをどうすればいいか、訊ねたら良いのでしょうか」

　それはとても正しい対応のような気がした。

　だけど、それで本気に決断を委ねるのはおかしいのではないか、とラブの回路は不条理な回答を導き出す。このままビートを飼うとしても、元の持ち主に返すとしても、それを本気に決めさせたら、その責任は本気に委ねてしまうことになる。拾ったのは、ラブ自身なのに。

「ラブは……遙さんにもえふさんにもなれません。ビートさんラブはどうしたらいいですか？」

　ラブは、ビートがご飯を食べ終わるまでずっとその姿を眺めていた。




　遙は、リビングで見るともなくＴＶを見ながら、心配そうに庭の方を眺めていた。

　ラブがどうしているか気になっているのだろう。

「……やっぱり、呼びに行こうかな」

「さっきえふさんが声をかけてきたんだから、すぐ来るよ。もう少し待とう」

「うん……でもほら、遙、お腹空いてきたんだもん」

　口を尖らせてみても、心配してるのは丸わかりだ。しかし律りち儀ぎにえふさんが反応する。

「遙さま、ラブさんは先に食事を取られても気にされないと思いますが」

「あ、うん、それは……判ってるんです。気にしないでください」

　なんとなく丁寧語で答える遙は、やはりえふさんの事は少し苦手なのかもしれない。

　ロボット嫌いのわりにはラブに対しては関わっているけど、えふさんにはあまり自分から話しかけたりしないし、緊張みたいなものが感じられる。

「ラブ……ビートのこと、どうするのかな」

「探している人たちの方も、だいぶ諦めてるみたいだからわざわざ確認に行かなくてもいいといえばいいんだけどな……本当にビートかどうかも判らないんだし」

「あたし、気にしないで飼えばいいかもって思っちゃうところもあるんだ……ラブ、凄すごくビートのこと可か愛わいがってきたから」

「遙も随ずい分ぶん可愛がってたもんな」

「もうっ、イジワルいわないでよ！　マジくんのバカ！」

　なぜか顔を赤くする遙はだだっ子のように言う。

「うーん、どうしたらいいんだろうな。せめて首輪でもしてたら踏ん切りもつくんだけど……」

「マジくん！」

　遙が俺の口を塞ふさぐと同時に、リビングにラブが入って来た。

　食事を終えて満足そうなビートを抱いて、ラブは優しい笑顔を浮かべていた。

　先ほどまでの膝を抱えていたラブとは全然雰ふん囲い気きが違っている。

「マスター、遙さん、ラブは決めました」

　きゅっと引き結んだ唇をほんの少し震わせながらラブは言った。

「ラブは、ビートさんを探している人に会いに、連れて行くほうがいいと思うのです」

　お腹いっぱいになったからか、眠そうなビートを愛しそうに撫なでる。

「ラブ……」

　遙は、心配そうにラブを見つめる。

　えふさんは無表情に沈黙して、そんな二人と一匹を見つめていた。

「それでいいのか？　まだ間違いかもしれないけど、本当にあの迷い猫だったら……」

「はいです。判っています」

　幼子のように純真な表情で、ラブは頷いた。

　ビートがそこで飼われていた猫だったら、返さない訳にはいかなくなる。それが判った上で、ラブはそう決心したのだ。俺と遙は、ラブの判断に正直驚きを禁じ得なかった。

「ラブさんが、決めるということでよろしいのですか？」

　珍しく疑問形で、えふさんが口を開く。

　その質問が意図するところが、俺にも遙にも判らなかったけど、ラブは頷うなずいた。

「はいです。これは、ラブが決めなければいけないことなのです」

　確かにその通りだ。俺は、胸が震えるのを感じていた。

　親父は、一体なぜ、こんなロボットを作ろうと思ったのか未だに判らない。だけど……

「ラブ、どうしてビートを連れて行こうと思ったんだ？」

「それは……」

　俺が質問すると、ラブは少し躊躇ためらったそぶりを見せる。だけど、すぐに話しはじめた。

「ビートさんにはお母さんがいるって書いてました。兄弟も。ラブはロボットですから本当のこと言うと、そういうのはちょっとよく判らないです。だから、マスターや遙さんのことを考えてみました。もし、マスターや遙さんにもう会えなくなったらって」

　ラブは、自分の胸に触れると、

「そしたら、ここのところがすごく痛くなりました」

　そこは、ちょうど０ラブシステムがあるあたりだった。

「そうか……判った」

　ラブは、確かに成長している気がした。いや、違うのかな。彼女は、俺たちがもっている色々な雑念を突き抜けて正解に辿たどり着くまっすぐな、真っ白な状態なだけかもしれない。

　だとしたら、これはラブが今、正しく育っている証に思える。もっと成長して同じような決断に直面したら、今度は逆に今よりずっと深く悩むことになるのかもしれないけれど……今のラブを、俺は誇らしいと思えた。

「ビートさん、家族に会えるかもしれませんよ。よかったですね」

　優しく囁ささやくラブに、遙はこっそりと目元を拭ぬぐっていた。

　遙も、ラブがどんな結論に辿り着くか心配していたに違いない。

「ねえ、ラブ、ずっと外にいて汗かいたでしょ？　ご飯の前に、今日は一緒にお風呂入ろっか。もろちんビートも一緒に」

「はいですっ。遙さんとお風呂、久しぶりなのです！」

　優しい気持ちが伝わったのか、ラブはやっと笑顔を見せた。

　ラブと遙はビートを連れてお風呂場へ向かった。遙もラブの決断を喜んでいるのだろう。

　もうすっかり姉妹みたいに見える。俺が長男って感じなのかなぁ……いや、そうすると長女は勇希姉か？　いまいち想像出来ないけど。

「本気さま、質問してもよろしいでしょうか」

　感かん慨がい深く二人を見送っている俺に、えふさんが声をかけてきた。

　考えてみれば、この無表情なロボットも勇希姉が作ったと思えば遙やラブと姉妹と言えなくもないのかな……などとらちもない事を考えてしまう。

「いいよ、なんでも聞いてくれ」

「本気さまはロボットに感情や心を求めていらっしゃるのでしょうか？」

　質問の意味が判らず、俺は思わず聞き返す。

「え？　なんで急にそんなことを？」

「我々は所有者である人間の役に立つことが唯一無二の存在意義です。しかし現状で、私とラブさんは、家庭内でこれといった仕事を与えられておりません。これは、統計的に本気さまのニーズが家事サポートではないためではないかと推論されます」

　俺は少し考え込んでしまう。そう言われてみれば、えふさんの言う通り、あまり仕事を任せていない。料理は遙との３原則を守るためになるべく俺が作ってるし、掃そう除じ、洗せん濯たくと言っても実質二人分しかないのだから、それほど大変ではないと思う。

　むしろラブが失敗して散らかす方が大変なくらいだ。まあ、もっと細かく設定して完かん璧ぺきな住環境を整えようと思ったら毎日相当の労力がかかると思うけど、今の状態で困っていない。

　家庭用に人型ロボットを使うような大金持ちの家なら掃除しがいがあるくらい広いのかもしれない。でも、うちは決して狭い方ではないけれど、人型ロボット二台がフル稼働するほどの仕事があるはずもなかった。そういう意味では、勇希姉が過保護過ぎるというのが大きい。

　しかし、えふさんは全然違う結論を考えていたらしい。

　首をかしげるようにして、珍しく俺の目を覗き込む。真意を探るように。

「もしも本気さまが精神の充足を求めているのでしたら、私のプログラムを家事サポートからアミューズメントおよびコミュニケーション重視の設定に変更すべきかと思いますが」

「そんな設定あるの？」

「はい。幼児の子守からひとり暮らしのご老人の話し相手まで、幅広い年代の方々に対応できるように疑ぎ似じ的ではありますが人格や感情を再現することができます。設定を変更しますか？」

「え……そ、そんなこと言われても。それって人型ロボットとして普通のプログラムなのか？」

「はい。人型ロボットに求められるのは、疑似的であっても人間に近い行動をすること。特に寂しい境遇にある方の肉親や恋人の代用として機能することは開発初期から求められていた技能です。専用プログラムが多数用意されており、ボディもあわせてカスタマイズ可能です」

　言われてみればその通りかもしれない。慎しん太た郎ろうあたりが聞いたら喜びそうだ。

　だけど……俺は、それは何か違う気がした。

　えふさんがここに送り込まれたのは、勇希姉がラブとの比較用として通常の人型ロボットを貸し出してくれたに過ぎない。家族の代わりとしてだとは思えなかった。

「うーん、いいよ、それは。家事機能は制限されちゃうんだろ？」

「はい。行動イメージが優先されますので」

「それは勇希姉が怒りそうだし……それに、俺たちの動向を勇希姉に報告するのも仕事なんだろ？　マスターは勇希姉なんだから」

「はい。生活状況はメモリーしておくように申しつかっております」

　おお、あっさり教えてくれた。まあ、基本的にロボットは噓はつかないけどな。

「じゃあ、えふさんはえふさんのマスターの優先事項を守ってくれ。俺たちは俺たちなりに、期待を裏切らないように頑張るよ」

「期待……」

　えふさんは、今度は無表情なままで更に俺に顔を近づける。何か指示を聞き漏もらしたのではないかと心配しているように。整った顔が近づくけど、それはラブのように温かくは無かった。

　なんだかラブとえふさんを比べているような気がして、俺はなぜか軽い罪悪感を感じる。

「ごめん、気にしないで。えふさんは今まで通りでいいって事」

「了解しました」

　えふさんは優雅に一礼すると、何事もなかったように仕事に戻って行った。

　風呂場から、遙たちの明るい声が聞こえてくる。

　どうやら、この問題も収束に向かうことになりそうだった。




　飼い主のブログに載っていたメールアドレスに連絡し、何度かやりとりをした後に直接会ってビートを返すことになった。ラブと俺と遙の三人で待ち合わせの場所に出向いた。

　相手は年配の夫婦だった。話を聞けば、子どもが独立したのをキッカケに飼い始めた猫が産んだのがビートだと言う。しかも老夫婦の住んでいるのはこの街から何百キロも離れた場所だった。それだけの距離を移動して無事だったんだから、ビートも相当な強運だ。

　今は夫婦が連れてきた親猫としばらくぶりの再会を喜んで、お互いに匂においを嗅かいだりじゃれあったりしている。その様子を見ていると、ラブの決断が正しかったと思えた。

「あなたがこの子を助けてくれたのね。ありがとう」

「あ、あうっ、と、とんでもないですっ」

　老婦人にお礼を言われ、ラブは焦ってあたふたとする。

「本当は里子に出そうかと思っていたんですが、せっかくこうして戻ってきてくれたのだから、このまま面倒をみようと思います」

　最後に老夫婦はそう言い残して帰っていった。別れはあっさりしたものだった。

　ビートも会った途端に俺たちのことなんて忘れてしまったかのように母猫にくっついていた。

　家に帰ってきた後も、ラブはしばらくぼんやりとしていた。

　ビートと別れて寂しいのか、それとも無事に母のところへ返すことができて安あん堵どしているのか、もしかするとその両方か――とにかく、いまはそっとしておこう。

　これは、間違いなく彼女の成長を示すエピソードなのだから。




　それから数日が経ち、夏休みも後半戦に入ろうとしてる。そろそろ盛夏から残暑に季節が変わってもいいはずなのに、何の嫌がらせか未だに日本は毎日のように例年以上の気温を叩き出していた。俺たちは、ビートのことで精神的に成長したであろうラブが、夏休みの終わりに用意される勇希姉の課題に向けて更に成果を出してくれると期待していた。

　ビートとの暮らしは、パーツ代を稼げなかった分までラブにいい影響があるはず。

　明里部長も康やす夫おも、老人たちに意外とモテモテになり最後はバイトを辞めたくないと泣いていたという慎太郎に至るまで、みんなそう思っていたのだ。ところが、現実はそんなに甘くはなかった。現在、俺はラブと二人で大おお河が原わら家の台所にいるのだが……

　一緒に料理を作っているはずのラブは、はなはだ頼りない状態だった。

「ラブ、お湯沸いてるぞ」

　手元ではヤカンがシューシューと音を立て白い蒸気を噴き上げているのに、ラブは反応しない。心ここにあらず、という感じだ。ロボットに心があれば、の話だが。

「ラブ！」

「へ……？」

　もう一度強く声をかけると、やっと気付いて振り返った。

　だが、その拍子に熱くなったヤカンにふれてしまう。

「あ、熱いです！　っ!?　きゃっ！」

　びっくりして振り回した腕が置いてあったグラスにあたってしまう。

　床に散乱したガラス片をラブは途方にくれた顔で見つめていた。

「ラブ……しっかりしてくれよ」

「あうう……ごめんなさいです……」

　しゅん、としてしまったラブをこれ以上叱しかっても仕方ない。

　最近、ずっとこんな調子なのだ。昼間、ロボロボ部のみんなが来てくれての活動も同じような雰ふん囲い気きで、夏休み前にできていたことすらできないような状態のままだった。

　みんな、そっとしておくしかないと思っている。遙ですら、ラブに気をつかっていた。

　ビートがいなくなったことを消化する為の思考がラブの学習機能である０ラブシステムに負荷をかけているんじゃないか、というのが康夫のコメントだけど、俺には一言で言って、ビートがいなくなった寂しさから立ち直れていない、という風にしか見えない。

　あまりにも様子がおかしいので、勇希姉には言えないから親父に電話してしまったくらいだ。残念ながらというか予測通りというか、親父は電話には出なかった。

　ラブを送って安心してるのか、それとも相変わらず研究に没ぼつ頭とうしているのか……まあどちらにしてもこの状況の助けにはなりそうもなかった。

「ラブ。ちょっと腕を見せて」

「え？　あ、あの何でもないのです。すぐに割れたものをなんとかしますから」

　ラブが隠すように手を後ろに回す。

「いいから。見せろって」

　俺が手を取ると、思った通り人工皮ひ膚ふが赤く爛ただれている。

「ラブ、なんで隠すんだよ。すぐに治療しなきゃ。ガレージへ行くぞ」

「で、でも、片付けが……」

　ラブが割れたグラスの破片が散乱する床を見て言う。

「こちらはお任せください」

　すかさずえふさんが箒ほうきとチリトリを持ってきていた。

「うん、頼んだよ、えふさん」

「かしこまりました」

　俺はラブを連れてガレージへ向かった。片付けをするえふさんを暗い顔で見ているラブは、力なくうなだれている。これは……さすがに時間が解決するとは言っていられないかもしれない。ビートのことで成長するかと思ったけど、予想以上に劇薬だったようだ。

　俺は、傷心のロボットをどう慰めたらいいか判らずため息をついたのだった。




　熱で皮膚素材が剝はく離りしたラブの指に特製のジェルを塗っていく。このジェルは損傷部がこれ以上広がらないよう保護するのと同時に紫外線を吸収して人工皮膚の自己増ぞう殖しよくを促進するという優れものだ。メンテナンス槽に入るほどでもない小さな損傷には基本的にはこれを使う。

　この間の一件で壊れたラブを修しゆう繕ぜんするために勇希姉から貰った資材の余りだった。

「よし、あとは紫外線を一定時間照射しておくだけだ」

「ありがとうございます。マスター」

「それにしても……最近おかしいぞ。自覚してるか？」

　俺が聞くと、ラブは申し訳なさそうにうつむく。

「……はいです。機能低下していることは認識しています。でも、原因は……ラブもよく判らないです……ごめんなさい」

「謝ることはないんだ……ラブが怪我するようなことがなければいいだけなんだけどさ」

　一応慰めてはみたものの、ラブはさらに落ち込んでしまう。

　もう放っておいても解決できないような気がして、俺はラブの目を見つめた。

「やっぱり、ビートがいなくなって寂しいか？」

「それも原因だと思います。でも、最優先課題でないような気がします。ビートは、家族の所に帰れたのです。いいことのはずです」

「じゃあ、えふさんみたいに家事ができなくて落ち込んでるとか」

「……それも、あるかもです。だけど、それはえふさんが来てからずっとなのです……」

　ラブが上手く説明できない自分が悔しい、というような表情を作る。

　えふさんだったら、どんな顔をするだろう、と思って比較している自分を恥じた。

　もともと、ラブのような学習型でなればビートの件だっていくつかのパターンをマスターに提示して選ぶように求めただろう。実際、えふさんはいつもそういう風に行動する。

　だけど、ラブはそうじゃない。ラブの持つ０ラブシステムは、人間と同じように反応するのだ。

　大人の身体からだとまっさらな心をもつロボットが、まっすぐに俺を見つめる。

「あの、マスター、聞いてもいいですか？」

「ああ……答えられることなら、だけど」

　ラブの不安がそれで少しでも解消されるなら。

「もし、ラブがえふさんみたいなゆーしゅーなメイドロボになれなかったら、この家を出て行かなければいけないですか？」

「……なるべく、そうならないようにするけどな」

「ビートさんのように返されてしまうのでしょうか？　ビートさんはお家に帰れて幸せみたいでした。でもラブは……ラブは……研究所よりも、ここに来てからの方が幸せなのです。それでも、役に立たないと……やっぱり、ここにいちゃいけないんですよね。ラブは、ロボットですから。人間の役に立つのがロボットの有用性なのに……」

　俯うつむいてしまったラブに、俺はなんと声をかけていいか判らなかった。

　大丈夫だと言ってやりたい。勇希姉も、この間の一件で、もしもラブを廃はい棄きしようとしたりシステムを丸ごと換装――なんてことはしないと言ってくれた。

　でもそうなったからこそ、ラブの０ラブシステムについて本腰をいれて調べはじめている。

　０システム――なぜ、どんな目的で作られたのか判らないシステムを警戒してるのだと思う。

　実際、えふさんを見ているとどれだけラブが普通のロボットとかけ離れているかが判る。

　ロボロボ部の面々も、ロボットが好きだからこそ、このロボットらしくないロボットに興味を持ち、協力してくれているのだ。人間になりたいっていう、変わり者のロボットに。

　だからこそ、ラブの成長のために毎日のように集まってがんばってるんだ。

　そんなラブに、ロボットっぽい解決、マスターからの指示や命令で、この難しい課題を、ラブが自分の中で抱え込んでしまったジレンマを突破できるとは思えなかった。

「うーん、なんにしても、まだ夏休みは長いんだから、その間に勇希姉を納得させられるように成長すればいいんだから、心配するなよ」

「はいです……ですが、ラブは今、以前よりも性能が落ちている気がするです……」

　ラブは、俯うつむいてしまう。

　確かに、結果だけ見ればそうだと思う。だけど……俺は、それだけじゃない気がした。

「初めてのことだからなぁ……ラブが、我慢したのは。それも誰かの為に」

　俺の独り言に、ラブは反応しなかった。我慢して、落ち込んだ時……俺ならどうするだろう。遙ならどうするだろう。そう考えた時、あることが閃ひらめいた。

「よし、決めた。明日は遊ぼう！　考えたら、せっかくの夏休みじゃないか！」

「へ？　ど、どうしたですか？」

　ラブは驚いた顔する。

「まだ俺たち、夏休みらしいこと全然してないじゃないか！　夏休みらしいことしよう！」

「で、でも……ラブは、いろいろとたくさん勉強することが……」

「いいからいいから。さてと、そうと決まったらみんなに連絡しておかないとなっ」

　俺は、肝かん心じんな事を忘れていることに気がついた。夏休みが、何のためにあるのかってことを。

　正直なところ、こうすることがラブのためになるのかどうか判らない。

　勇希姉が指定したタイムリミットまであまり時間が残されていないのも事実だ。

　いや、だからこそかもしれない。

　ラブが、０システムが俺の思っている通りのモノなら、きっと無駄にはならないはずだ。




　朝が来て、さっそくロボロボ部の面々がガレージに集まってくる。昨日のうちに事情は説明しておいたので、みんなそれぞれに〝遊ぶ〟ためのものを持って来てくれているはずだった。

「さーて、そんじゃ最初はなにして遊ぼうか」

「あ、あの、マスターっ」

「どうした？」

「本当に、遊んでもいいのでしょうか。ラブは、まだお料理もお掃除もぜんぜん……えふさんに全部お任せしてしまっていて……」

「いいんだよ！　悩んだり落ち込んだりした時はぱーっと遊んでスッキリするんだ。だからラブも楽しいことして気分を変えるといい」

　俺が目配せをすると、康夫や明里部長たちが満面の笑顔を作る。

「そうだよ。僕らもう準備万端整えてきちゃってるんだから」

「その通り！　今日は難しいことは忘れて、楽しもうじゃないか。そしてオレのことは気さくに『お兄ちゃん』と呼ぼうじゃないか！」

「ま、このバカの言うことは気にしなくていいから。とにかく、今日は遊ぶって決まってるんだから。それとも、ラブちゃんはあたしたちと遊ぶの嫌？」

「そ、そんなことないです！」

　ラブはぶるぶると首を振る。

「でも、ラブは〝遊ぶ〟ということがまだよく判らないです……」

「それこそ、あたしらにバッチリ任せておけばいーの♪」

　明里さんはイタズラっぽい笑みを浮かべて片目をつむってみせた。

「今日は、とっておきの夏らしい遊び、用意したんだからね！」

　そして明里部長の発案で……大河原家の庭は戦場と化したのだった。




　手にしたプラスチックの銃には、結構な量の水が装そう塡てんされている。

「敵襲！　敵襲！」

　叫びながら走る慎太郎と康夫はノリノリだ。

「きゃあああっ！　冷たいです！」

「もーっ、いい加減にしなさいよ男子！　ラブ、反撃しなさい！」

「はいです！　ラブはぜったいに負けないのです！」

　どうなったら勝ち負けが決まるのかよく分からないけどな。

　ガレージを水浸しにしながら、俺たちは水鉄砲を撃ち合う。

「あははははっ！　ラブちゃん、バッチリ楽しんでる!?」

　そんな事をいいながら水着に白い上着を羽は織おった明里さんが、車くるま椅い子すにサブマシンガンっぽい銃を取り付けて高笑いする。どう見てもそのホースは水道の蛇口に直結されていた。

「ちょっ、部長、それは反則です！」

「ふふん。男子対女子なんだから、この程度のハンデは当然だよん♪　砕け散れ！」

「どわああああっ！」

　かくして、三対三の水鉄砲サバイバルゲームは二時間に及んだ。炎天下の遊びとしては悪くない。ただし、どう見ても小学生男子の遊びだけどな。明里さんは、ラブに徹底的に子どもが体験しそうな事を体験させようと思っているみたいだ。庭を走り回って水を掛け合い、みんながもう動けないとその場に座り込んだところでやっと戦いは幕を閉じた。

「もう終わりですか!?　ラブ、やっとコツがつかめてきました」

　息を切らせた俺たち。だけど一番元気なのはラブだった。

　その様子に、思わず俺たちも笑みが零こぼれる。元気になってくれてるみたいだ。

　すっかりびしょ濡れになった俺たちのところに、まるでタイミングを計ったみたいにえふさんがタオルと昼食を持って来てくれた。つくづく優秀だと感心する。

　軽い昼食を終えて、俺が次は何をして遊ぶかを考え始めた時だった。

「みなさま、食後にスイカはいかがですか？」

　えふさんが大ぶりのスイカをまるまる一個持って来た。

「おー、立派なスイカだな。って、そんなのいつの間に買っておいたんだ？」

「いえ、こちらは高たか倉くらさまがお持ちくださったものです」

「田舎いなかから送られてきたんだけど、うちじゃ食べきれなくてさ。遠えん慮りよ無く食べてよ」

　さすが康夫。いつでも気が利くヤツだ。

「では、さっそくお切りいたします」

「ちょぉっと待ったーっ！」

　スイカを持ってキッチンに戻ろうとしていたえふさんを鋭い声が制止した。

「せっかくスイカが丸のままあるんだから、ここはひとつスイカ割りをしようじゃないの」

　明里さんは名案を思いついたと自信満々だけど、みんなその提案に渋い顔だ。

「ちょっとぉ、なによその顔は。スイカ割りと言えば夏の醍だい醐ご味みでしょー」

「いや、言いたいことは判りますけど……」

　明里さんが盛り上がってるところに水をさすのは申し訳ないが、たぶんみんな同じようなことを考えていたのだろう。

「いや、あの……スイカ割りってあんまりいい思い出ないんだけど。あれ、結局食べられないだろ？　そりゃ、小さい時はやりたがったけど。アレはむしろトラウマだ」

「結局、叩いて割ったらぐちゃぐちゃになって後片付けが面倒だし、なにより勿もつ体たいないしね」

「会長、食べ物を粗末にするのはどうかと思います」

　ほぼ同様の意見が続く。高校生にもなるとスイカ割りのロマンより食い気が勝つらしい。

　かくいう俺も、スイカを食べられる量が増えた方が嬉しいので反対派に同意する。

「なによ！　じゃあ、キレイに切れればいいんでしょっ。ちょっとそこで待ってなさい！」

　あ、明里部長が怒った。ぷんぷんほっぺたを膨ふくらませ、水に濡れて強調されている巨大なおっぱいを揺らしながら車椅子を走らせてガレージに入って行く。

　しばらくして出て来た明里さんはなにやら大型の工具を持っていた。

「明里さん、それってまさか……」

「これなら文句ないでしょ！」

　明里さんが持って来たのは高周波ブレードと言って、主に金属パーツを切断するのに使用するものだ。その名の通りブレードの部分が高速で振動していて車ですら温めたナイフでバターを切るみたいに真っ二つにしてしまうという凶悪な代しろ物ものだ。

　どこかから親父が持って来てガレージの隅に置きっぱなしになっていた。

「これだったら当たった瞬間まっぷたつよ！　美お味いしく切り分けられるでしょ！」

　本気なのか冗談なのか判別がつかない顔で高周波ブレードをふりかざす明里さん。

　スイッチが入った直後小さな耳鳴りがしたがすぐにそれもおさまり、ブレードは今や人間の耳では知覚できないほどの高周波数で振動をはじめていた。

「あ、明里さん、マジでやばいですって！　そんなので切ったら水分が一気に蒸発して爆発しますってば！　それ、どれだけ危険な道具か判ってるんですか!?」

「えーっ、でもスイカ割りやりたいじゃない！」

　うう、見た目は単なる大型ナイフに見えるけど、それは鉄をも切り裂く危険な道具なんですってば！　素しろ人うと恐い！

　明里さんをどう説得するか慌てている俺の目の前で、急にブレードの振動が止まった。

「あれ？　なんか止まっちゃったよ？」

　困惑する明里さん。俺たちはホッと胸をなで下ろした。

「申し訳ありません。危険と判断し、緊急措そ置ちをとらせていただきました」

　ガレージから出て来たえふさんの手にはブレードの電源ケーブルがあった。

「えー、もう終わりー」

「えー、じゃないですよ！　あんなもの振り回したら危ないじゃないですか！」

「だってぇ、スイカ割り……」

　遙に怒られて明里さんは珍しく子どもみたいに小さくなっている。

　ちょっとかわいそうだけど、今回ばかりはしっかり怒られてもらおう。
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「人間が傷つくのを見逃すのは、ロボット３原則に反しますのでご了承くださいませ」

　えふさんは優雅に一礼し、俺の方に向き直る。

「本気さま、状況を拝見してご提案が」

　お、珍しい。えふさんは柔和な表情になっているようにも感じられた。

「明里さんのご希望を叶える為に、私がスイカの模造品をお作り致します。それを上う手まく割れた方から、違うサイズに切り分けられたスイカを選ぶというゲームはいかがでしょうか」

「えええっ、そんなことできるの？　バッチリお願いしたいわ！」

　勢いよく食いつく明里さん。俺も賛成する。

「できるならやってくれる？　このままじゃ収まりそうもないし」

「はい、お任せください。廃材でお作り致します。五分ほどお待ちください」

　そういうと、早足にえふさんはガレージに向かう。

　はっ、と気付いたようにラブがその後ろを追いかけた。

「え、えふさん、ラブも手伝っていいですか？」

「構いませんが、細かい作業も発生します。ラブさんに可能ですか？」

「う……で、でもラブもお手伝いしたいのです。えふさんに負けてばかりはいられないという気持ちがふつふつとラブの回路にたぎっていたりします。教えて頂けますか？」

「本気さま、如何いかが致しましょう。作業時間は遅延すると思われますが」

「頼むよ、えふさん。一緒にやらせてあげてくれるかな」

「了解しました。ラブさん、ではこちらに」

　廃材から必要な資材を取り出すと手際よく目的別に並べていく。そのまま、ものの三分で発泡スチロールのスイカを削りだしてしまう。まるで精密機械だ。隣で、えふさんの指導をふんふんと頷うなずきながら一生懸命に覚えようとするラブ。見ている限り、以前のような元気を取り戻したようだった。康夫と慎太郎が感心したようにその様子を眺めている。

「うーん、ロボットがロボットに何かを教えてるなんて不思議な光景だなぁ」

「……ロボ子がヘンなだけって気はするけどな。ま、可か愛わいいから何でもいいんだが」

　身も蓋ふたもないことをいう慎太郎の後ろ頭を遙がびしっ、と叩く。

「セクハラ。頑張ってるんだからそういうこといわない」

　まったくだ。

「ラブ、頑張れよー」

「難しいです！　でも大丈夫です。ラブ頑張ります！　ラブは、一生懸命遊ぶのです！」

　必死なラブを、えふさんがなんだか少しだけ不思議そうな顔で見ているように見えた。

　次々とスイカは完成していく。えふさんのは本物と見まがうばかりの、ラブのはゆがんでたりするけどそれはご愛あい敬きようだ。そしてしばらく待つうちに人数分のスイカが完成した。

　その後行われたスイカ割り大会は大変盛り上がり、もっとも見事にスイカを砕くだいた明里さんが一番大きく切られたスイカを受け取ったのだった。




　スイカにかぶりつきながら、暑さにほてった身体からだを休める。

　明里さんが楽しそうにスイカの皮を振り回しながら満面の笑顔を作る。

「えふさんってけっこう面白い人なんだねー。バッチリ気付かなかった私もまだまだだわ」

「部長、えふさんはロボットです」

「いいじゃないの細かいことは」

　そんな軽口にえふさんは冷静だった。

「ありがとうございます。明里さん。高評価だと受け止めてよろしいのでしょうか？」

「うん、さっきのスイカ割りはかなり面白かったよ」

「つーか、マジの姉ちゃんよりはユーモアがあるよな」

「慎太郎……勇希先輩の悪口は許さないよ。第一素晴らしいユーモアじゃないか、『ロボロボ部』といい『えふさん』といい！　勇希先輩は最高だよ」

　その感覚もどうかと思うぞ、康夫。

「ですが、スイカ割りの対応はネット上の共有ライブラリを検索し、過去に実行された対処例の中から推すい奨しようされる提案を再現したものです。お気に召したら幸いですが、ユーモアと評されるとどのように回答していいか判りません」

　えふさんは、回答に苦労しているみたいだ。もしかしたら、こんな風にするのはロボットとのつきあい方としては珍しいのかもしれない。それすらも、俺たちには判らない。それに……

「えふさんはステキでカッコよくて、面白いです！　ラブ、そんけーしてます！」

　目をキラキラさせてえふさんを見ているラブもいるしな。

　ラブを見ていると、どうにも人間とロボットを別のものと考えるのが難しい。

　そして、ラブを見ていても親父は思い出さないけど、えふさんを見ていると、なぜか勇希姉を思い出してしまう。天才のはずなのに、気持ちを伝えるのが不器用な人だから。

　つい最近まで、俺はそれに気付いていなかった。思えば、俺も遙もラブが来てからは随ずい分ぶんよく笑うようになった気がする。勇希姉との関わり方だって、少し変わったように思える。

　俺は二体のロボットを見ながらしみじみしてしまうのだった。




　スイカ割りを楽しんだ後もいろいろなことをして遊んだ。

　慎太郎がずっとやってみたかったという『巨大な画面でゲーム』にも挑戦した。

　ガレージの奥で埃ほこりを被っていた超大型のディスプレイにゲーム機を繫つないで最新のモーションセンサーを使ったダンスゲームやシューティングゲーム、それに超レトロなすごろくゲームもプレイした。中でも盛り上がったのがそのレトロなすごろくゲームだった。

　もちろんえふさんも参加した。さいころ運が悪いのか最下位に甘んじていたけど、実はさいころの目もコントロール出来て意図的に周囲を立てたのだ、という疑惑も浮上したが、えふさんが真実を教えてくれることはなかった。

　楽しい時間はあっという間にすぎるというのは本当で、遊んでいるうちに気付けば日も暮れはじめていた。だけど、今日のメインイベントはここからだ。

「さて、それではこれからみんなでカレーを作りまーす。ただし、料理上じよう手ずな大河原くんと遙ちゃん、それからえふさんは手を出さないこと。メインはラブちゃん、そして普段料理をあまりしないあたしたちがバッチリサポートします。大丈夫、みんなで作れば恐くない！」

　……恐いって……一体どんなものを作るつもりですか、明里部長。

「なあ、康夫、ニンジンってどうやって切るんだ？」

「どうやってって、普通に四角く切ればいいんじゃない？」

「なるほど、四角くか。判った」

「いや、待ておまえらその前にまずは洗って皮を――」

「すとっぷすとーっぷ！　大河原くん、ペナルティでーす。口出しすると退場になるよー」

　けたたましくホイッスルを吹き鳴らして明里さんが割って入って来る。

　ご丁てい寧ねいに黄色い紙切れまで俺にはり付けてくれた。

「でも、ちょっとくらい手伝っても……」

「ダメ」

「じゃあ、せめてアドバイスを」

「却下」

　なぜだ。なぜそこまで頑かたくなに料理できる人間の介入を拒むんだ。

「あいつら野菜の切り方すら危ういんですよ!?」

「何言ってるの、普通に料理できる人に作らせたら普通のものができるじゃない？」

「いや、普通でいいじゃないですか。普通万ばん歳ざい。無難に美お味いしいものを作って食べましょうよ」

「ええい、しつこいよ大河原くん！　言っとくけど、イエローカード三枚でそれはもうおっそろしい罰ゲームが待ってるんだからね！」

「なんですかそれはもう恐ろしい罰ゲームって」

「……それはもう、口に出すのも憚はばかられるような恐ろしい罰ゲームさね」

　どうやら考えてなかったらしい。とはいえ、追い詰めたら明里さんは本気でヒドイ罰ゲームを思いつきそうだったので、あきらめて大人しくすることにした。

「バカね。黙って見てればいいのよ」

　観覧用の特等席に戻ると、ツンツンモードの遙が言ってきた。

「そう言われても、気になるだろ」

「明里お姉ちゃんが言い出したらきかないの知ってるでしょ」

　いや、まあ知ってるけど。

「どうでもいいが、素の遙と優等生モードが混ざってきてるぞ」

「う……これは、ちょっと油断したの」

　遙は恥ずかしそうにそっぽをむく。素が出るようになったってことはみんなに打ち解けてきたってことなのかもしれない。とはいえ、人前でベタベタくっつかれたらマズイけど。

「でも、ラブ、元気になったみたいでよかった」

　遙の視線の先では、ラブがドタバタと忙せわしなく調理に勤いそしんでいる。

　決してテキパキと手際よくではないあたりが見ていて実に不安だ。

　でも、確かに元気なのはその通りだ。

「ビートを返しちゃって、ラブずっと落ち込んでたもんね」

「ロボットなのに、落ち込んだり悩んだり、そうかと思えば笑ったりはしゃいだり、いったいどうなってんだろうな」

　最初から何をやらせても完かん璧ぺきにこなしていたえふさんと、反対に何一つできなかったラブ。

　人間にとって便利なのはたぶんえふさんの方だろう。だけど、不思議とラブのことを気にかけてしまう自分がいる。理由はよく判らない。ただなんとなく、なぜ０ラブシステムが作られたかという疑問の答えはそのあたりにあるんじゃないかと思うのだ。




　やることもないままただハラハラしたりドキドキしたりネバネバしたり――転んだラブに里さと芋いものすり下ろしたやつをぶっかけられた。里芋を何に使うつもりだったのかは不明だ――しながらカレー作りを見守った。

　結局黄色カード３枚をもらってしまい全身をロープで拘こう束そく、かつ猿ぐつわまでかまされてしまったが、蓋ふたをあけてみれば問題なく食べられるカレーができそうだった。

　唯一の問題は里芋をぶっかけられたところが若じやつ干かんの痒かゆみを発症しているのに、縛しばられているせいで搔かくことができないことくらいだ。

　だいたい、カレーなんてのは市販のルーさえ使えば後はどうとでもなるもんだ。

　野菜を切って、肉を切って、炒いためて、煮て、最後にルーをどぼん。これで終了だ。

　そこになんら工夫などいらない。いらないのだ。

「よーし、んじゃ隠し味を入れようぜ」

　いま不穏な単語が耳に飛び込んできたような気がする。

　いや、きっと気のせいだ。すでにここまで漂ってくる芳ほう醇じゆんな香りと共に完璧な調和を見せつつあるあのカレーに、これ以上何かを加えようとするはずがない。

「やっぱカレーと言えば隠し味だよね。あたしチョコ持って来た。生チョコってやつ？」

「あー、よく聞きますね。チョコを入れるとコクが出るって。僕はワインを持って来ました」

「康夫も部長も判ってねーなー。本格的なカレーには必要なのはやっぱスパイスだろ。ジョーシキ的に考えて」

　明里さんはチョコの箱を、康夫は見るからに高そうな赤ワインを、そして慎太郎は数十種類に及ぶスパイスの小こ瓶びんを持ってくる。

　いや、まだ慌てる必要はない。見れば、どれも普通のアイテムじゃないか。

　あの程度の〝隠し味〟なら市販ルーの盤ばん石じやくな味にさほど影響を及ぼしたりはしない。

「みなさん、隠し味というのを持って来ていたのですね……ラブは何も用意してません」

「だったらラブちゃんもなんか入れてみたら？」

　……なんだと。

「へ？　ラブも〝隠し味〟を入れてもいいのですか？」

「うん。なんかその辺のをてきとーに入れちゃえばいいじゃん」

　いや、よくない。てきとーダメ。ゼッタイ。

　止めようにも猿ぐつわをかまされた俺の声は単なるうめき声となってラブたちには届かない。

「では、ラブはこのお味み噌そを入れます！」

「おおー、ラブちゃんなかなかいいチョイス。んじゃあたしも他になんか入れてみようかなー」

　ちょっと待ったなぜそうなる。隠し味ってのはあくまで少し料理に足すことで味を引き締めたりコクを出したりするものであって、競ってぶちこむようなものでは、ゼッタイに、ない。

「決めた！　練れん乳にゆう入れてみよう！　なんかこうまろやかになる気がする！」

　やめてくれ！

「やっぱ、ビタミンとかなんかその辺も必要な気がするからこの青汁も入れてみようぜ」

　どっから持って来たそんなもん！

　せめて身動きのできる遙に止めてもらおうと横を見る。

　遙は、もはや完全に諦め顔で夕暮れの空を眺めていた。

「……あ、一番星♪」

　現実を直視しろ遙！　俺たちは今からあれを食べるんだぞ!?

　しかしそんな心の叫びも虚しく、目の前で次から次へと〝隠し味〟が鍋なべの中に投入されていくのを、俺は黙って見ているしかなかったのだった……




　それを目の前にして、俺は思わずゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　決して旨うまそうだからではない。直面した敵の巨大さに恐れおののいているのだ。

　イメージは煮えたぎるマグマ。もう少し神秘的な表現を用いるなら地獄の奥底に淀よどんで溜たまっているであろう何か。それが今、カレーという呼称を得て俺の前に具現化していた。

「えーと……ちょっと見た目は悪くなっちゃったけど、ほら、匂においはあんまり変わらないし。きっと美味しいって。うん」

　明里さんはまるで自分自身を納得させるかのように何度もうなずく。

「というわけで、じゃあさっそく大河原くんに食べてもらいましょうか」

「って、なんで俺が!?」

「賛成。一番料理がうまいのはマジだもんね」

「うむ。マジの感想を聞いてから食べるのがベストだな。ジョーシキ的に考えて」

　康夫と慎太郎の二人が明里さんに追つい随ずいする。くそ、おまえら友情とかはどこへやった。

「私も本気くんに先に食べてもらうのに賛成よ」

　しれっと言い放つ遙。おまえくらいは味方してくれるんじゃないかとか淡い期待を抱いていた時期が俺にもありました……

「マスター……やっぱり、美味しくなさそうですか？」

　ラブが申し訳なさそうな顔をして聞いてくる。

「う……そ、そんなことは……」

「ひどいわ！　ラブちゃんがせっかく作ってくれたカレーが食べられないっていうわけ!?」

「うぐ……」

　明里さんが卑ひ怯きような手段に出る。ラブにチワワのごとき一いち途ずな瞳で見上げられたら、覚悟を決めるしかないじゃないか。俺は意を決してスプーンを握った。皿によそってもなおグツグツと音を立てているカレーを震える手ですくうと、そのまま口に運んだ。

「……っ！」

「ど、どうだった!?」

　感想かそれとも悶もん絶ぜつか、みんなの期待と不安がこもった視線が俺に集まる。

「……うまい」

「え……」

「ホントに？」

　誰もがにわかには信じがたいようだった。だけど、本当にカレーは旨うまかったのだ。

「いや、食べてみてって。なんで!?　ってなるくらい旨いからっ」

　俺に言われて、みんなもおっかなびっくりカレーを口に運んだ。

「美味しい……！」

「ウマッ！　なにこれっ」

「ほんとだ、ちょっと不思議な香りがするけど美味しいね」

「冗談みたい……見た目こんななのにすごく美味しい」

　口々に「美味しい」を連呼する。そして最後に食べたラブは、

「美味しい……美味しいですっ！」

　ラブの顔がほころんだ。

「つーか、あんだけ適当にぶち込んだのに奇跡的にうめぇ」

「だよね。僕、毎回カレーはこれでいいな」

「もう何をどのくらい入れたか誰も覚えてないから二度と作れないけどね」

　明里さんの言葉をキッカケに、なぜかみんな大笑いをした。まさか、最後にこんなミラクルが起こるとは思ってもみなかった。たとえば俺や遙が先頭に立って普通にカレーを作っただけじゃ、こんな風に笑えなかっただろう。最後にラブがこう言った。

「隠し味ってすごいですねー。ラブ、学習しましたっ」

　その言葉を聞いた俺たちは思わず顔を見合わす。そしてまた盛大に大笑いする。

　ラブはみんなが笑う理由が判らず、キョトンとした顔をしていた。




　みんなが帰った後、俺はゴミの片付けと洗い物だけ流しに突っ込んで自室に戻った。

　晩ご飯までみんながいたせいで俺に甘えられなかった遙から、窓越しのモールス信号でお休みが届く。別に顔を出しても構わないと思うんだけど、さすがに疲れたのかもしれない。

　ラブは、機嫌良くメンテナンス槽そうに直行していた。

「今日の事は、特にじゅーよーなめもりーなのです！　初めて〝遊んだ〟です！　なんでしょう。回路に素敵な音楽が流れているようなイメージです。皆さん、ありがとうございます！」

　そういったラブの笑顔に、みんなもご機嫌だった。でもさすがに疲れたので、散らかした庭の片付けなんかは明日の朝にでもやるつもりだ。

　ベッドに横になると、視界のはしに棚たなに並んだ機械の数々が映る。どれも俺がゴミ捨て場から拾ってきて修理したものだ。昔は単純に機械を直したり作ったりするのが楽しかった。

　自分も両親のようにロボットを作る仕事につくんだと当たり前のように思っていた。

　でもある時から、ロボットやそれにまつわるあらゆる思い出は、両親との記憶につながって距離を置くようになった。こんな風に、仲間と笑うなんて……考えたことなかったな。

　遙と二人で、ロボットを頑なに遠ざけて、同じだけ両親も遠ざけて、俺は毎日を過ごしてきたし、両親が別居すると決めた時も、遙だけは守ると言ったけれど……

　とりとめのない思い出と、ラブをうちに来させた親父おやじと、えふさんを送ってくれた勇希姉の顔が浮かぶ。そうなんだ。あれだけ遠ざけたのに、なぜか俺のもとにはロボットがいる。

　あれから毎日が充実しているのも事実だった。遙も、俺とふたりだけで暮らしていた時よりも自然に笑えるようになった気がする。まあ、えふさんがいるからあまり家の中でベタベタすることもできないっていう現実もあるんだけどさ。朝起こしに来るのだって、えふさんがいたら遠えん慮りよしているんだから。見られて勇希姉に報告でもされてたら大事になりかねない。

　身体からだは大きくなったけど、俺の中で遙は初めて抱きしめた幼い日から変わらない。

　間違いなんて起こすはず無い……と思うんだけどな。いやしかし間違いってなんだ？

　実際、ハルカちゃん３原則に従えば遙は俺のいうことを何でも聞いてくれるわけで……

　時々襲ってくる妄想を振り払って、俺は無理矢理ラブのことに思考を移す。

「気分転換はうまくいったみたいだけど……やっぱり、寂しいんだよな」

　メモリーにはあるのに、もう手に入らない温もり。

　優しい両親との暮らし。気さくにいろんな事を教えてくれた遙のご両親。

　ただ、勇希姉とほんのしばらく話してみるだけで、自分の記憶の曖あい昧まいさにも気付くけど。

　理屈で埋められるピースはいつだってほんの少しだ。

　ビートがいなくなった隙すき間まを埋めるのは時間と……そうだ。

「また、はじめてみるか……」

　棚の機械たちに向かって呟いた。それは、なかなかいいアイディアに思えたのだ。

　俺は起き上がりＰＣを立ち上げると、久しぶりに製図用ソフトを立ち上げたのだった。




　みんなで遊んだ日から数日後。いきなり現れた勇希姉が宣言した。

「ではラブとえふさん、二体の性能評価試験を行う。準備はいいな？」

「「ええええええーっ！」」

　全員が、全力でびっくりした。平静なのはえふさんだけだ。

「ゆ、勇希姉、まだ夏休みは半分くらい残って……」

「ふむ。その通りだ。だが、それがどうした？」

　茫ぼう洋ようとした表情の勇希姉に、遙がラブを庇かばうようにくってかかった。

「勇希さん、夏休みの終わりに試験って言ってましたよ！　まだラブは準備が……」

「いいかい、遙さん。別に今回結論を出す訳ではないんだ。実験というのは、上う手まくいく行かないに拘かかわらず何度も繰り返すもの。再現性は実験における最重要要素のひとつなんだよ。今日行うのは、いわば中間テストだ」

「でも……」

「試験日を誤ご魔ま化かす一夜漬けがラブの性能向上ではない。判っているな、我が愛する弟よ」

　――でたよ。ぐうの音ねも出ない正論。俺は、頷くしかない。

　もしここで悪い結果が出たとしても……夏休みの終わりまでに挽ばん回かいすればいいんだ。

「納得したようだな。では、試験を行う。プロトⅡ――いや、ラブ、いいな」

「は、はいです！　ラブ、ここにいられるように頑張ります！」

　勇希姉の言葉に緊張した面おも持もちでラブがうなずく。

　先日の気分転換以来、かなり元気になっているのが救いだ。ビートがいなくなった直後の様子のままだったら、挑戦するまでもなく最低評価を取ってしまうところだ。

　だけど勇希姉がいったいなにをラブたちにやらせるのかまったく想像もつかなかった。

「では、おまえたちには我が愛しき弟・本気の好物料理を作ってもらおう」

　え……？　俺の好物？　少しばかり予想外の課題に俺を含めてギャラリーがざわめく。

「でも、本気くんの好きなものって……」

「遙さん、そこまでだ。ヒントは必要ない」

　ぴしゃりと言い放つ勇希姉。

「マスター、了解致しました」

　さっそく、えふさんがキッチンに立つ。

　えふさんは迷うことなく冷蔵庫から食材を取り出して料理を作りはじめる。

　タマゴと牛乳をかき混ぜ、熱したフライパンに投入すると一度箸はしでぐちゃぐちゃにしてから俵たわら型に丸めていく。そしてできあがったのは鮮やかな黄色が美しいオムレツだった。

　続いてラブの番。ラブはキッチンに立ってからも、少し迷っているようだった。

　それも当然だ。ラブにはまだ作れる料理のレパートリーがあまり多くない。

　そしてこれはえふさんにも言えることだが……二人とも俺の好物は知らないはずだ。

　なぜなら、俺は……。不安と心配が入り交じる中、ついにラブが動き出した。

「ラブっ、いきますっ」

　小さな声で気合いを入れると、ラブは必要な食材を冷蔵庫から取り出していく。

　ニンジン、玉ねぎ、ジャガイモ、牛肉、その他調味料たち。

　最初、いったい何を作るのかと見ていたが、ほどなくして判った。

　ラブが作ろうとしているのはカレーだった。

　残念ながら、それは俺の好物というわけではない。

「もしかしてラブ、マジくんの好物が判らないから最近作った料理にしたのかしら」

　遙が小声で耳打ちしてくる。ほんの少しの落らく胆たんが俺の心に落ちる。

　そんなことも知らずにラブは黙々とカレーを作り続けた。

　肉を炒いため、野菜を炒め、水を入れて煮込み、沸ふつ騰とうしたらカレールーを投入する。

　あとはルーが溶けて馴染むのを待つだけ――だが、そこからラブはさらに行動に出た。

　ありとあらゆる調味料を取り出してきて、次から次へとカレーに投入しはじめたのだ。

「もしかして、あの時作ったカレーを再現しようとしているのか……？」

「でも、あんなのもう一回作れるわけがないよ。何をいれたか正確には判らないんだもん」

　遙の言う通りだ。ラブひとりでやったならともかく、調子に乗った明里さんたちが次から次へと材料を入れて行って、奇跡的にあの味になったのだ。

　だが、ラブは何度も味見を繰り返しながら味付けをしていった。そしてついに――

「うん、できましたっ」

　ラブの口からその言葉が出た。
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「まずは、なぜこの料理を作ったのかを聞かせてもらおうか」

　２品の料理を前に、勇希姉が言った。すぐに答えたのはえふさんだ。

「私がこちらの家に来て以降の献こん立だてから最も食卓に並んだ回数の多い料理から推測いたしました。全体的に卵料理が多く、中でも各種オムレツは最も多く食べておられました」

　えふさんの答えは明確だった。

「なるほど、統計から本気の好物を導き出したわけか。では、ラブ、キミはどうしてカレーにしたのだ？　しかもずいぶんとたくさんの食材を使っていたようだが……」

「え、えっと、前に、皆さんとカレーを食べた時、マスターが『すごく美お味いしい』って言っていたからです」

　ラブは緊張した面おも持もちで答えた。

「なるほど……『美味しい』と言ったから、それが理由か」

「あ、あと、みんな笑ってたから」

「……笑っていた？」

　勇希姉はいぶかしむように聞き返す。

「みんなカレーを食べた後、すごく笑ってたんです。マスターも遙さんも、明里さんたちも。あんなに笑ってるマスターを見たのはじめてでした」

　そうか、ラブにはそういう風に見えたのか。

「ふむ、面白い答えだ。なんにせよ、食べてみてから最終的な判断を下すとしよう」

　俺たちは二人の料理を食べた。最初はえふさんのプレーンオムレツ。

　少し冷めてしまっているが、中身はとろとろで塩加減も申し分ない。

　だけど、これは違う。

「俺がよくオムレツを作るのは好物だからじゃない。俺じゃなくて、遙の好物だからだ」

　そういうことだ。残念ながらえふさんは間違えたことになる。

「では、そのカレーはどうだ？　言っておくが、ウソはやめておけ」

　はじめからウソをつくつもりなんてない。

「確かにカレーも特別好物ってわけじゃない。オムレツと同じくらいかな」

　そう言った瞬間、ラブが落胆したのが見えた。

　俺はその様子にチクリとした胸の痛みを感じながらカレーをひとくち食べた。

「……あれ？」

　俺は驚きよう愕がくした。ラブの作ったカレーは、あの時の不思議な味にそっくりだったのだ。

「ちょ、ちょっと遙っ、これ食べてみろっ」

　慌てて遙にも食べさせた。

「あ……これ、あの時の……？」

「だろ？　この不思議な香りといい、ほんと、よく似てる……」

「ちょっと待て、どういうことだ？」

　そっくりだと騒ぐ俺たちを怪け訝げんに思ったのか、勇希姉が聞いてくる。

「だから、前に作ったカレーとそっくりなんだって」

「だからなぜ驚く。レシピが判れば味の再現は容易だろう」

　俺は勇希姉にその時の状況を説明した。数人で好き勝手に食材を入れて、奇跡的にこの味ができあがったこと。ラブは手伝いはしたものの何をどのくらい入れたのか知らないということ。

「つまり、ラブは味のメモリーを頼りに料理を再現したということか……？　完全再現ではなく近似値なのだろうが……それでも、成分分析と味覚は違うんだぞ。えふさんは旧式だから味見できるほどのセンサーがついていないハンデはあるが……」

　さすがの勇希姉も驚いていた。人間だって、味付けを記憶を頼りに再現するのは容易な事じゃない。それは単純な食材の配合や量だけでは作れないものだ。

　それも……よく味わえば、たぶんあの時の味とは違う。これはラブのオリジナルだ。

　ただ、本当によく似ていて、俺たちの楽しい夏休みの思い出に直結する味だった。

「すごいな、ラブ！」

「ほんと、びっくりしちゃった！」

「え？　え？」

　俺と遙が褒ほめても、当のラブはよく判っていない様子で……しかも、少し落ち込んでいる。

「……ラブちゃん、どうしたの？　こんなに美味しいカレー作れたのに」

「あ、あの……、ラブは失敗してしまいましたっ」

「失敗？　なに言ってんだ、凄く美味しいカレーだよ。そりゃ、少しは違うだろうけど……」

　ラブはぷるぷると首をふる。

「でも、あの時みたいに美味しくないんです。味は同じなのに、食べてもほわーって嬉しくならないんです」

　一瞬、ラブの言いたいことが判らなかった。

「そうか、ラブは雰ふん囲い気きとか気分のことを言ってるんだ」

「どういうこと？」

「だからほら、キャンプとか外でみんなとご飯を食べると妙に美味しく感じたりするだろ？　ラブはそれもちゃんと感じてるんだよ」

　遙に話しながら俺は興奮していた。味だけじゃなくて、俺たちの気持ちを感じていたラブに。

「すごい、すごいぞラブ！」

「へ？　あれ？　なんでラブはほめられてますか？」

　やっぱりよく判っていないらしいラブは目をぱちくりさせていた。

「勇希姉、どちらも俺の好物を作れた訳じゃないけど……俺は、ラブのカレーを推すよ。だってこのカレーを作った時にはえふさんもいたんだ。ラブは、思い出の味を作ったんだよ」

「ふむ。了解した。意外な結果だが、性能比較実験の結果はラブの優位と認める。最終結論を出す時の指標として記録しよう」

　勇希姉は、冷静にいった。遙が、拍子抜けしたというような顔をしている。

「いいんですか？　ラブは、課題には失敗してるんですが……」

「正否だけが結果ではない。むしろ、今回は想定以上に興味深い結果が出たと言える」

「興味深い結果って？」

「最初、ラブは『マスターが笑っていた』と言った。それは他者の感情を理解するということだ。そして記憶から料理を再現し、さらに味付け以外の部分で〝美味しさ〟を評価した。これらはすべて『想像力』のなせる技だ。実に興味深い……だが」

　そう言うと、勇希姉は考え込むような難しい顔をした。

「あの……ラブはこのままうちにいていいんだよね？　ここに置いておけるんだよね？」

「ん、ああ。夏休みの終わりまではどちらにしても約束だからな。えふさんと共にここにおいておく。さらにいえば、今回の結果はラブ優位として記録しておく……」

　確かにそう言われたけど、じゃあ勇希姉はなんでそんな顔してるんだろう。

「あの……ラブは、どうなるのでしょう？」

「とりあえず、まだここにいていいってさ」

　俺の言葉を聞いて、ラブが表情を輝かせる。

「やった、やりましたえふさん！　ラブはここに居てもいいそうですっ」

「おめでとうございます。ラブさん」

　大喜びするラブにえふさんが微笑みかける。その笑顔がなんだか優しそうに感じられて、俺は嬉しい。ロボロボ部のメンバーたちも、自分のことのように喜んでくれている。

　特に明里さんははしゃいでいた。

「んー、おめでとーラブちゃん！　これは……素敵なご褒ほう美びを用意しないとね！」

「はいです！　ラブ、嬉しいです。ありがとうございます！」

　明里さんたちは、夏休みが終わったら正式に大河原家の一員になって、ロボロボ部の部員になって……夢がどんどん広がっている。俺は少しだけほっとしてその様子を眺めていた。

　勇希姉の複雑そうな表情に、漠ばく然ぜんとした不安を感じなから――














第四章　突然の夏合宿









　相変わらず、とんでもない暑さが続いていた。

　人間はもちろん、ロボットであるラブもぐったりするほどの熱波の中、俺たちは律りち儀ぎに早朝からラジオ体操をこなしていた。今日はえふさんも一緒に体操している。

　勇ゆ希き姉ねえが、ラブの日常行動にある程度追従して情報を集めるように指示したらしい。

　一応、中間試験はクリアしたようだと言っても、ラブが今後も大おお河が原わら家にいられるかはこの後の過ごし方にかかっている。料理という課題がたまたまラブの学習したものに適合していただけで、ほとんどの家事で旧型のえふさんに及ばない現実に変化はないんだから。

　ボディの性能でいえばあらゆる部分でえふさんを凌しのいでいるはずなのだ。学習型システムが主流にならずに廃すたれたというのが判る気がする。大量のデータをネットを介して常時運用しているえふさんと、記憶力は凄いとはいえ、自分の体験したことだけを元に活動しているらぶの間には、ちょっとしたことで見た目以上に大きな差が生まれてしまう。

「ラブさん、手と足の出し方がバラバラです。タイミングを合わせてください」

「は、はい、です。こ、こうです、か？」

　ラジオ体操にしても、初めてのはずのえふさんが未だに時々失敗するラブを指導している。

　遙はるかと俺は、ちょっとため息をついた。

「えふさん、優秀だよね……ラブも大変。遙も……大変だけどね」

　俺と並んでラジオ体操をしている遙は、暑さのためだけでなく憔しよう悴すいしているようだった。

　それと言うのも、今までは「生活の世話」に集中していて、食事の後片付けや掃そう除じ洗せん濯たく、スケジュール管理だけをしていたえふさんがラブと行動を共にするようになったのだ。

　勢い、俺や遙と一緒にいることが増えている。ガレージにいることも増えた。

　忠実なロボットであるえふさんは、マスターで製作者である勇希姉に従っているだけだ。

　でもそのせいで、遙は家での添い寝起床から二人きりになるとこっそりエネルギー補給に来ていたタイミングにいたるまで、えふさんを警戒しなければならない状態だ。結果、モールス信号でこっそりとやりとりするのを除けば、ほとんど甘えられない日々が続いていた。

　外面を優等生の鎧よろいで覆おおっているとはいえ、本当は甘えん坊である遙にはかなり辛つらい日々だと思う。甘えられる相手は俺だけな訳だし……申し訳ない気持ちになりつつ小声で返事をする。

「夏休みの終わりまでの我慢だ。ラブがここにいられることになって、えふさんが円満に勇希姉の研究室に帰るまでは、勇希姉に疑われるようなことはできないからな……」

「判ってる。正直いってラブが来た時だって、あんまりいい気分じゃなかったけど……えふさんがずっといるくらいだったら、ラブの方がいいもん。ラブ、頑張って欲しいなあ」

　ため息混じりに屈伸をする遙は、ツンな部分を残しつつ思わず本音を漏もらす。

　もともと両親をロボット開発の事故で失った遙にとって、ロボットは決していいイメージの存在じゃない。だけど、ラブは妙に人間っぽいこともあって遙に心を開かせる事ができた。

　だけどえふさんは違う。とても優秀なロボットであり、同時に俺たちを引き離す権限を持った勇希姉が世話と監視のために送って来たロボットだ。ラブと、同じであるはずもなかった。




　遙は、ため息をついた。一緒にラジオ体操をしながら、本もと気きは全然自分の気持ちを判ってくれてないらしい。もちろん、一緒に暮らす為に色々頑張ってくれているのは判っている。

　ラブが来たのも本気が本気のお父さんに話をしたことがきっかけで、それは遙の為だった。

　えふさんが来たのも、勇希さんが本気と遙を心配してくれている証だと判っている。

　大河原家にとっては、親友だった久く遠おん夫妻の娘だというだけで本当の家族じゃないのに、凄すごく心配してくれ、親身になってくれて感謝してもしきれないくらいだと思っている。

　だけど……それでも。遙と本気はつい最近まで、バラバラになった家族の中で自分たちだけは絶対に仲良く、一緒にいようと必死だった。

　ハルカちゃん３原則だって、そのために――本気をロボットに取られないために――遙が、本気のロボット役、一番大切なものになるために作った約束だったはずなのに。

　いつの間にか本気はロボットたちと一緒に暮らし、自分は隣に住んでいて食事は一緒に食べるとはいうものの、髪を結って貰ったり、添い寝して貰ったりする機会すら減っている。

　学校では優等生、自宅では甘えん坊のルールだって、これだけ明あか里りたちが家に来ている状態では、どんどんメリハリが無くなっていくのは止められない。

「このままじゃ……何のためにマジくんがひとり暮らししてくれてるのか……判らないよ。遙だって……ビートがいなくなって、すっごく寂しかったんだから」

　今度は、本気にも聞こえない声で呟いてみる。

　遙にとって、本気はかけがえのない存在だった。

　両親を失い、たったひとりになってしまった遙を、寂しい遙の心を見つけてくれた大切な人。

　今までならビートがいなくなったことで、遙も寂しがっている事に気付いてくれるはずだった。いつだって遙のことを大事にしてくれていたから。

　でも今回はラブの純真な寂しさが、遙の気持ちに本気が気付くのを邪魔している。

　遙自身だって、自分の気持ちよりも初めての喪そう失しつを経験しているラブを気にしていた。

　ロボットだけどロボットらしくないドジな彼女を遙も憎めないでいた。

　だけど……もしかしたら、遙はもう一度ロボットを本当に嫌いになるかもしれない。

　その優しすぎる少年は、今度はロボットの心まで見つけてしまいそうになっているように見える。本気だけを見つめてきた遙には、そんな本気の優しさが判りすぎて辛つらい。

　爽さわやかなはずの朝のラジオ体操をしながら、遙は胸のモヤモヤを消せなかった。




　みんなでのラジオ体操が終わり、俺たちはえふさんとラブが用意してくれたお茶を飲んでいた。えふさんが率そつ先せんして世話をしようとするのを見てラブが慌てて自分もやる、という流れだけど、これはこれでどういう風にすればいいかをえふさんが教えてくれてるようなものでいい傾向だ。

　一息つくと同時に、明里部長が全員に招集をかけた。

「全員集合！　これからの予定を伝えるわよ！」

「……どうしたんですか、改まって」

　不審そうに集まった俺たちの顔を見て、部長はにやり、と笑み浮かべた。

　う、なんかまずい気がする。俺と遙は顔を見合わせる。俺たちの醸かもし出す不安な空気を無理矢理振り払うように、明里さんはオーバーな動作で両手を広げ、高らかに宣言した。

「もう夏休みも半分が過ぎたわ！　貴重な高校時代の夏休みよ！　しかも夏の終わりまでにラブちゃんを成長させなければならないという大きな課題もあるわ！　このまま漫然と暮らしているわけにはいかないと思わない？」

　――言いたいことは判るけど、何が言いたいか理解できません。

　これまでだってバイトしたり経験値を積ませるように頑張って来た気がするんだけど……

「このままガレージで日々を過ごしても大きな成長は望めないと思わない？　やっぱり新しい経験は新しい環境で！　この間、みんなで遊んでなかったらラブちゃんがえふさんに試験で勝つなんて奇跡は起きなかったと思うよ！　経験は予測不能の未来につながっているの！」

　まあ、それはそうかもしれない。でもこのテンションの理由が判らない。

「ラブちゃんに勝利のご褒ほう美びもあげなきゃいけないし！　頑張ったらいいことがある。そういう体験を積むことが人間が前向きに努力するために必要よ！」

　熱弁をふるう明里さん。しかしみんな流れが読めていない。

「わかるなー。俺もこれだけ頑張ってるんだから、ロボ子から『お兄ちゃん』って呼んで貰うとか、部長がポロリする瞬間に立ち合うとか、そういうご褒ほう美びがあっても……」

　慎しん太た郎ろうが言い終わる前に、明里さんが車くるま椅い子すから外した松まつ葉ば杖づえで制裁を加えた。

　彼女は何事も無かったかのように、俺たちを見回すと機嫌良く胸を張る。

「というわけで、我々ロボロボ部は合宿を挙行します！　四十秒で支し度たくしなさい！」

　えーと、理解するだけでもそんな時間じゃ無理です。

「合宿？　合宿って何ですか？　ラブ、単語は知っていますが……よく判りません」

「つまり、みんなでお泊まりするのよ！　この間やったみたいにみんなで遊んだりカレーを作ったりするの。アレを泊まりがけでやるの！　バッチリ新しい経験積めるはずよ！」

「ええっ、そうなんですか!?」

　ラブはぱあっ、と顔を輝かせた。しかし、俺たちは対照的にぐったりしてしまう。

「部長、そんなこといきなり言い出したって無理ですよ」

「そうです。校則によれば『部活動の宿泊研修には学校の許可と教員の同伴が必ひつ須す』です！　それに、バイト代もラブの失敗を弁べん償しようするのに使ってしまいました。部費も残ってません」

「ちっ、ちっ、ち、甘いわ。それだから十年も一緒にいて仲が全然進展しないのよ」

　指を顔の前で振る明里部長。どさくさまぎれになんかひどいこと言われた気がする。

「生徒会長であるあたしが、そんなことに気付いていないとでも思ったの！　見なさい！　これが外泊許可証！　ついでに施設使用許可証！　さらにはバッチリ旅費支給証まで！」

　そういうと、明里さんはバサッ、と遙に書類を渡した。

「……これ、本物だわ。どうして……」

「キタコレ！　夏のアバンチュール！　オレの時代が来る！　夏合宿で迷まい子ごになって大雨で全裸で抱き合って暖を取るイベントが確実に発生する！　大丈夫、オレはロボ子でいい！」

　相変わらずアホな事をいう慎太郎を放置して、康やす夫おが代表して質問した。

「それって、学校が持ってる合宿所を使うってことですか？　それなら確かに最低限の金額で宿泊できると思いますけど……いつの間にそんな計画を……」

「んー、ま、種明かしをするとラブちゃんがカレー勝負で勝った後なんだけど」

　にやにやしている明里部長は鼻高々だ。

「ラブちゃんに何かご褒美を、と思って最初は以前から行きたがってた学校見学をさせてあげようと思って書類を整えに行ったのね。そしたら、キミちゃん先生がいて……ぷくく」

　……あ、なんか予測がついた。何か弱みを握るような出来事があったに違いない。

「ま、そこでキミちゃん先生に相談したら、快こころよく合宿所の使用許可を取ってくれてね。引率まで引き受けてくださることになったって訳。もち予算もつけて貰ったわ」

　涙目の公きみ恵え先生が目に浮かぶなぁ……。ちょっと可か哀わい相そうかもしれない。

「目的はロボロボ部の技術研修。合宿所でロボットの構造について学ぶってことになってるわ！　講師も呼ぶのよ！」

　ビシッ！　とえふさんを指さす明里部長に、みんなザワッっとなる。

「え、えふさんも連れて行くんですか？」

「そうよ。ってか、そうじゃないとえふさんだって困るでしょ。大河原くんたちのお世話をしなきゃいけないんだから。でもラブちゃんもえふさんも、超貴重な高級車十台分って言われる人型ロボットなんだから、正体をばらすわけにはいかない。それで考えたわけ」

　得意満面なのはいいんだけど、なぜ一切俺たちに相談してくれないのか。

「えふさんとラブちゃんをロボロボ部の外部講師として登録してあるわ。メンテナンス機材もロボロボ部の備品として送れるように手配済み。以上、なにか質問ある？」

　聞かれて、最初に遙が手をあげる。

「その合宿、不参加でも構いませんか？　二年生の夏休みは受験勉強の始まりですよ？」

　いきなり核心を突くな……遙。完全に優等生モードだ。

　まあ、単に乗り気でないのが先で理由をつけているだけだろうけど。

「別にいいよん。ただし、大河原くんはラブちゃんのマスターだから強制参加だからね。遙ちゃんがこないんだったら、ラブちゃんと同室でもいいかなぁ。あ、えふさんも大河原くんのお世話が仕事なんだから、なんだったら三人で一室でも……」

「そ、そんなっ、会長、それはあまりにも不見識です！　学園生の３原則に反してます！　いいです！　そんな危ない合宿にみんなを放置できませんっ！　ついて行きます！」

「はい、遙ちゃん参加～。他のみんなは文句ない？」

　――何を言っても論破するつもりだって、今の対応で完全に理解できるんですけど。

　これだけ楽しそうな明里さんは珍しい。よほど先日遊んだのが楽しかったのかな？

　そして誰よりも楽しそうにしているのがラブだった。

「うわああっ、合宿です！　みんなでお泊まりなのです！　楽しみですね、えふさん！」

「楽しい、かどうかは私には判りかねます。同行して良いかどうかはマスターに確認する必要があると思われます。今から、マスターに連絡致しますが、問題なければ同行させて頂きます」

「えふさんの言う通りです。ラブも、マスターに確認が必要なのです！　マスター、ラブは、皆さんの合宿に同行してもよいですか!?」

　期待に満ちた仔猫みたいな表情を見て、俺がダメなんて言えるはずもない。

　かくして、俺たちロボロボ部は明日から合宿に出かけることになった。

　ラブの新しい経験としては、これ以上ないものになるに違いない。

　明里部長がラブを成長させる切り札として考えてくれたのは間違いない。

　俺は感謝しながら、夏休み最後の大イベントが楽しみになってきていた。




　その日の夜。

「ホントに大丈夫かなあ。どう考えても不安材料しかないんだけど」

　皆が準備のために帰宅したあと、リビングで着替えなどを鞄かばんに詰め込みながら遙が呟つぶやいた。俺の着替え類はラブが、えふさんは明里さんが作ったリストに従って機材を揃そろえてくれている。

「まあ、ラブたちは人間ってことになってるし、えふさんの電源も普通に取れるみたいだから大丈夫じゃないか？」

　気楽な答えに、遙はぷうっ、とほっぺたを膨ふくらませた。最近はえふさんに聞かれないように気をつけているけど、今は二人きりだということもあって少し素顔に戻っているようだ。

「マジくん、ラブたちの事ばっかり。二人きりになれないと、マジくんにぎゅーって出来ないもん。一週間もチャージできないと、遙が寂しくてエネルギー切れになるかもしれないよ？」

　甘えん坊モードの遙が、訴え掛けるような瞳で俺に抱きついてきた。

「今だって二人きりになれる時間が少ないのに。せっかくの夏休み、せめて部活が終わったら部屋に引きこもって、たっぷりぎゅーしようと思ってたのに」

　頰ほおを膨らませ唇を尖らせる遙は小学生の頃と全く変わらない。膨らんだ頰を突いたら弾けそうな勢いでブーイングを続ける。

「ぜ―――ったい、３原則に反してるよ～」

　確かにロボロボ部とえふさんがいるから、遙はずっと優等生モードを維持しなければならない。何日も合宿するとなったら、遙の我慢がどこまで続くかは俺も心配だ。

「悪い事ばかりじゃないと思うぞ？　一緒に遊べるんだし、ラブだって成長すると思うから、勇希姉を説得して今まで通り暮らせる可能性が増えるって考えたら……」

「そうだけど！　なんだかマジくんがラブのことばっかり考えてるみたいで……しかも合宿なんてみんなもいるんだから。ただでさえせっかくの夏休みなのに、すっごく一緒にいる時間が減ってて寂しいのに……これじゃ遙、いつエネルギー補給したらいいの？」

　そういうと遙はますます頰を膨らませ、上目遣いに見つめてくる。うーん、そう言われたらそうかもしれないなぁ。夏休み明けに引き離されるよりも夏休み中に頑張った方がいいとは思うんだけど、だからって納得するには長い期間ではあるよな。

「マスター、着替えを用意しておきました」

　沈黙を断ち切ったのは、キャンプ用のリュックをパンパンに膨らませたラブだった。満面の笑顔で入室してきたのに、遙の顔を見た途端、眉まゆを曇らせる。

「なにかあったんですか、マスター」

「ラブ、心配するな。遙は合宿に行くのをちょっと嫌がってるだけだから」

「合宿は嫌じゃないよ、一週間もマジくんとぎゅーって出来ないのが嫌なの」

「はうっ、それは深刻ですね……遙さんのエネルギーが尽きてしまったら大変です！　動けなくなってしまいます！」

「でしょー！　ラブもそう思うよねー」

「はいです。ラブも以前、お腹なかが空すいて倒れちゃいましたから！　マスターにご飯を食べさせて貰わないと止まってしまうのです！　コンセントの電気は味気ないのです！」

　ラブ、遙の言ってる意味はお前と同じじゃないと思うぞ。しかしいつも遙の分のご飯を作るのが俺の役割だからか、ラブも俺の作るご飯を楽しみにしてる感じだなぁ。

　悪い気はしないけど、この二人、本当に姉妹みたいになってきた気がする。

　そんな他た愛わいのない会話をしてるところに、バッグを抱えたえふさんがやってきた。

　えふさんを見るなり、遙は素早く優等生モードに変化する。表情からくるっと変わるのが不思議なくらいだ。モードチェンジの速さは最近磨きがかかってきたな。

「本気さま。合宿へ搬入する機材をまとめました。ご指示の通り重量がなるべく均等になるよう三つのバッグに分けておきました。不足はありません」

「バッグの内容については確認してありますが、念のため最終確認を願います」

「うん、あとで確認しておくよ」

　とは言ったものの、優秀なえふさんがこういうことで失敗するとは思えない。

　むしろ、何か間違いがあるとしたら俺の指示ミスが原因に違いない。

「えーと、えふさん、今夜はバッテリーをフルチャージをしておいてくれ。フル充電しておけば合宿中は充電しなくても保もつだろうから。あと、メンテナンス槽そうに入ってフルチェックしておいてくれないかな。次にラブもチェックするから、早めに始めて欲しいんだ」

「かしこまりました、すぐにオートチェックいたします。では失礼致します」

　ぺこりとお辞儀をすると、えふさんはリビングを出ていった。

　それを見送って、遙はほう、とため息をついた。やっぱりちょっと緊張するらしい。

　気付いているのかどうか、ラブは明るい顔で明日が待ち遠しくて仕方ない感じだ。

「あの、ラブもメンテナンスしておいた方が良いでしょうか」

「ああ、メンテナンス槽でチェックしておいてよ。えふさんのも合わせてあとで確認しておくからさ。昼間も見たからまず問題ないと思うけどな」

「はいです！　それではメンテナンス槽の順番が来るまでコーヒーをいれますね！　前に学習しましたから、えふさんみたいに美お味いしくいれられると思うのです。遙さんもどうぞ」

　ラブは遙に微ほほ笑えむと、手早くコーヒーを淹いれてくれる。

　その様子に気遣いが感じられて、俺と遙はラブの成長を感じて微笑んだ。

「コーヒー、できましたです！」

「ありがとう、ラブ。遙も一緒にお茶にしよう」

「うん……」

　遙は体育座りで立てた両足の膝頭を、すりすりと撫なでながら口ごもる。

　ラブたちに少しヤキモチを妬やいていた自分が恥ずかしかったのかもしれない。

　しかし、俺は全然違うことに気がついていた。

「遙、パンツが見えてるぞ」

　体育座りのままで移動するから……遙は真っ赤になる。

「わっ……わざと見せてるんだもん。マジくんが喜ぶから」

「なんだその言い訳！」

「え？　マスターは、こうすると喜ぶのですか？　ラブ、覚えます」

「こらっ、真ま似ねするんじゃない！」

　遙と同じポーズで座り直そうとするラブを慌てて止めた。

　こうして、合宿前の夜は更けていく。俺は、まだやりたいことがあるんだけどなぁ……

　そう思うものの、遙とラブには一番内緒にしなきゃいけない。

　俺は、こっそりとため息をつきつつ遙とラブのじゃれ合いにつきあったのだった。




　そして翌朝、俺は寝不足の目をこすりながら集合場所に集まっていた。

　近くの駅に集合して、電車に揺られること数時間の道のりだ。

「うわあ……電車に乗るのは、マスターの家に来た時以来です！」

　はしゃいだ調子のラブは、電車からの風景を見逃すまいと窓にくっついている。

「あー、ラブ、ロボロボ部以外の人がいる時はマスターってのは禁止な。ラブがロボットだってバレちゃうだろ」

「は、はいです。マ、マ……も、本気さん？　大河原さん？　どちらがいいでしょう？」

「……マジでいいよ。それが言い間違えた時に一番ごまかせそうだ」

　俺たちのやりとりを遙がため息混じりに聞いている。

「やっぱり、合宿なんて無理だったんじゃないかなぁ……ね、えふさん」

「私には判りかねます」

　優雅に一礼するえふさんは、一応、ロボットであることを隠すべくヘッドパーツが隠れる帽子を被かぶってはいるが、ラブと違って目立たないという訳にはいかない。そのことを予測して混雑に遭そう遇ぐうしないように早い時間に出かけてはいるものの、メイド服自体が目立つ上によく見れば人形めいた美び貌ぼうと表情は彼女がロボットであることを容易に気付かせてしまう。

　ラブとえふさんの差は、表情や立ち振る舞いの人間とロボットの差を良く表している。

　良くも悪くも、えふさんには無駄がない。意味もなく表情を動かすようなことはない。人間なら、どんな時でも細かく表情が動いている。ラブもそうだ。だけどえふさんの表情は何か刺激があったときに反応を返すためのもので、電車で立っているとまったく変化しないのだ。

　そのことが具体的に見えて、俺はこの合宿の難しさを痛感してしまう。

「やっぱり、目立ってるかなぁ」

　俺の呟きに、慎太郎が反応した。

「そりゃ、目立ってるな。常識的に考えて」

「……だよなぁ。えふさんってロボットだってすぐに判るもんな」

「え？　なにいってんのオマエ。何も判ってないの？」

　呆あきれ顔で慎太郎に見下ろされるとなんかむかつくな。

「何をだよ」

「いや、俺たちが目立ってる理由。判るよな、康夫」

「え？　うん。そりゃ、これだけ美人ばかり集めてたら目立つよね」

　苦笑する康夫に、俺ははたと気付く。乗客にじろじろ見られてるけど、これはロボットを連れているからではなく、遙と明里さん、そしてえふさんとラブも目立つ美少女だからか。

　ちなみに明里さんはというと、車くる椅まい子すを畳んで座り、えふさんとラブに剝むいて貰った冷凍ミカンを食べながらご満悦だ。気楽でいいですね、部長……

　この先、合宿所には他の部活の連中も来ているはずだ。目立たないようにラブたちを行動させるのは、なかなか難しそうだった。




　郊外の駅に着くと、山の麓ふもとにある駅舎で登山鉄道に乗り換えとなる。

　普段人の来ない場所だからか、ロボット改札だけがある無人駅だった。

　高原に近くなったからか、うちを出た時よりも少し涼しくなっていた。

「……ふぅ」

　遙は、なんとなくふさぎ込んだ感じだ。やっぱり一週間エネルギー補給ができないかもしれない、ずっと優等生モードでいなければならないというのが負担なのだろうか。

　表情が優れない遙に、ラブが心配そうに声をかける。

「遙さん、大丈夫ですか？　元気ないです。疲れたなら、ラブがおんぶしましょうか？」

「え？　だ、大丈夫よ。ちょっと電車に酔ったのかも。すぐに治るから」

　心配ない、と手を振る遙に、ラブは笑顔になる。

「それなら良かったです！　遙さん、楽しい合宿になるといいですね！」

「そうね……そうあって欲しいものだわ。こうなったら楽しまないとね」

　遙が笑顔を作ると、明里部長の車椅子を押していたえふさんも笑顔を作る。

　こういう表情変化でタイミングを外さないのも、ＯＳの性能ってことなんだろうな。

「私は皆様が楽しく過ごせるようお手伝いさせて頂きます」

「ありがとう、ラブ。えふさんもありがとうね」

「あーん、女の子のお話、あたしも混ぜてよ！　仲間はずれは禁止だよん！　特におっぱいの大きさの話なら絶対負けないからね！」

「……そんな話してないですってば」

　女の子たちは、楽しそうだ。慎太郎と康夫も全然違う方向に盛り上がっている。

「おおおっ、登山電車といえばやっぱりアプト式か！　今時流は行やんねーんだよなアプト式とかジョーシキ的に考えて！」

「たぶんスイッチバックでジグザグに登るんじゃないかな。珍しい形式だよね。そんなことより荷物も多いし、早く乗りたいなぁ。一時間に一本しかないなんて……不便すぎるよ」

　慎太郎はネットで得たと思おぼしき鉄道用語で盛り上がっている。小柄な康夫は荷物に半ば埋もれた状態で、苦笑を浮かべつつも慎太郎にツッコミを入れている。

　実はネットで仕込んだネタを喋しやべっている慎太郎よりも、オフラインで即座にツッコミを入れられる康夫の方がオタクなのではないか。そんな事を考えつつ俺たちは鉄道を待つ。

　小さな無人列車がやってくるのにそれほど時間はかからなかった。

　俺は、肩から提げた大きなバッグの中身が何かにぶつかったりしないように注意しながら、合宿所に向かう登山鉄道に乗り込んだのだった。




　登山鉄道の中でお昼の弁当を食べた俺たちは、やっと研修施設のある駅に降り立った。

　舗ほ装そうされていない道に木こ漏もれ日びが落ち、木の葉が風に揺さぶられて踊るように煌きらめく。土の匂いと緑の匂いが清すが々すがしく、誰もが無意識に深呼吸してしまう。

「うわあ……空気がおいしいなぁ」

　みんな異口同音に同じ感想を洩らした。山の空気と都会の空気を比べるのは山に失礼だと言った登山家がいるっていうけど、まさしくその通りだと実感するな。

「はいです、マスター。空気の清々しさが違います。これが美味しいと言うことですね」

　ラブは空気が美味しいという人間の曖あい昧まいな感覚を理解しているようだ。

「ラブちゃんは空気の美味しさが判るんだね」

　明里さんはくすりと笑う。思いついたようにえふさんの方を向き直る。

「えふさんはどう？　なにか感じた事はある？」

「はい。気温、湿度ともに、本気さまの自宅周辺とは明らかに異なります。気温は自宅周辺の同時刻と比較して気温差マイナス５℃、湿度は６％上昇しています」

「ふふっ、その通りだね。えふさんの方が論理的かな。でもラブちゃんのも間違ってない。うーん、これは面白い合宿になりそうだよ」

　車椅子の美女は、楽しそうに笑う。俺にとっても二人の反応の違いは面白い。

　もともと、えふさんには快不快の区別はないんだと思う。人間にとって快適な環境かどうかを調べる機能がついているだけで。ラブは、そこにラブの感想というか、ラブ自身の快不快が要素として加わっている気がする。それがロボットとして普通かどうか判らないけど、たぶん、俺たちがラブの意見を聞くことが多いから質問を先回りしているのかもしれない。

　見たことのない野草を珍しそうにつつきながら、遙も笑顔を見せる。

「珍しい花が咲いてる……なんだか思っていたより涼しいですね、会長」

「山の中だからね。夜になるともうちょっと下がると思うよ」

　その言葉になぜか慎太郎が反応する。

「夜！　夜はやっぱりキャンプファイヤーっすね。串に刺したマシュマロを焼きながら、歌い、男女仲良くフォークダンスを踊る！　そして親密になる男女仲！　これぞ合宿の醍だい醐ご味み！」

「え？　マシュマロなんて買ってないよ？　他のおやつはたんまりあるけど」

　何を期待しているのか判るような判らないような。キャンプになったらいきなりいつも一緒に居る仲間が恋愛モードに変化するような妄もう想そうでも見てるのか？　慎太郎はなおも食い下がる。

「えーっ、そりゃないっすよ部長～。合宿といえばキャンプファイヤー、キャンプファイヤーといえばマシュマロ焼くじゃないっすかジョーシキ的に考えて」

「そっかー。あたしのマシュマロを見るだけじゃダメ？」

　そういうと明里さんは豊かな胸を突き出してみせる。また明里さんのセクハラ紛まがいの発言か。今まで何度も食らっているだけに、さすがの慎太郎も食いつかないだろう。

「ええっ？　ぶ、部長のマシュマロってなにを示すんですか具体的に」

　あっさり飛びついてるし。少しは学習した方がいいと思うぞ。ラブを見習って。しかし回答の代わりに得られたものは遙の冷たい視線だけだった。

「くだらないこと言ってないで行くわよ。川かわ森もりくんは体力が余ってるみたいだから、これもこれも、あとこれも持ってくれない？」

「ナニコレ？　せめてジャンケンで決めるべきだ！」

　わいわいとはしゃぎつつ研修施設へと向かう。施設の近くにコンビニ等は見あたらない。食料については学校出入りの業者が車で運んでくれるらしい。合宿費用に全部含まれているって言ってたけど、実際これは買い出しは不可能に近い環境だった。

「駅から施設まで、意外と近かったんですね」

「ふう……やっと荷物が降ろせる」

　背負った荷物を降ろそうとする康夫を明里さんが遮さえぎった。

「まだまだ。ここからさらに歩くんだよ。我がロボロボ部が借りたロッジは、施設の最深部にあるんだから。ラブちゃんたちをあまり他の生徒たちに見せたくないからね」

　すべての手配をやってくれた明里部長は、そうとういろんなことを考えてくれていた。

　そもそも、この施設を使ったことがあるのは唯一の先輩である明里さんだけなのだ。

　車椅子から小気味良いモーター音を唸うならせながら、明里さんが俺たちを先導していく。

　目前に急な上り坂が見えて来て、明里さんは車椅子を止めた。

「んー、ここからはかなり傾斜が急だからウインチが必要なんだよね～。誰か先に上がってワイヤーを固定して来てくれないかな」

　明里さんの車椅子は階段の昇降ぐらいは充分に出来るけれど、山道は舗ほ装そうされていない。傾斜が急な部分だと、足元が崩れて滑落する恐れもある。二階から飛び降りることができるほどの性能があっても転んだら乗っている方は危険なので、それを防ぐためのウインチがあらかじめ用意されているのだ……というか、なんかまた色々改造されている気がする。

　昨日、合宿を宣言してから康夫たちに手伝わせて何かやってたもんなぁ。

「私が行きます。ワイヤーの先端にあるフックを立木かなにかに固定すれば良いんですよね？」

　遙が真っ先に申し出た。男子は生活用品なんかを背負っているので、遙が一番身軽なのだ。ワイヤーを手にした遙が山道を登って行く。

「よーし。じゃあ大河原くん。抱っこして」

　両手を伸ばして抱っこのポーズをする明里さん。

　突然の申し出に、俺は心臓の鼓動が跳ね上がるのを感じる。

「あの……なぜ抱っこするのか意味が判らないんですが」

「え？　だって荷物を車椅子に載せると楽々運べるっしょ？　大河原くんが担かついでいる荷物よりも、あたしの方が軽いよ？」

　それはそうかもしれませんが……あの、なんというか……ねぇ。

「ま、頼むよ。ウインチも車椅子も信用しているけどさ、うっかり横転するとつまんないから」

　理屈は判るんですが、恥ずかしいというか、ハードル高いというか……迷う俺の隣で、長身のもやしっ子が自己主張を始める。

「はいはい！　嫌ならオレが運ぶぞマジ！　部長、オレがお姫さま抱っこで運ぶっす！」

「ねえ大河原くん、ダメかな？」

「オレの事はガン無視っ！　なぜっ！　立候補してるのに！」

「だって抱っこついでにお尻を触ったり胸が当たったりするのを期待しているのは見え見えだし康夫くんはかなり華きや奢しやだし。だから大河原くん、抱っこ」

「なあ、マジ……オレ、尻とか胸を触ろうとしてたのが顔に出てたか？」

　ホントにやる気だったのか。これは俺が担当するしかないな。

「じゃあ運びますから、しっかりとしがみついていて下さい」

　お姫さま抱っこだと坂を登りづらいので、結局おんぶすることにした。ラブに後ろから支えるよう指示を出す。ラブが持っている荷物はえふさんが持ってくれて準備完了だ。

「ふう……大河原くんの背中って、ふう……思っていたより広いのね」

「耳に息吹きかけながら囁ささやきかけるのはやめて下さい。冗談抜きで落としても知りませんよ」

　ただでさえ胸が背中に当たっていて、俺としては赤面モノの状況なのだ。この上、耳をくすぐられては色々たまったものじゃない。そんな俺を慎太郎は羨うらやましそうに見つめている。一方の康夫は車椅子をコントロールしつつウインチを操作しはじめた。
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「ま、マジくんっ！　何してるのっ！」

　予測通り遙がちょっと派手に反応して優等生モードが崩れたりもしたが、説明したら納得してくれた。しかしまあ、後で遙もおんぶすることになりそうな気はする。

　それからは何度かウインチの支点を変えながら、登山道のような道を進んで行くことになった。ラブが後ろを押さえてくれているので、安心して道を進むことが出来る。

「マスター、ロッジが見えてきました」

　明里さんを担いだ背中が汗ばみ始めた頃、俺たちはロッジに辿たどりついた。

　ラブが一番にはしゃいでドアを確認に走る。こうして俺たちの合宿が始まったのだった。




　荷物を置いて集合すると、明里部長お手製の可か愛わいらしい合宿のしおりが配られた。

「一週間の予定表を作っておいたから、各自目を通しておくように」

　一体いつの間にこんなものを作っていたんだ……部長の行動力は謎だ。

　可愛いイラスト入りのしおりには合宿中のスケジュールが事細かに書かれている。

「なんなんっすか、模範的な小学生の夏休み計画表みたいなスケジュールは。だいたい夜九時に眠るとか無理っすよ、ジョーシキ的に考えて」

　ぶつぶつ言っているのは慎太郎だ。康夫は前向きだった。

「一日一日有効に使いたいですね。ロボットを作る為に山奥に来るっていうのは結構逆行している気がしますけど、図面を作ったりはここでもできますから」

「今回の合宿の目的は、第一にラブちゃんの経験値を増やすことよ。それ以外はオマケね。といっても、何がいい影響を与えるか判らないから、まずは普通にキャンプ生活しましょ。人間の子どもだって、こういう体験学習で一気に成長したりするものだから」

　明里さんの言うことはよく分かる。自分でスケジュールを決められず、我わが儘ままが通用しない自然を相手に暮らすと今までと違う自分が見えてくるものだと思う。

　その時、しおりのある部分を見て慎太郎が悲鳴をあげた。

「げっ！　ネットに繫つながらないだとっ!?　どうしようマジ、オレのアイデンティティはネットワークにアクセスすることで確立しているというのに！」

　――おいおい、それじゃロボットと変わらないぞ。慎太郎よ。

　と、言おうとして俺はあることに気付く。

「えふさん、もしかして、えふさんもネットワークにつながってない？」

「……はい。継続的なアクセスは不可能なようです。衛星回線を使えば接続可能かと思いますが、専用機材は私の基本装備には含まれておりません。ここでは、私のネットに依存する能力は極端に制限されます」

「そっか……それって、結構重大な問題があったりする？」

「基本ＯＳの他に、多くのアプリケーションがインストールされておりますので、通常発生する事態に関してはほぼ問題なく対応できるかと存じます」

　優雅に一礼するえふさん。どうやらそれほど問題はないらしい。

「えふさんがネットがつながらない状況でどんな風に変化するかも研究しておきたいね。ラブちゃんとの差も判りやすくなる」

　康夫がプログラム担当らしい感想を洩もらす。

「まあ、どんなトラブルがあったとしてもそれは経験値だと割り切ってぶつかっていこうよ！　スケジュールだって単なる目安なんだから気にしちゃダメ！　若さって無軌道さの現れだから！　なんなら夜よ這ばいに来てもいいわよ！　命の保証はしないけどさ！」

「会長、これは部活動の一環ですよ。このロッジだって学校施設なんですから、度を外れた騒ぎは風紀委員として見逃すことはありませんよ」

　優等生モードの遙がキリリとした瞳で釘を刺した。まあ確かにその通りだ。とはいえ明里さんに夜這いする度胸があるヤツがいるとは思えないけどな。

「というわけで、本日は移動日ということで機材設置だけして、早めの夕食、そして明日は早起きしてバッチリ頑張りましょう！　あとはよろしくっ」

　それだけを言い置くと、明里さんは女子に割り当てられた部屋へと引っ込んでいった。

　元気そうにはしていても、結構疲れているみたいだった。

　それはそうだろう。色々と便利な機能はあると言っても車くるま椅い子すで山登りをするのは相当大変だったはずだ。ここは休んでおいて貰った方がいいと思えた。

「じゃあちょっと早いけど夕食の準備をしよう。食料って何が用意されてるのかなあ」

　みんなで探すと、すぐにロッジの冷蔵庫は見つかった。中には数日分の材料が詰まっている。

「んー、この食材でやりくりしなきゃいけないって事か。買い出し出来る訳じゃないから考えて使わないとな。えふさん、材料を確認して献こん立だての候補を挙げてくれないかな」

「了解しました」

「ラブはえふさんが材料を確認している間に食器とか調理道具の確認を」

「はい、マスター」

　えふさんとラブが指示に従っててきぱきと動く。慎太郎はその様子をビデオで撮影している。彼女たちの変化を確認するための記録を作るのが今回の彼の役割だからであって、盗撮しているわけではない。なんというか、日頃の行いが行いなのでそう見えるのが難点だけどな。

　しばらくして、材料を確認し終えたところで、えふさんの動作が止まった。

「材料を確認しましたが、データベースにアクセスできないため、材料の個別カロリーや栄養素が確認できません。現在あるメモリーからですと、栄養素が偏かたよる可能性があります。献立の種類も限られるためなおさらです」

「ああ、ネットに繫げられないからか。大ざっぱでいいよ」

「ですが、毎日の食事は人間の健康を維持するために、大変重要です」

　ラブを見ていると忘れてしまうけど、本来、家事用ロボットってのはそういう部分をサポートするのが仕事なのだろう。一週間程度なら栄養が偏っても大したことないと思ってしまうが、えふさんは珍しいくらいフリーズしていた。

「想定できる対処としては、カロリー等を概算値から逆算し、サンプルを取って計量した上で食事のバランスを想定していけば、安定的な栄養バランスを……」

「い、いや、そこまでしなくていいから。ってか、えふさんはいつもそんなことまで考えてつくってたのか？」

「はい。材料の質量や組成をネットにあげるとプログラムが最適解を戻すようになっています。情報量が足りない場合の対処は、想定されておりませんでした。申し訳ありません」

　深々と頭を下げるえふさん。いやいや、今時、山奥だってネットは通じてるから。

　こんな山奥のそのまた奥でもなければえふさんがこんなに悩むことはないだろう。

「謝ることないよ。ラブは、冷蔵庫を見て何を作れるか提案できるか？」

「はい、マスター。ざっと見たところカレーライスと肉じゃがが作れます！」

　おいおい、その二つは普通に材料がだいたい同じだよ。

　思わず苦笑いしてしまうけど、まあ、この場合はラブが正解だろう。

「じゃあ、その二つは候補だな。まあ、えふさんも今は栄養バランスよりもみんなが楽しめることの方を考えてくれ」

「承知致しました。皆さんが楽しめるものの内容を入力してください」

　おお、今度はそう来たか。ネットがないといきなり質問責めモードになるらしい。どれだけネットを使って情報を集めてるかよく判るな。苦笑する俺に、康夫が提案を持ってきた。

「マジ、さっきちょっと外を見たんだけど、バーベキューが出来るよ。狭いキッチンより外でバーベキューした方が楽しいんじゃないかな」

「それも良さそうね。せっかくだから楽しまないと」

　珍しく遙もすぐに賛成する。みんなが同意しているなら話は早い。

「よし、じゃあバーベキューにしよう。材料切るだけだし、栄養もまんべんなく取れるしな。えふさん、調理を手伝ってくれ。ラブは康夫たちを手伝って機材を設置して」

「マスター、了解ですっ」

　サッと敬礼の真ま似ねをしてラブは明るくロッジに駆け込んでいく。

　俺とえふさんは食事の準備に取りかかることになった。

「本気様、材料を切って串に刺し終わりました。次は何をすれば良いでしょう」

　……バーベキューってやることがあんまりないんだよな。

　俺は苦笑いしながら次の指示を出す。

　外では、ラブがどんどん失敗しながら次の作業を見つけて康夫を困らせている。

　指示があるまで動けないえふさんとは大違いだった。

「康夫さん！　炭に火がつきません！　ここにある油をかけた方がいいですか？」

「え？　い、いやだめ！　それは発電機用のガソリンだから！　爆発するよ！」

「もーっ、ラブ、火の方はいいから周りにテーブル作るわよ。川森、アンタも手伝いなさいよ！」

「ふはははは、俺にはビデオ係という崇すう高こうな使命が……いてっ、やる！　やりますよ！」

　――あっちはあっちで大変そうだな。まあ、とりあえず日も暮れ始めているし、早めに準備をしてしまいたい。俺たちは手早く準備を進めると、バーベキューに取りかかる。

「私、明里さんを呼んでくるね」

　だいたいの準備ができたところで、遙がそう言ってロッジに駆け込んでいく。

　男子部屋と女子部屋の二部屋に分かれていて、リビングと台所が別になっている構造なので、男が呼びに行くのは現実感がないのだ。ちなみにトイレはロッジの外、少し離れた場所にあって少し不便そうだった。すぐに明里さんが機嫌良くやってくる。

「あー、みんなお疲れ様ー。初日からバーベキューなんて、みんな判ってるねぇ。さすがロボロボ部のメンバーだよ。感心感心」

　何を納得しているのか全然判らないが、明里さんはご機嫌だ。

　それからみんなで食べたバーベキューはかなり美お味いしかった。

「お外で食べると、本当に美味しいですね！」

　ご機嫌なラブを見ているだけで、ちょっと嬉しくなってしまう。

　みんながお腹いっぱい食べるまでに、たいした時間はかからなかった。

「ふう……もう食べられない。動けない。よって後片付けもできない。みんな任せた」

　最後まで意地汚く食べていた慎太郎がギブアップして、食事はお開きとなる。

　あたりはすっかり暗くなっていた。

「んー、山の夜は結構涼しいねぇ。これならバッチリすぐに眠れそう」

「そうですね。明日から早起きだから、早く寝ましょう。片付けは男子でお願いね」

　にっこり笑う明里さんと遙。俺と康夫が頷く。が、もっと元気に返事をする影が。

「はいです！　ラブもお手伝いするです！　ラブは人間の役に立つのが使命なのです！　お片付け任務了解なのです！　えふさんも一緒にやりましょう」

「ラブさん、遙さんたちは本気さまたちに仰ったのでは？」

「でも、手伝った方がいいです！　ラブはお手伝いしたいのです！」

　指示を受けなくても片付けをしようとするラブに対して、えふさんは戸惑ってるようだった。普段なら自分から片付けなんかはしちゃうから、やっぱりこの状況でどう行動するか決めかねているように見える。プログラムされた以外の事で、ネット等で基準を得られないとやはり指示待ち状態が基本になるってことなんだろうな。言われてないことまでするラブが正しいのかどうかは判らないけど。

「じゃあ、ラブはバーベキューセットをしまいます。炭は消さないと危ないのです！」

　そういいながら、ラブはバーベキューセットに付属しているトングで炭を片付けようとして……転んだ。

「きゃっ！」

　転んだ拍子に炭はくるくると転がり……見事に先ほどラブが間違って使いかけた小さな発電機用のガソリンのそばに転がる。

「危険です！」

　えふさんがみんなとラブの袖を引っ張った。次の瞬間、大きな火柱があがる。

「は、はわわわわわわわわ」

　ラブは、真っ青になって尻しり餅もちをついた。幸いなことに、ガソリンが少量だったことと引火するものが周りになかったお蔭かげで、すぐに火は消えてくれた。

「……初日から盛大なキャンプファイヤーになっちゃったね」

　康夫はそういってフォローしてくれたものの、俺はラブを初日から叱しかることになってしまった。０ラブシステムをちょっと見直してたらこれだよ……えふさんが絶対勇希姉に報告するだろうし、これはもしかしたらキャンプは裏目に出ちゃうかもしれないぞ……？

　こうして、かなり不安な状態で俺たちの合宿は幕をあけたのだった。




　ロボロボ部は、何かの宗教に縛しばられているかのようにラジオ体操に興じていた。

　早朝の山奥で行うラジオ体操は格別だ……なんてことはなくて。

　俺は寝不足を絵に描いたような顔をしているに違いない。みんなが起きても全然目が覚めず、結局、康夫と慎太郎に二人がかりで抱えられるようにして体操に参加したのだ。

　というのも、俺は昨日、みんなが寝静まってからあることに熱を上げていた。

　みんなには内緒にしているけど、合宿が終わるまでには結果を出したいのだ。

　なるべく、遙とラブに見つからないように完成させて驚かせたいというのもある。

「本気くん、ぼーっとしないで、顔でも洗ってきなさい！」

　遙の助け船で体操を抜け出し、ロッジ近くの湧き水で顔を洗いに行く。爽さわやかな空気から森林の呼吸を感じていると、だんだんと頭が覚かく醒せいしてくる。そうしているうちに大自然の中にいるのだという実感が湧いてくる。が、爽やかな朝は、いきなり打ち砕くだかれた。

「もーっ、キミちゃん、プンプンですよ！　ボロボロ部はいったい何をしてるですか！」

「そうです！　ロボロボ部はろくなことをしてない！　遙を解放しなさい！」

　湧き水から顔を上げた俺の前に立っていたのは、公恵先生と宮みや武たけだった。

「キミちゃん先生と……宮武？　なんでここに……」

「キミちゃんは君たちの引率です！　っていうか、別の部活もいっぱい来てるんですよ！　わたしがここの管理を引き受けてる期間じゃなかったら、あんな時期からしんせーなんて通るわけ無いです！　このロッジだって、普段は使わないくらいの場所なんですからねーっ！」

　ぷんぷんしている公恵先生。そういえば、明里さんがかなり強引にここを使えるようにしたみたいだもんなぁ。

「でも宮武は……」

「フッ、私は各部の記念写真を撮るために新聞部として同行しているのよ！」

「……オマエもキミちゃんの弱みでも握ったのか？」

「あはは、判る？　まあ、ちょっと職員室でお昼寝しているキミちゃんの写真たまたま撮影しちゃって……って、そ、そんなことないわよ！　新聞部としての公務なのよ！」

　キミちゃん……さすがにもう少し色々気をつけた方がいいと思う。

　生徒に色々ばれすぎてるのは今更いいとしても、キミちゃんファンの男子は多いんだから宮武じゃなくて慎太郎あたりに見つかったらどんな事になったか考えたくないぞ。

　そんな俺の親心も知らず、公恵先生はお怒りだ。

「昨日、来た早々いきなりでっかい炎をあげてたっていうじゃないですか！　またロボットつくって壊したりしてたんですか!?　それとも怪しい実験ですか!?　キミちゃんのクビを危うくするよーな危ないことをするのはぜったいダメですーっ！」

「ほら、証拠写真」

　宮武が撮りだした写真は、どうやら昨日のガソリン引火事件のようだ。

　確かに、一歩間違えれば山火事だったからなあ。

　近くにいたのがラブだったから怪我一つなかったけど、危ない事この上ない。

「う……すみません。バーベキューの後片付けに失敗しちゃって」

「どんな理由があってもメーなのです！　あななたちが怪け我がでもしたら、キミちゃん泣いちゃいます！　立場的にも、先生としても！」

　涙目で力説する公恵先生に、正直申し訳ないという気持ちでいっぱいだ。俺は平謝りして、部員全員に気をつけさせると確約してキミちゃん先生には納得してもらったのだった。




　朝飯の時に、公恵先生から叱られた話をすると、まずラブが落ち込んでしまった。

「ごめんなさいです……ラブが、もっと注意していれば……」

「いや、僕のせいだよ。あのガソリン、遠くに置いておけばよかった。ガソリンの入ったカンはいくつかあって、一個だけ使いかけがあったんだ。気付いてたんだけど……」

　実際のところ、ほんの少しだけ残っていたガソリンに不運にも引火したってことみたいで、それほど大事になるような量じゃなかったみたいだけど、危なかったのは間違いない。

「んー、これは気をつけたほうがいいわね。もともと、このロッジは物置だったみたいだし、まず今日は予定を変更して周りを片付けましょ。自然にも触れあえて一石二鳥じゃない？」

　明里さんの提案で、今日は一日ロッジの周りを片付けることにした。

　歩き回ってみると、意外なほど高い場所にあるのが判る。少し離れると崖がけみたいなところもあって、そこから危険なほど断崖絶壁チックな山道を登山鉄道が走っているのが一望できた。

「うわあ……よくあんな所に列車通したよなあ。科学の力ってすごいな」

「もしかしたら、ロボットが頑張って作ったのかもしれませんね！」

　ニコニコと微笑むラブだが、えふさんはなんだか無口になっているように感じる。

「えふさん、大丈夫か？」

「はい。機能的には問題ありません。ただ、昨日、本気さまたちを危険にさらしたことを鑑かんがみ、センサーモードを最高レベル警戒にして活動しています。そのため、多少、通常の反応が遅れている可能性はあります。ご了承頂ければ幸いです」

　どうやら、俺たちを危険から守れなかったことが気がかりらしい。

「それは気にしなくていいよ。あらゆる意味で偶発事態だったんだから」

「ですが、それではマスターのご指示が守れません」

　言葉少なだったが、えふさんは掃そう除じをしている間中、俺と遙の周りを警戒するように歩き続けたのだった。




　その日の夜は、ラブとえふさんを中心に作ったカレーに舌した鼓つづみを打ち、みんなぐったりと大部屋に座り込んでいた。自然とふれあうというのはなかなか疲れるものだ。

「ねえ、遙ちゃん。あたし、お風呂に入りたいんだよね」

　みんなが寛くつろいでいると、明里さんがそんな事を言いだした。

「このロッジにはシャワーしかありませんが、お風呂ですか、会長？」

　聞き返す遙に明里さんがこくこく頷うなずく。

「うん、お風呂！　それも天然温泉！　遙ちゃんは知らないと思うけど。下にあるセンター施設に大浴場があるんだよ。この時間になると入浴する人がいないから、ほとんど貸し切り状態なんだよねー。行く？」

「それは……魅力的ですね」

　汗で汚れた自分の身体からだが気になるのか、遙は乗り気のようだ。

「じゃあ、話は決まったね。温泉に行こうか」

　にやり、と笑みを浮かべた明里さんは、なぜか俺の顔を見た。

　その理由にいち早く気付いたのは遙である。優等生の仮面が少しだけ揺らぐ。

「……会長、これからセンターまで移動するとなると、誰かが会長をおんぶして行かなければいけないってことですよね？」

「ウインチを使えば車くるま椅い子すでも行けると思うけど、それだって付き添いは必要だしー、だから遙ちゃんに声を掛けたの」

　遙にと言いつつ、明里さんの視線は俺に向いたままだ。つまり、下まで俺が背負って行けということで、それを遙に同意を求めているってことらしい。

「えっ？　風呂ならオレが運びますよ。疚やましい事とか全然考えてないから。安心してどーんとオレの胸に――」

「じゃあ大河原くん、申し訳ないけどお風呂場までお願いしたいんだ。遙ちゃん、一緒にお風呂にはいろ♪」

「うわぁぁぁあ、また無視されたぁぁぁっ、せっかくのお風呂イベントなのにーっ!?」

　慎太郎が突っ伏して男泣きを始める。いやあ、日頃の言動の報いだと思うな。

「ラブもお手伝いします！」

「じゃあえふさんも連れて行こう。車椅子を運ぶのを手伝ってくれ」

「はい、了解しました」

「うんうん、みんな一緒にお風呂しようね。じゃあ、そういうことで。男子は好きにシャワーなり水浴びなりしときなさい」

「うおおおっ、オレも行きてぇ！　オレも女子とチャプチャプしてぇ！」

「疚しい事は考えていないとか言った口で、それはどうかと思うよ慎太郎」

　笑顔の康夫が慎太郎を諫いさめている。

　俺は、明里さんを背負ってセンター施設に向かって歩き始めたのだった。




　学校が持つこの野外学習施設の中心に位置するセンターは、駅からも遠くない大きめの建物で、かなり頑丈そうな作りをしている。

　ロビーで本気と別れた遙たちは、女の子ふたりとロボットふたりで温泉を目指していた。

　辿たどり着いた天然温泉の大浴場は、確かに明里の言う通り空いていた。施設本館で合宿中の生徒達は、先生の監視もありロッジより就寝時間を守らされているらしい。

「ほーら貸し切りだ～っ。これなら本気くんも一緒に入れたね！」

「……な、何言ってるんですかっ、会長」

「えー、冗談なのに、真っ赤になっちゃって。遙ちゃん可か愛わいい」

　そんなことを言いながら脱衣場で服を脱ぐ遙たち。

「私は、特に汚れている訳ではありませんし、ここでお待ち致します」

「そんなこといわずに、ラブと一緒にお風呂に入りましょぅ！　温泉も新しい経験です！」

　ラブもえふさんと連れだって温泉に向かう。ラブと違い、えふさんは肌が服に隠れる部分はつるつるで人間の皮ひ膚ふとは違う柔らかな素材でできており、人間と見分けがつかないラブとはかなり違う印象だが、プロポーションのほうはラブよりずっと大人っぽく作られていた。

　四人がガラリとドアを開けて中に入ると、小さな悲鳴が上がった。

「きゃっ、だ、誰ですか!?　もう就寝時間ですよ！」

　黄色い声は、間違いようもない聞き慣れた声だった。

「会長、貸し切りじゃないみたいですね」

「そね」

　そこにいたのは、小こ松まつ崎ざき公恵先生だった。小柄な身体を湯船に沈め、そして手にはビール缶。

　慌てて隠そうとしたのか、却かえって視線を集める羽目になっている。

「キミちゃん……懲りてないなぁ」

「ああっ、そのっ、キミちゃん、今日も一日ご苦労様って自分にご褒ほう美びなんて考えてませんよ？　もう就寝時間だから生徒は寝てるし、先生はキミちゃん以外男の人ばかりだから、絶対見つからないなんて思ってもいませんよっ」

　全部白状している。

「小松崎先生、入浴時の飲酒は心臓に大変負担をかけることをご存じですか？」

「こっこれは、入浴後にビールは美お味いしいだろうなって思ってたら、事故でたまたま自販機のボタンを押してしまって致し方なく……」

　絶賛優等生モードの遙のツッコミに、狼狽うろたえて怪しい言い訳を始める。

「まあまあ、遙ちゃん。キミちゃんにはほんっとお世話になってるから」

　また一枚カードを手に入れた明里がにんまりと助け船を出す。

「いいからお風呂入ろ、遙ちゃん。ラブ、えふさんも手伝って」

「はい」

「はーい」

　と、その時ガラリっと激しくドアがまた開かれた。

「遙～～～～～～～～～っ！　遙っ、遙っ！　こんなこともあろうかと女子風呂を張っていて大正解！　遙とお風呂に入れるなんて、夢のようだわ！　いいえ、遙は判っていたのね。わたしがここにいることを、そして一緒に入りたいと願ってくれたのねっ、嬉しいわ！　いいの、すでに遙の気持ちは伝わっていてよ！　二人でスィートな世界に行きましょう、全裸で！」

　まくし立てたのは、新聞部の宮武富とみ子こだった。脱ぎながら飛び込んできたらしく、着衣が中途半端に乱れていて、そして手には自慢の一眼レフが掲げられている。

「富子、なぜだか私には貴女あなたが盗撮をもくろんで女子風呂を見張っていたように思われてならないわ、富子。たとえ女同士でも許しなしに撮影、それも裸体では、犯罪として庇かばいようがなくてよ、富子。今すぐカメラを排除しないと、訴えなければならなくなるわね、富子」

「ああっ、超ク～～～～～ル！　カメラはわたしの一部なのよ、遙ぁっ！　親友なら判ってくれるわよね！　で、富子って呼ばないでー」

「どこら辺が一部と言えるのか、聞くだけ無駄よね、富子。小松崎先生、被疑者には明確な犯罪意図があると思われますがいかがでしょう？」

「ごめんなさ～～いっ、カメラは脱衣所に置いてきます！」

「その前にデータを調べた方がいいと思います、先生」

「ううう、絶好調にＳ……そんな遙が好き……っ！」

　そんな騒ぎもなんとか収まり、みんなで湯船に身を沈める。

「……ふう」

「えふさんはお風呂に入らないのね。例の、夜のサービスをしてもらいたかったのになー」

「富子もいるので念のため。それに富子だけでなく覗かれる可能性がないとは言えません。ですからえふさんには、脱衣所で覗きが現れないか見張ってもらっています」

　宮武を意識して小声で遙は答える。

「ちぇー。遙ちゃん、警戒しすぎだよ」

「部長さん、えふさんの代わりにラブがお背中流しますよ」

「うん、是ぜ非ひとも！　いいなあ、ラブちゃんの肌、すべっすべで。おっぱいも可愛いかたちだし。それで『当ててんのよ』をやってくれる？」

「えっと……部長さんの背中に胸を当てればいいんでしょうか。でもラブ、そうする目的がちょっと判らないんです」

「覚えておくと良い萌え技だよ。さっきここに来る時に、あたし、大河原くんに胸をぷにゅーっと当ててたでしょ？　あれが『当ててんのよ』っていう萌え技」

「部長っ、それはセクハラ、パワハラですよ！」

「おおっ、遙ちゃんも素敵なおっぱいだねえ。ぐふふ……揉ませろ」

「きゃあんっ!?　なっ、なにするの明里お姉ちゃんっ!?」

「はっ、遙っ！　なにこれ、お約束？　うらやましすぎる！　わたしもわたしも、遙ぁぁっ！」

　パコーンと宮武の額に風呂桶おけがクリーンヒットした。




「つつぬけなんですけど……」

　いたたまれなさを胸に抱き、俺は小さく呟つぶやいた。

　俺、大河原本気一個人の名めい誉よのために言っておくが、決して彼女達と一緒に入浴しているわけではない。俺は男湯に浸かって彼女達が湯から上がるのを待っているだけだ。

　なぜなら俺には、明里さんを背負ってロッジまで戻るというミッションが残っているからだ。

　それにしても……男湯と女湯を隔へだてる壁一枚が、これほどまでに無む慈じ悲ひとは。

「遙ちゃんの肌、すっごいすべすべ。なんでこんなにすべすべなわけ？　やっぱり大河原くんが作る食事？　それとも何か特別なケアしてる？」

「むぅ……なにか憎いです。十代だと思って調子づくなって感じ。でもってお手入れ方法教えて久遠さん」

「特別なことは何も……やだっ、なんてところを触ってっ、やんっ、やめてください、会長！」

「なるほど……お風呂でそうすると、遙さんが喜ぶのですね。ラブ、覚えました」

「ちょっ、ラブ、私は喜んでないから！　あと覚えなくていいからっ！」

「は、遙、そうなのね、そこがポイントなのね。ハァハァ、遙を満足させてみせるわ！」

「富子、キモいからハァハァしないで！」

　聞き耳を立てずとも聞こえてくる女の子たちの声を遮しや断だんするように、俺は湯船の底深くへと身を沈めたのであった。
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　温泉から帰ってきて、俺はラブ達と分かれて男部屋に戻った。

　深夜のロッジは虫の音もない静寂に包まれ、微かに開いたカーテンの隙すき間まからは月明かりが差し込む、そんな蒼い夜。

　俺は、ひとり更に夜更かしして、家から持って来ておいたあるものを組み上げていた。

　部品は細かいけれど大きくはない。複雑な駆動系と制御系を構築する必要はあるけれど市販品をベースにしているし、丁てい寧ねいに作ればそれなりに確実に完成するはずだった。

　みんなが眠ってから、こっそりと作業するのは少し大変だけど、サプライズを演出したい。

「むにゃむにゃ……もうおなかいっぱい……おっぱいでいっぱい」

　強欲にも一度に三大欲求を得ているらしき、慎太郎のピンク色の寝言が聞こえる。

「み、認めないっ！　僕の女装なんて絶対に認めないっ！」

　わりと深刻そうな夢に魘うなされている康夫の寝言も。

　でも、それに混じって、規則的な音が聞こえてくる。

　とんとん、ととん、とんとん……

　窓ガラスが細かい音を発しているのに気付いた。これはモールス信号だ。二人を起こさないようにそっと窓辺に近付くと、カーテン越しに懐中電灯の明かりが見えた。その持ち主が遙だと言うことはすぐに判った。俺は、慌てて、それでいてこっそりと遙の元に向かう。

「ごめんね。寝付けなくて」

　俺が駆けつけると、遙は少しだけ恥ずかしそうに微笑んだ。月明かりが遙の顔を浮かび上がらせていた。その美しさに一瞬絶句する。

「もしかして、起こしちゃった？」

「いや、俺も寝てなかったから。眠れなかったのか？」

「……マジくん」

　言い終わらないうちに、とすんとなにかが胸に当たった。外の暗さに慣れはじめた目に遙のつむじが映る。家にいる時とは別の、女の子らしい甘酸っぱい香りが鼻び腔こうに届く。

「……マジくん、明里お姉ちゃんをおんぶしちゃってさ。それはしょうがないんだけど、やっぱりぎゅってできないと寂しくて、良く眠れなくて……エネルギー補給したかったの」

　俺に抱きつくのはいつものことだけど、満天の星空の下で抱きしめられると、なんだか普段と違った感じがする。そうか、シャンプーがいつものと違うから、こんな良い香りがするのか。そんな事でも考えていないと爆発しそうなくらい、俺の心臓は高鳴っていた。

「……いっぱいチャージしないと、きっと明日も眠れなくなるから……だから」

　遙の体が一層密着する。背中に回した遙の小さな手は、シャツをしっかりと握っていて放さない。月明かりを受けて遙の髪がキラキラと輝くのを見つめながら、俺は逡しゆん巡じゆんしていた。

「遙……」

　俺がしっかりと抱きしめれば、遙はもっと安心するのだろう。しかし、そうしたい気持ちと、それをしてはいけないような気持ちが俺の中で交こう錯さくして、俺の両手は中途半端なところで動きを止める。なんだか、今、それをしてはいけない気がするのだ。

　前へも後ろへも進めない状態でいると、微かな物音が聞こえた。遙ははっとなって俺から身体からだを離すと、辺りを見回す。じっと目を凝こらしてみると、ロッジの玄関近くに人影が見えた。

「……誰？」

　声を掛けると、人影がびくんと跳ねるのが見えた。

「あの、ラブです……ごめんなさい、マスター、遙さん」

「なんだ、ラブか。……驚いたよ」

　遙に抱きつかれてドキドキしていた胸が、驚きで別の動どう悸きになっている。遙はラブだと判って安心したのか、その場に座り込んでしまった。

「驚かせてごめんなさいです！　ラブ、遙さんがお部屋から出るのに気付いて、お手洗いかなって思っていたのですが、なかなか戻って来ないので……心配になってしまって……」

　ばつが悪そうに指先を玩もてあそびながら、ラブはここへやって来た経緯を告げた。

「そう……私が部屋を抜け出した時、ラブは起きていたの？」

「いいえ、物音に気付いてスリープを解除しました」

「……そうなのか？」

「はい、マスター。遙さんのエネルギー補給だって判らなかったので、うっかりお邪魔してしまいました。ラブ、もっと気を遣えるようにならないといけません」

　ションボリとしてしまったラブに、立ち上がった遙は手を差しのべた。

「そこは気にするところじゃないと思うよ。だってラブは私を心配してくれたんだもの。変に気を遣われるよりずっといいわ」

「そうですか……えふさんはちゃんと命令通りスリープのままだったのですが、ラブ、余計なことをしたみたいです」

　申し訳なさそうなラブは、俺たちの邪魔をしてしまったと思っているらしい。

　ラブは、えふさんの前では遙が俺に甘えないようにしていることに気付いているのだ。

　０ラブシステムは、どうも実用的じゃない部分からばかり学習している気がする。そのお蔭かげで、えふさんに俺と遙が子どもの時と変わらず兄妹みたいに過ごしているとばれずに済んでいる。

　遙みたいな人間になりたい、といったロボット少女が健けな気げに思えて、俺は微ほほ笑えむ。

「ラブ、ありがとう。遙を心配をしてくれんだろ？　邪魔したとか考えなくていいよ」

「そうよ、ラブ。ほら、今なら誰も見てないから、一緒にぎゅーってしようよ」

「え……いいんですか、ラブもぎゅーっとして」

「ラブだって寂しかったんでしょ？」

「えっと……はい、寂しかったです」

「じゃあ私の気が変わらないうちに、一緒にぎゅーってしようよ。ね、ラブ」

「ちょっ……わわっ、やめろって、こんなところを誰かに見られたら……」

「マジくん、ぎゅーっ！」

「ラブもっ、ぎゅーっ！」

　月光が蒼く照らす森の中、美少女ふたりに抱きつかれた俺はかなり不思議な状態だった。

　その時、ふっとラブが何かに気付いた。

「……あれ？　これは何ですか？」

「あ……」

　ラブが見つけたのは、俺の服にくっついていた小さな電子部品だった。

「これは……小型ロボットの制御チップです。マスター、どうしてこんなのを……」

「……マジくん、それ、どういうこと？　ラブは特別だけど、遙はロボット、嫌いなのに小型ロボットって……」

　――まさかこんな形でバレるとは思わなかったなぁ。

「い、いや……完成するまで、内緒にしてようと思ってたんだけどさ……」

　俺は、部屋に戻ると作りかけのそれを見せた。

　二人の反応は正反対だったけど、少なくとも、俺の気持ちは伝わったと思うんだ。




　翌朝、俺はみんなにもそれを公開した。

　遙とラブにばれた以上、もう隠している意味はなかったから。

「実は……これを作ってたんだ」

　俺が大部屋に持ってきたものを見て、みんな歓声をあげた。

「これ……ロボットか!?　かなり小型だけど……」

　興味津々に覗き込むロボロボ部のメンバーたち。

　しかし、そこに何か見慣れない……というか見慣れすぎている人がひとり混ざっている。

「ふむ。少し型は古いが、ペット型ロボットのシャーシだな。人型ロボットほど複雑な機能はないが、その分ホビー用のキットもたくさん売っている。かなりオリジナルな構造をしているな。本気が設計したのか……ふむ。悪くない」

「……ゆ、勇希姉！　ど、どうしてここに!?」

　驚く俺。遙たちも目を丸くしているが、えふさんの淹いれたコーヒーを飲みながら当然のように座っている勇希姉はいつも通りの茫ぼう洋ようとした表情のままだった。

「どうしてももなにもない。えふさんとの通信が途絶えがちになっていることが気になっていたのだが、昨夜、やっと回線がつながってここにいることが判ったのでな。流石さすがに気になって見に来たのだ。こんな山奥にいるとは驚いたよ」

　そう言われてみれば、えふさんは勇希姉に許可を取るため連絡したが、俺は行き先を伝えていなかった。ネットが繫つながらないとは思ってもみなかったからなぁ。考えたら高級車十台分と言われる高価なロボットと、連絡が取れなくなったのはまずかったかもしれない。昨日、センター施設にいったから回線がつながったんだろう。

「ご、ごめん、勇希姉」

「うむ、連絡がなかったのは問題だ。しかしこの生活環境を移す実験は興味深い。これは０ラブシステムの挙動を知るよい手がかりになるだろう。私もこれから参加させてもらう」

　こともなげにいう勇希姉に一番びっくりしているのは遙だった。

「え……合宿に参加するのですか、勇希さん？」

「なにも心配することはない、遙さん。着替えや洗面用具は持って来ている。食料やおやつも自前で用意してあるし、合宿最終日まで滞在する許可も小松崎教諭から取ってある」

「そ、そうですか。でしたら、問題ないですね」

　勇希姉に、遙は優等生の仮面を付けたままで頷いた。勇希姉が滞在するとなれば、遙は今まで以上に優等生の仮面を脱げなくなる。

「女子が増える事に異論はないです。むしろマジの姉ちゃん大歓迎っす！」

「制御系プログラムについて教えて頂けると嬉しいです、勇希先輩」

　一方の慎太郎と康夫は大歓迎ムードだ。勇希姉は頷うなずくと俺のロボットに歩み寄った。

「我が愛いとしき弟よ、これは、猫になるのか？」

「う、うん……」

「ふむ。情じよう緒ちよ的だが、悪くない。本気がロボットを作るのを見るのは久しぶりだ」

　勇希姉は、なんだか嬉しそうだった。あまり表情は変わらないけれど。

　家事が好きだから、と理由をつけて、家から遙の嫌いなロボットを遠ざけてから、そして家族がどんどんバラバラになって以来、俺がロボットに関わる事は無かった。

　なのに家族崩壊の象徴であるロボットが、逆に家族のように感じられ始めたのは、つい最近だ。ラブと、そしてえふさんのお蔭かもしれない。

　もうひとつ、ラブを成長させてくれた猫。ビートが来て、帰って行ったこと。

　寂しそうにしているラブと……そして寂しいのを隠している遙を見て、なぜか俺も、ロボットをつくってあげたいと思ったんだ。二人の為に。でも口に出してはこういった。

「まあ、ね。たまたま材料が余ってたからさ」

　俺の照れ隠しに、遙はぷい、と横を向く。

「マスター、猫さんのロボット、早く抱っこしたいです！　ラブにもお手伝いさせてください！」

「い、いや、ラブはキャンプじゃないとできない経験を積んでくれよ。このロボットは俺がひとりでも作れるからさ」

「んー、そうかなあ。制御チップのプログラム、結構不足がある気がするなー」

　俺の作った制御系をノートＰＣでチェックしていた康夫がイタズラっぽくいった。

「そうねぇ。あと、この外観、猫っぽくないよね。このままだと、ダンボール貼り付けたみたいに味気ない感じにならない？　せめて、フェイクファーで飾るくらいしないと、もふもふできなくて猫のありがたみ半減って気がするなー」

　康夫に続いて、しかも同じような口調でいうのは明里さんだ。

「そーだそーだ。猫カフェは大変エロい癒いやし系として評判だぞ！　肉球がぷにぷにでなければ猫にあらず！　よって、このロボットは欠陥品だ！」

　慎太郎、オマエの言い分はさっぱりわからん。まだ完成してないし。

「……ま、つまり、こんな楽しそうなこと本気くんひとりでやらせるわけないじゃん！　ロボロボ部の総力を結集してこの猫ロボットを完成させるわよ！　合宿の目標ができたわね！」

　ご機嫌になる明里さん。いや、それだと合宿よりガレージの方が楽だったんじゃ……

　工具も、いつも俺が持ってる工具箱しかないし、大事になるといまいち不安だ。

「ふむ。ならば私が持ってきた機材を提供しよう」

　そう言うと、勇希姉はいつもの白衣をばっと開いた。俺は思わず真っ赤になってしまう。

「なっ、ね、姉さんっ!?　なにしてるの？」

「……馬鹿者。妙な妄もう想そうしてないでよく見ろ」

　勇希姉の白衣の下には、ところ狭しと工具類がささっている。しかも、合成皮膚の原料になるゲル状素材なんかもふんだんに仕込まれていた。

「人型ロボットの補修用具だ。まあ、猫くらいのサイズならこの部品を使えば相当グレードをあげられる。我が愛しい弟よ。お前の才能、見せて貰おう」

　……あの、そんな大げさな話じゃないんですけど。

「じゃあやるわよ！　みんなで役割分担するわよ！　食事当番も交代制にするからね！　ロボット作る班と、山菜採りに行く班と……」

　いきなり仕切り始めた明里さんは妙にイキイキしている。

　勇希姉もなぜかいきなり溶け込んで康夫あたりとロボットについて語りあっている。

　なんだか、この猫ロボットを作る合宿に来たみたいになってしまった。

　俺は、まあそれもいいかな、と思いつつ作業を始めたのだった。




　こうして合宿はいきなり忙しくなった。

　ラブは色々と経験させたいということで山菜採りの方に行くことになった。慎太郎と、意外にも勇希がそちらに行っている。

　えふさんと遙は、明里の指示の下、シャーシに部品を埋め込んでいる本気と康夫の隣で猫の外装になる可か愛わいらしいフェイクファーを切り貼りしつつ、勇希から貰ったゲルでロボットの神経と繫つなぐ準備をしていた。遙はロボットの皮膚パーツを成型しながら、周りが目に入らない様子で没頭する本気をちらりと見た。

　真剣な顔。胸がきゅんとしてしまうほどまっすぐな表情。

　愛用の工具を確認もせずに次々と持ち替えて細かい作業に集中している。

　あんなになにかに没頭するマジくんを見たの、いつからぶりだろう。ラブがやって来てから、何度か見たような気がするけれど。それでも私に気を遣ってくれているのは判っていた。

　やっぱりマジくんは本当はロボットが好きなんだ。私がロボットが嫌いって言ったから、合わせてくれているんだ。それは判っていたはずなのに、私はロボットを拒み続けてきた。

「……もう……マジくんのバカ」

　心の底から溢あふれ出した遙の小さな呟つぶやきは、誰にも届かない。

　マジくんが「こうしたい」って言ってくれたら、遙は何でも言うことを聞けるのに。

　先に遙の気持ちを聞いてくれる優しいマジくんだから、逆にいろんなことが上手くいかないんじゃないかと八つ当たりめいたことまで思ってしまう。

　遙の隣では、黙々とえふさんが作業していた。正確な手つきはさすが精密機械だ。

　ふと気になって、遙は口を開いた。

「えふさんは……キャンプ、楽しい？　ここに来てよかった？」

「質問の意味が判りません。私の行動はマスターの指示で定められています。優先度はあったとしても、私に善し悪しの判断はありません」

　間かん髪はつ容いれぬ、冷静な回答。そうだろうな、と頷うなずく。

　言うことを聞く、というのはそういうことなはずだ。判断を委ゆだねてしまうこと。

「……だから、遙もロボットになりたいんだけどな」

　本気にとって、一番大切な存在でありたいから、本気のいうことをなんでも聞いてあげたいのに、どうしてそれがこんなに難しいんだろう。

　遙はもうじき縫ぬい終わりそうなフェイクファーの外装を見つめる。

　ロボットが嫌いで、ロボットになりたい自分が作っている、ロボットの一部。

　なんだか皮肉な状況だ。

　それでもこれは、本気がビートがいなくなって寂しがっている遙とラブのために、作ってくれているロボットだ。だから、遙は懸けん命めいに指を動かす。本気の気持ちを嬉しく思いながら。




　順調にロボット製作は進み、合宿も終盤も迎えようとした夜のことだった。

「なんだ？　キャンプファイヤーはやらないのか？　火を取り囲み、マシュマロを焼くのが当然だろうと思い、こうして購あがなってきたというのに」

　夕食後、マシュマロの袋を抱えた勇希姉が抗議を始めた。

　初日に起こした火事未み遂すい事件を説明すると、憤ふん懣まんやるかたなしといった面おも持もちでいる。

　というか、勇希姉がキャンプファイヤーでマシュマロを焼くのを楽しみにしていたとは驚きだ。もしかするとラブの観察なんかじゃなく、純粋に楽しみに来たのかもとすら思う。しかし、慎太郎と同じ内容を言い出すというのはいかがなものか。

「ならば、人目を憚はばからず川遊びが出来る絶好の場所を教えよう」

　勇希姉は弟の俺でもよく判らない無表情さで次の提案をする。やっぱりああ見えて楽しみにしていたのかもな。

「勇希さん、もしかしてあの場所……ですか？」

　なぜか若じやつ干かん引きつった笑いを浮かべた明里さんが、おそれながらと切り出した。

「うむ。戦国時代の合戦場跡だそうだが、ほたるが飛び交う良い場所だ。誰も近付かないから人目もない。川沿いだから火の始末にも困らない」

「えーっと、あたしは遠慮しときます、はい。車くるま椅い子すで行くのは大変そうだし、あそこはたしか、立ち入り禁止ですから。花火とかの方が良いかな～って」

　明らかに嫌がっている様子で、明里さんの車椅子がバックして行く。

「立ち入り禁止は幽霊出没の噂うわさから端を発した、強制力のないものだ。まさか落ち武者の幽霊が出るという話を信じているのか？　そんな非科学的なものは存在しない。動物の亡なき骸がらなどから発生した燐りんが自然発光したのを幽霊と見間違えただけだろう」

　勇希姉の説明に、愛すべきロボロボ部のメンバーは完全沈黙した。

　幽霊の科学的根拠はともかく、そんな噂うわさがあって、なおかつ立ち入り禁止になっている場所が安全とは思えない。それに、いつもならノリノリで行きたがりそうな明里さんが、あからさまに怯おびえているのも俺たちの恐怖心を無駄に煽あおる。

「あの、勇希さん。幽霊は問題ないとしても、こんな時間から街灯もない山奥へ向かうのは危険だと思います。危険な動物との接触も考えられますし、携帯電話が通じない場所で何か事故があっても助けが呼べません」

　遙が毅き然ぜんとした態度で勇希姉の提案に反論し始めた。

「まさか遙さん、キミも幽霊を信じているわけではないだろうな？」

「もちろん信じていません。先ほど申し上げたとおり、事故やトラブルが起きた際に小松崎先生をはじめ、他の学生にも迷惑をかけることになります。私は風紀委員としてそれを避けたいだけです」

「ふむ、なるほどな。それは遙さんの立場上、容認はできないのだな」

　こくりと頷いて見せた遙だが、足が小刻みに震えていた。やっぱり怖かったのか。

「ではこうしよう。ロッジの前に水を張ったバケツを置き、火の取り扱いに万全を期しての花火だ。それなら小松崎教諭も安心するだろう。えふさん、水を張ったバケツを用意しろ」

　みんなの意見を聞くこともなく、勇希姉はさっさと仕切ってしまった。

「わーい、ラブ、花火初めてです！　勇希さま、ありがとうございます！」

　嬉しそうなラブを見て、勇希姉は茫ぼう洋ようとした顔で頷く。

「うむ。君の０ラブシステムにとっては何事も経験値だ。初めてはいいことだと言えるな」

　ふたりは率先して準備を始める。

　何だかんだ言って、勇希姉は俺たちの合宿を盛り上げようとしているらしい。




　そしてささやかな花火大会を楽しむことになった、数十分後。

「あのね、あんまりうるさいことは言いたくないんだけれど」

　俺たちロボロボ部はもちろん、ラブ、えふさん、そして勇希姉までが正座をさせられ、涙目になった公恵先生に説教をされていた。

「だって、派手にやるから『その花火に点火！』ってえふさんに命令を無茶出しした人がいたから……誰とは言えないけど」

「俺？　俺のせい？　でもまさか全部まとめて火を点けるとか想像できないっしょ、ジョーシキ的に考えて！」

　慎太郎が困惑したように呟つぶやく。

「申し訳ありません。プログラム外の内容でしたので指示をそのまま実行してしまいました」

　えふさんが実直に『花火に点火する』という命令に従った結果、束ねたすべての花火に点火したのだった。もしもその花火が情じよう緒ちよたっぷりの線香花火であれば、一足早く過ぎゆく夏を惜しむイベントになっただろう。しかし、慎太郎がえふさんに渡したのは、あろうことか二十連発の打ち上げ花火だった。

　一斉に点火された二十本の打ち上げ花火は、見事に合計四百発の火の玉を打ち上げることになった。しかもえふさんが手に持ったままで、曳えい光こう弾だんをばらまくような有様だった。

　人体に火の玉が当たると危険だと判断したえふさんが、危険範囲から遠ざかっての着火だったため、俺たちに危険はなかったが、派手な見せ物にはなってしまった。

　そしてまたもや公恵先生に騒動を発見されてしまったのだ。

「あなたたちになにかあったら、キミちゃん、泣いちゃうんだから……ぐす……」

　すでに泣いているし。

「そうだ先生、一緒にお風呂はいろ。ね、あたしたち、みんなたっぷりと反省してるから。お詫わびに背中流しちゃいますよ～」

　慰める状況と立場ではないはずだが、えぐえぐと嗚お咽えつする公恵先生は子供のように頷いている。明里さんはこれで事件をうやむやにする作戦だろう。

「ふむ。ネットがない状況だとメモリー内のデータでは弾力的な運用が難しいのか。確かにこれは０ラブシステムと比較して現行のシステムが劣ってる点かもしれない。だが新型は最初から衛星回線が搭とう載さいされているものが多いと考えると、既に解決済みの問題か……」

　勇希姉は正座したまま、えふさんの行動を分析している。

　こうして大騒ぎの末に、合宿の夜は更けていくのだった。




「よしっ、制御系プログラムはこれでいける！　行動パターンについてはまだ少ないけれど、追々増やしていけばいいだろう」

　合宿もいよいよ終わりに近づき、猫型ロボットが完成した。外装は遙とえふさんが作ってくれたフェイクファーで覆おおったことで、ずいぶんと猫らしい雰ふん囲い気きになっていた。

「自分で作っておいて言うのもなんだけど、あんまり可か愛わいくないかも」

「いや、オレは可愛いと思うぞ？　ヒョウ柄の仔猫っつーのはアレだけど、あり合わせの材料で作ったんだから仕方がないって」

「うん、僕もとても良くできてると思うよ、久遠さん」

「私も同意だ。やたらとリアリティを追求した外装よりも好感が持てる」

「すごいね、遙ちゃん。勇希さんが褒ほめるなんて珍しいからね」

　わいわいと盛り上がる中、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている者が約一名。

「うん？　どうした、ラブ？」

　ラブはふるふると肩を震わせたかと思うと、マスコットを指差した。

「ビートさんですっ！　すごいですマスター、ビートさんみたいです！」

　きゃあきゃあと歓声を上げて飛び跳ねるラブ。ラブがここまで喜ぶとは思っていなかっただけに、胸の奥にジンと来るものがある。

「じゃあ、早さつ速そく起動してみよう」

　ＰＣに繫つないでいたケーブルを取り外すと、猫ロボットは自立動作を始めた。その途端に俺以外の全員から歓声が上がった。

「ふむ。さすが愛いとしき我が弟。駆動系も良く出来ている。猫の動きもよく再現されているな」

「すげぇなマジ！　猫と全然変わらない動きじゃねーか！」

「幼児の情操教育用に猫型ロボットがあるけど、まるで別物だね」

「伸びをしたり、あくびをしたりするんだ。外装がラブちゃん並みなら本物の猫に見えるね」

　みんなが絶賛する中、猫ロボはちょこちょこと走り回ったり、足元に擦すり寄ったりする。可愛らしい鳴き声を上げると、みんなの顔が綻ほころんだ。

「ボールを転がすとそれを追ったり、猫じゃらしに反応するようにしてあるんだ」

　テストを兼ねて、ボールを投げてみる。猫ロボは『にゃあ』と小さく鳴くと、無邪気にボールを追いかける。

「初期設定で、ここにいるメンバーの声にだけ反応するようにしてある。盗難防止の意味で、他の人が話しかけても回避行動を取るようにしてあるんだ。あとはＧＰＳで居場所を確認出来るし、Ｗｉ‐Ｆｉを使って携帯電話の代わりに通信することも出来るんだ」

「も、本気くん……呼んでもいい？」

「名前は設定してないけど、遙の声で反応するよ」

「うん……おいで」

『あまり可愛くない』と言っていた遙だが、猫ロボットの動きを見て気が変わったらしい。可愛いものを見つめる時の表情を浮かべて、遙は猫ロボットに声を掛けた。

　にゃあん、と甘える声で鳴いた猫ロボは、遙の膝に飛び乗る。そして、すぐにゴロゴロと喉のどを鳴らし始めた。

「きゃあああんっ、かっ、可愛すぎる～っ！」

　優等生の仮面が吹き飛んだらしく、遙が歓喜の声を上げた。

「あ、あのっ、ラブも……抱っこしたいです」

「うんうん、ほら、抱っこ」

　遙は大切そうに猫ロボをラブへと渡す。もちろんラブの音声パターンも記録してある。

「うわあ、ふあふあしてて、柔らかいです！　ビートさんと同じです！」

　遙もラブも、猫ロボに大喜びだ。

「うむ、たしかに可愛いな。私にも抱かせてみろ」

　ぴゃんっ、と小さく警戒の鳴き声を漏もらした猫ロボは、勇希姉から逃げるように、隣の部屋へとすっ飛んでいった。

「……じ、じつに良く出来ているな、我が愛しき弟よ。きっと回避テストのために私の音声データを登録しなかったのだろう、うん。さすがは大河原本気だ」

　猫ロボットに逃げられて肩を落とした勇希姉に、みんなが一斉に吹き出した。ごめん勇希姉。勇希姉の音声は単なる登録忘れでした。ちゃんとしとくからね。

「これはすごいわ、大河原くん。ロボロボ部の重大発表になるわ。センターに下りていって、よその部にお披ひ露ろ目めしようよ」

　明里さんは、膝の上にちゃっかり乗っているマスコットに上機嫌だ。

「あはは、連れて行っても逃げ回るだけですって。声に反応して回避行動するわけですから。まあ運動能力の実測は出来ますけど」

　褒ほめられて嬉しいけど、このロボットは遙とラブのために作ったのだ。

「あれ。お空が暗くなってきましたよ、マスター」

　ラブに言われて窓の外を見た。厚い雲が施設の上空を覆おおう様に垂れ込めて、遠くの雲には稲光が走っているのが見えた。

「こりゃあ一雨来そうだな」

　携帯電話で天気を確認しようとする慎太郎だが、ネットに繫つながらない事に気付いてそのままポケットに戻す。

「まあ、テント生活じゃないからそんなに気にすることはないっしょ」

　明るく笑い飛ばした明里さんだったが――事態は俺たちが予想しない方向へ向かっていた。




　風が強くなってきたらしく、ロッジの窓ガラスがガタガタと音を立て始めた。雨はまだ降ってはいないが、そのうち降り始めそうな雲行きだ。

　外へ出る用事もなく、今まで通りに部活動をしていると、ロッジ間を繫ぐ内線電話が鳴った。

「はい、ロボロボ部です」

　手が空いていた遙が電話に出た。そういえば内線が鳴るのは初めてだ。

「小松崎先生？　はい、はい……判りました」

　遙の対応を聞いていた全員が、何事かと顔をあげる。

「どうしたんだ、遙？」

「台風が接近してるから、念のためセンター施設に来るようにって」

　あれ？　ここに来る前に見た天気予報だとそんなこと言ってなかったけど……

「先生、かなり慌ててたよ。大丈夫かな」

　そう言われて眺めた窓の外には、確かに不吉な雲が猛スピードで流れていく。

　強くなりはじめた風に周囲の木々が揺れて、少し不安な気持ちになる。

「……うーん、急いでセンターに向かった方がいいかもね」

　明里さんの言葉にみんな頷いた。一斉に動き出すと、荷物をまとめ始める。

「ふむ。昨日のうちに花火をしておいてよかったな。これも私の先見の明だ」

「さすがです、勇希さん！」

　そんなのんきなことを言ってる勇希姉と康夫。ラブは、少しだけ不安そうに俺の腕を摑つかんだ。

「あの……ラブ、台風って初めてなんですけど、大丈夫なんでしょうか？」

「はは、まあ、たぶん大丈夫だよ。今日は、センターで経験値を溜めような」

　俺は励はげますようにラブの頭を撫なでた。

　この時には、まさかこの後あんなことになるなんて思ってもみなかったから。














第五章　嵐の夜の奇跡









　薄暗くなった空からは雨が降り始めた。まだパラパラ降っている程度だが、何より風が強い。

　公きみ恵え先生からの電話の後、俺たちは揃そろって窓から空を眺めていた。

「うわー、なにこれ。まだお昼だっていうのに夕方より暗い感じー」

「これが台風なのですか？　ラブ初めてなのです。暗くて風が強いです」

「ロボ子、教えてやろう。台風はすごいぞ、屋根が吹き飛ぶんだ。ロボ子だってあっという間に吹き飛ばされるなっ！」

「えっラブ、吹き飛んでしまうですか？」

「怖いだろう？　だからしっかり『お兄ちゃん』にしがみついていなさい！　いて、いててっ、痛いです、部長！」

　ドスドスドスッと明あか里り部長の杖が慎しん太た郎ろうを殴なぐりつけている。

「何、よこしまな脅ししてんのよ。それどころじゃないっつーの。さっさと出かける用意よっ。とりあえず、全員一泊程度の着替えと大事な物だけ用意して。多分今晩は施設泊まりだから」

「センター施設に集合なんて大げさじゃないかな？　まだ取り終わってないデータもあるし、できれば雨の中移動なんてしたくないんだけど……」

「ここは山だから、暴風雨の影響を受けやすいのかもしれない。ロッジに残して生徒を孤立させる羽目にでもなったら、引率者として大変な問題になる。大げさで当然だろうな。唯一の大人として私も台風が過ぎるまで避難することを勧めるよ。これは大きそうだ」

　康やす夫おがなおも空を見上げながら言うのに、勇ゆ希き姉ねえが答える。

「はい、勇希先輩。もちろんです。さあ、さっさとセンター施設に行こう！」

　……いいんだけどさ。なんだろうこの手のひらの返し方。

「傘は風が強いから止めた方がいいですね。ロッジの備品にカッパがあったわよね」

「ラブ、持ってきます！」

　遙はるかが言うのに、ラブが張り切って答える。

「えふさんも頼む。施設にもあるだろうけど、念のため避難用の資材を集めてくれ。あまり重くなりすぎない程度にまとめてくれると有り難い。本もと気きたちが持ちやすいからな」

「了解いたしました、マスター」

　ラブと、それに勇希姉に指示されたえふさんが備品箱を開けて用意しだす。

「必要なのはカッパと懐中電灯ですね。ロープも持ち出すべきでしょう。万能ナイフも非常時には必要とされることが多いです。それとビニール袋が役立つそうです」

　えふさんの説明に、ラブが真剣な顔で頷うなずいて荷造りしていく。

　明るい色彩のカッパを着て、小さな荷物を持って俺たちは入り口に集まった。

「うわっ！」

　ドアを開けた途端に強い風が吹き込んで、俺たちの着たカッパを膨ふくらませる。

「うぷっ、ホントにすごい風、それに雨も強くなってる。台風……来ちゃうんだ」

　立ちすくんで、外の景色の変わり様を見ている遙が不安そうに呟つぶやく。

「すごい風です！　ラブ吹き飛ばされちゃうですか？」

「飛ばされません。現在の風速は秒速16キロメートルです。ラブさんの体重を吹き飛ばす程の風力ではありません」

「ホッとしましたー。ありがとうございます、えふさん」

「ですが、10分前に確認した時より２キロメートル速くなっています」

「えっ、それってどんどん風が強くなってるってことですか？」

「衛星画像を確認できません。推測で良ければ、可能性は高いと思われます」

「急いで降りる方がいいと言うことだな」

「ですね、勇希さん。ごめん大おお河が原わらくん、またおんぶをお願いできるかな？」

「もとよりそのつもりです。しっかり摑つかまってくださいね」

　車くるま椅い子すの前に膝をついて背中を向ける。明里さんの腕が俺の首にからまり、

「迷惑かけてごめんね……」

　と小さな声が聞こえた。らしくもなく殊しゆ勝しような態度に俺は首を振る。

「とんでもない。生徒会長ですからね。センターについてからが明里さんの出番ですよ」

「ふふっ、任せといて。パニックなんて起こさせないから。なんたって、美人だけど恐いって評判の書記ちゃんも一緒だしね。頼りにしてるわよ、遙ちゃん」

「え、ええ……はい、頑張ります！」

　いきなり勢いを増した風雨にすくんで青ざめていた遙が、明里さんの言葉で血の気が戻る。

　やっぱり明里さんは人の使い方が上う手まいと思う。同時に、背中にとても大切なものを預かっている気がして、俺はしっかりと柔らかい身体からだを背負い直した。

「えふさん、ラブ、車椅子に避難用荷物を載せて、二人で運ぶんだ」

「はい、マスター」

「了解致しました。本気様」

　準備が整うと俺たちは雨と風の中に歩き出す。

　――たった10分の距離がこんなに長く感じるなんて。

　あっという間に雨が強くなる。後ろを振り返ると、ロッジの周りの木々が今にも倒れそうにしなっていた。早めに出てこなかったら危なかったかもしれない。強くなる風から明里部長を守るように、俺の両脇を康夫と慎太郎が支えてくれた。

「見失わないようにみんな接近して歩いてくれ。いざとなったらロープで全員繫つなぐ」

　そう勇希姉に宣言されてしまうほど、雨で視界が悪くなっている。

　幸い非常時用のカッパは、見づらくなった視界にも目立つ蛍光色で、ロープで繫ぐまでもなく倍以上の時間をかけて、俺たちはセンター施設に辿たどり着いた。

　風はますます強くなり、もはや暴風雨と呼ぶべき勢いになっていた。

　辿たどり着いた俺たちを、既に集まっていた他の部活動で合宿していた生徒たちが迎えてくれた。

　その人ひと垣がきを縫ぬうようにして、一際背の低い女性が前に出る。

「あっ、マジく～ん！　良かった、無事みんな辿たどり着いたーっ！」

　公恵先生だ。手足をばたばたさせて喜びを表現している。大げさだなぁ。

「いくらなんでも、10分程度の距離で遭そう難なんしませんよ」

「とんでもない！　するときはするんです！　夏だからまだしも、冬の吹雪ふぶきなんかだと、１メートル先だって見えなくなっちゃうんだから。勇希さんも引率ありがとうございました」

　めっ、という顔で俺を睨むと、勇希姉にペコリと頭を下げる。立派に先生している。

　なんか普段が普段だけに、こういうしっかりしたところを見るとなんか照れるなぁ。

「とにかく着替えしちゃってください。ロボロボ部用に部屋を用意しましたから」

「ロボロボ部用の部屋で着替え、それはつまり……ぐふふふふ」

「男女は別に取ってますよ、慎太郎くん！」

「ガッカリ!!」

「するなよ」

　と思わず突っ込んでしまう。余裕だな、慎太郎。

「さっ、バカは置いて着替えしよっ！　で、あたし達は生徒会のお仕事だっ」

「そうですね、会長……あ」

「遙っ、遙、遙～～～～～～～～～っ！　無事だったのね！　ああっ、びしょ濡れの遙もグッド！　グーッよ！　ふふっ、肌にまとわりつく濡れて透けた私服。ああ、最高！」

　宮みや武たけが現れた。そしてその手がすかさず胸元の一眼レフを構えていた。

　確かに、宮武が言う通りカッパを着ていてもびしょ濡れになってしまっていて、そのカッパを脱いだ姿はかなり……透けている。指摘されて自分の姿に気づいた遙は、身を隠すように両手で押さえる。それが何だか可か愛わいくて大いに困る。

「セクハラね！　富とみ子こ、そんなに犯罪者になりたいの？　被害者として私はその高価そうな一眼レフカメラをこの場で粉砕してもかまわないわね、富子。当然弁償責任なんて発生しないわよ、富子。私の証人になってくれる人がこれだけいるんだから！」

「きゃーっ、壊さないで～、カメラは私の命！　でもって富子って呼ばないでー。でもちょっぴり恥ずかしそうに身をよじる遙が、ラ・ブ・リー！　トキメキが止まらな～～～いっ！」

「うひーっ！　すげーぜマジ、明里部長のブラの線が透けて見えるぜーっ！　前だったらもっと美お味いしかったのになーっ！　でもこれはこれで……イイ！」

　本人的には声をひそめているつもりなんだろうが、筒つつ抜ぬけ。そしてこちらも慎太郎の言った通りの姿だった。俺の背中に覆おおい被かぶさっていたから前半分は濡れていないけど、背中はびしょ濡れ。しかし、その発言は小学生男子並だぞ、慎太郎。気づいても見ない振りをするのが男の義務ってもんだろうが。

「この二人、絞しめてもいいですよね、会長」

「うむ。生徒会長権限で許すわ」

　おいおい、宮武と慎太郎は粛しゆく正せいされそうだ。でも、俺だって目のやり場に迷ってたりする。

「いいから二人とも、早く着替えに行ってください！　みんな困ってますよ！」

　たまらず叫ぶと、遙と明里さんの視線が俺に注がれた。あ、ヤバイかな。

「ふーん、大河原くんも困ってるの？　やっぱりちゃーんと見てたんだ。へー……それって、あたしが色っぽいってこと？　それとも遙ちゃんなのかなぁ？　まさか両方？　ラブちゃんの服は透けないから違うよねぇ～。うーん、大河原くんも男の子だったんだねぇ」

「あ、明里お姉ちゃ……じゃなく会長！　私の名前を出さないでください！」

「いいじゃん、この際、どっちなのか確認しようよ～。おっぱいか！　それともウエストか！」

「か、会長～っ！　風か邪ぜひきますよ！　もう行きますからね！」

　真っ赤になった遙が、慌てて明里部長の車椅子を押していく。ぐっじょぶだ、遙。

　この状況でブレないなぁ。明里部長。あのまま続けられたら答えようがなかった……

「我が愛いとしき弟よ。何やら不穏な発言が聞こえたのだが、姉はたいそう心配だ。でどっちなのだ？　今のはおっぱいが永なが野のさんで、ウエストが遙さんが勝っているということだな」

　公恵先生と話していた勇希姉までそんなことを言い出す。勇希姉だってさっきからこっそり康夫に見つめられてるってば。透け透けで危ないんだってば。

「勇希姉もだよ！　さっさと着替えて！」

　女性陣が今ひとつ自分が美人だと自覚がない行動を取るのにほとほと参った俺は、思わず大声を出していたのだった。




　そんな感じでセンター施設に移動した俺たちだったが、事態は思った以上に緊迫していた。

　着替えて戻った俺たちに、一足先に戻っていた勇希姉が状況を説明してくれた。

「本格的に避難してるって？」

「うむ、先ほど小こ松まつ崎ざき先生に聞いたのだが、思った以上に台風が大型で、この先土砂崩れなどの被害が出るかもしれないそうだ。ここは交通が不便だからな。いつ何時電車が止まって帰れなくなるかもしれない。そのため合宿を切り上げて下山させ始めているということだ」

　どうりで、ロボロボ部用に用意された部屋に遙と明里部長が戻って来ないはずだ。

　今頃は、生徒会役員として生徒の誘導とか色々しているんだろう。

「ロボロボ部はえふさんとラブがいるから、出来ればこっそり帰りたいな」

「先生に頼んで、最後の便にして貰ってある。我々だけという訳にはいかないだろうが……」

　ラブとえふさんにはロボットだと知られないように、なるべく人間の振りをして貰うしかなさそうだ。康夫と慎太郎がラブの話し相手になっている。えふさんは部屋の隅で待機していた。

「ちょっと、部長と遙を見てくるよ」

「新しい情報があったら知らせてくれ」

　勇希姉の言葉に頷いて、俺は部長たちを探しにその場を離れた。

　見れば、センターの入り口ホールに部活ごとのグループが出来ている。

「人数確認しました。では、引率の先生に従って出発してください。次の発車は15分後です。遅れないように、駅に向かってください」

　遙の言葉に従って、ぞろぞろと雨の中へ生徒達が出ていく。

「きゃあっ、やだ何この大雨、濡れちゃう！」

「すげー風だな、大丈夫なのか？」

「駅まであっという間よ。急いで！　下界に降りれば台風なんてへっちゃらだって！」

　風雨に怯おびえる生徒に、明里部長が声をかけ励はげましている。てきぱきと最後のグループまで送り出してから、俺に気づいて手を振る明里さんと、ホッとしたように微ほほ笑えむ遙。

「ね、マジくん、聞いた？」

　素が出てるぞ、遙。でも無理ないかもしれない、緊張していたんだろうし。

「俺たちは最終の電車で避難するとは、勇希姉に聞いたよ」

「うん……そうなの」

　明里さんがいるから抱きついては来ないが、俺のシャツの端をそっと握っている。

「念のためだって言うけど、残してきた機材がちょっと心配だわ。ロボロボ部のはともかく、ロボットのメンテ用の機材、大河原くん家の持ち出しだしね。壊れたら勇希さん怒るかな」

「不吉なこと言わないでください部長。それに、ガレージの機材はだいたい親父のですから、多分、あんまり怒らないと思いますよ。とにかく頓とん着ちやくしないヤツなんで……」

　軽口を叩いているのは、不安を押し隠しているからだと判る。雨足は更に強くなり、暗くなった山を撫なでる強風が木々を揺らす音は、奇妙に不吉に響いた。

　そんな遙を励ますように、明里部長が笑顔を作った。

「次が最終電車。単線だから戻って来るのに時間がかかるけど、あと一時間もしないであたしたちも出発よ。まぁ、荷造りなんてもうないから用意は万端ってトコだけどね」

「でも……」

　それ以上言わずに遙が出口を見つめる。後一時間のうちにもっと天候が荒れてしまったら、電車は動かないかもしれない。そんな不安を言葉にするのを呑み込んだのが判った。

「遙……」

　服の裾すそを握った遙の手を俺の手で包む。

「……マジくん」

「遙は俺が守るからさ。３原則だろ」

「うん……３原則だもんね」

　遙の方を見ないようにして囁ささやくと、同じような囁きで戻ってきた。

「お邪魔でしたね。お姉ちゃんは退散、退散～」

「あっ、明里お姉ちゃん」

「はいはい、お姉ちゃんなので気を遣います。ちょっとだけ二人でいれば？　あたし、公恵先生と残ってる生徒の確認してくるわ、じゃね！」

　明里さんは車椅子をキュルンと回転させ、素早いスピートで遠ざかる。

「勇希さんは５分だけ押さえておくわ。多分それが限界だから～」

　有り難いような困るような捨てぜりふを残して。でもお言葉に甘えて遙を抱きしめ返した。

「大丈夫。マジくんがいるから、大丈夫だもん。エネルギー、充じゆう塡てんしてるし！」

「はは、俺もエネルギー充塡かな。こうしてると、家にいるのと変わらないな」

「……うん……大丈夫。マジくんは遙が守るから」

　遙の呟きは本当に微かで、強い風の音に紛まぎれて聞き取れなかった。だけど俺は、少しだけ気持ちが落ち着くのを感じていた。




　幸いにして、停電や崖がけ崩くずれに巻き込まれることもなく登山鉄道は戻って来てくれた。

「んじゃまた、びしょ濡れになりに行きますかーっ！」

　明里さんの声におーっと声をあげる。

　最終電車のメンバーはロボロボ部とゲストの勇希姉、引率として残ってくれた公恵先生……だけでは収まらなかった。残念ながらそれなりの人数が同乗することになった。

　そして新聞部が台風の取材と称して居残っていた。当然、宮武富子もだ。これが難物だった。

「あっ！　美人さん！　名前も聞いていなかったのよー。以前プールでも会ったわよね。ここでも一緒にお風呂に入った仲なんだから、ぜひ、名前と連絡先を教えて欲しいわ～。本気くんの親戚なんだよね。そちらのクールな方も！　やっぱり本気くんの関係者？」

「マス……マジさん～っ。ラ、ラブはどうしたらいいですかぁっ!?」

　カッパのフードをすっぽり被って、なるべく姿を隠そうとしたラブとえふさんだけど、宮武のしつこさは計算外だった。というか、この状況が予想外過ぎる……

「私の知り合いだ。ロボット工学の先輩として、部の指導に当たってもらった」

「ああっ、貴女あなたはもしや、大河原勇希博士では!?　我が校出身の天才！」

「そうなのか？」

　なぜか俺に問いただす自覚のない勇希姉だが。そうなんだよ、姉さん、と頷く。

「取材！　取材させてください！　大河原勇希博士！」

　宮武の意識がラブとえふさんからそれた隙すきに、俺たちは慌てて列車に歩き出す。

「ほらほら、出発！　宮武さん、立ち止まって邪魔するのは止めてね！」

　明里さんが宮武に釘をさす。俺は明里さんをおんぶして駅への短い道を歩き出した。

「みなさーん！　飛来物に気を付けて歩いてねーっ、このまままっすぐですよー！」

　誰よりも小柄な公恵先生が一ひと塊かたまりになって歩くみんなを誘導し始めた。最後尾に回って脱落者が出ないか気を配っている。

　頼りなさそうに見えるけれど、公恵先生はやっぱり責任感の強い大人だった。

　容よう赦しやなく打ち付ける風雨に抗あらがう術すべもなく、我々ロボロボ部と残留していた他の部員達は、ずぶ濡れになりながらも登山鉄道の駅に辿たどり着いた。

　駅のホームには屋根があるものの、車両と屋根の隙間から滝のような雨が降り注いでいた。

　エマージェンシーを告げるような音と共に、無人の列車からアナウンスが流れる。

「この電車は本日の最終便です。台風通過までの間、運休が決まっております。お乗り忘れのないようにお願い致します。繰り返します……」

　繰り返されるアナウンスが、緊迫感を高める。乗り継ぎの鉄道は若じやつ干かんの遅れは出ているものの運行していること、台風が予想よりも大型で速度が速いことなどもアナウンスされた。

「ふう……これでやっと一息付けるな」

　それぞれびしょ濡れになったカッパを脱いで腰かける。それでも行きは景色を楽しみながら昼食を取ったのと同じ列車とは思えない緊迫した空気が和らぐことはなかった。

「ラブ、カッパのフードは被かぶったままにしておいて。えふさんもカッパを着たままフードを外さないようにね。ロボットだとわかるといろいろと大変だから」

「はい、マスター。お家に帰るまで被っていればいいのですね」

「了解しました。目立たないようにいたします」

　そんなことを話している内に、登山電車がゆっくりと動き始めた。

　来る時に窓から見えた絶景はどこにもなく、窓に打ち付ける雨で視界が真っ白になっている。

「そういえば猫ロボットはどうした？」

「私が預かってるわよ。みんなに見つかると大変そうだし、濡れても大丈夫なのか判らなかったから。ビニールに包んでカッパの下にはいってる」

　遙が被っているフードの下から、小さく顔を出した猫ロボットが「にゃあ」と小さく鳴いた。あのロボット嫌いの遙がこんな風に猫ロボットを抱いているのを見ると、感かん慨がい深いな。

「みんなに見つからないように家まで連れて帰るから」

「うん、そうしてくれると助かるよ」

　ラブとえふさんはカッパを着たままだし、隠しておけば他の部員から怪しまれることもないだろう。後は、下山してから考えれば――そう思った時だった。

　――キキキキィィィィッ！

　鋭い金属の摩ま擦さつ音おんが聞こえたのと同時に、ガクンと車体が揺れた。

「きゃあっ!?」

　急制動で倒れそうになった遙とラブを咄とつ嗟さに支える。まずい！

「明里さんはっ!?」

「大丈夫だ、愛いとしき弟よ。永野くんは無事だ」

　部長の車くるま椅い子すを支えて、勇希姉とえふさんが床にしゃがみ込んでいる。

「皆さん、落ち着いてください！　動いちゃメーですよ！」

　公恵先生がみんなを落ち着かせていると、無人列車のマシンボイスでアナウンスが始まる。

「乗客の皆様にお知らせ致します。ただいま進行方向前方にて崖崩れが発生、安全のために急停止しました。繰り返します、進行方向前方にて崖崩れが――」

　そこで車内アナウンスが途切れ、それと同時に車内灯が全て消えた。車内の女の子たちから悲鳴が上がり、遙も小さく悲鳴を上げて、俺の腕にしがみつく。

　まだ昼間のはずなのに暗い車内に、みんなのざわめきと風雨の打ち付ける音が響く。

「ちっ、まずいな……電源が落ちたようだ」

　勇希姉が、舌打ちして無人の運転席に向かった。この登山鉄道は自動化されていて、電車のロボットみたいなものだ。電源が落ちているとしたら……もうこの列車は動かないかもしれない。

　想像した瞬間、背筋に冷たいものが走る。そんな俺の顔を遙が不安そうに覗のぞき込む。

「……マジくん」

「大丈夫だ。心配するな」

　口にした根拠のない励ましが強風の音にかき消されていく。運転席を確認した勇希姉は首を振りながら戻って来た。どうやら上手くいかなかったようだ。公恵先生と二人、携帯電話を取りだして連絡を試みている。

「……携帯電話は圏外だ。衛星通信も雲の影響なのか、全く通じない」

　ぱたりと携帯電話を閉じると、勇希姉は爪を嚙かむ。何か他の通信手段を考えているのだろう。

「だ、だいじょーぶ！　列車が止まったら、すぐに駅の人が気付いて助けに来てくれるよ！」

　公恵先生がおろおろしながらも、みんなを安心させようとするが、当然上う手まくいかない。

　雨は更にひどくなり、風が列車を揺らす。みんな闇やみ雲くもに携帯電話を取りだして画面を見つめているが、誰の携帯もつながる気配はなかった。

「ここで停止していることは、下の駅には伝わっているのかな？」

「先に行った生徒も先生もいるから……すぐに気付いてくれると思うけど……」

　そう言いながらも、俺は発覚が遅れる可能性に気付いていた。この風雨で列車のダイヤは元々乱れているだろう。この場所以外も停電していたら……

　天気予報が大きく外れてやってきたこの台風が各所に被害を及ぼしていたら……第一、さっきのアナウンスが正しければ崖崩れなのだ。進むこと自体ができない可能性がある。

「ひええ……なんだかピンチって感じだね。遙っ、不安だったらあたしに摑まってていいからね！　え、えっとラブちゃんも！　ほら、しっかり摑まって～」

「富子、あなた自分が恐いだけでしょう……」

　遙とラブにしがみつく宮武の気持ちが正直判る。これは……どうしたらいいんだろう。

　ここにいるのは俺たちを含めて生徒が十人くらいと公恵先生、そして勇希姉とラブ、えふさんがいる。閉じ込められた俺たちは、なすすべもなく台風が収まるのを待つしかないのだろうか。それを耐えるには、列車がぐらぐらと揺れ、俺たちの気持ちも揺らしていた。

　再度運転席を調べていた勇希姉は、俺たちのところに戻って来ると結論を伝えた。

「この列車は私には動かせない。最後の記録によれば進行方向に崖崩れがあるから、動かせたとしても山は降りられないだろう。救援を呼ぶしかない」

「そんなこといっても、電話も通じないし……非常灯を焚たくにしてもこの台風じゃ……」

「えふさんに行かせる」

　いつものように無表情に、それでいて断定的に勇希姉は宣言した。

「えふさんを？　だけど、この台風じゃ麓ふもとまでいけるかどうか……」

「それは判っている。下との通信が取れない状況でこのままここに停車していると、土砂崩れに巻き込まれる可能性がある。窓から様子を見てみろ。壁面の土砂が流れているのが見えるだろう。この状況では施設に戻ることも出来ない」

　確かにフェンスで押さえられてはいるものの、岩石の隙すき間まから土砂が流れ出ている。一度崩落を始めたら、俺たちは一巻の終わりかもしれない。

「こんな豪雨の中、人間に行かせても遭そう難なんするのがオチだ。幸いこの車両にはえふさんがいる。ロボットはこうした時にこそ使うものだ」

「はい。マスター、私が参ります」

　そう言って立ちあがった弾みで、えふさんはヘッドパーツを隠していたフードが外れる。

「……えふさん？　ま、まさか……超高級品の人型ロボット……どうして!?」

　びっくりしている宮武たち。そりゃそうだろうな。お風呂の時だって隠してたらしいし。

　だけど今は説明しているヒマはない。それに俺はこの案にはあまり賛成じゃなかった。

「なにか他に方法はないのかな……」

「ないな。それに、ロボットはまさにこういう時に活躍する為に作り出されたのだ」

「だけど、ネットから切り離されてからのえふさんは……」

「背に腹は代えられない。それに、ネットの事を計算に入れてもラブよりはえふさんの方が安定性がある。えふさん、先頭車両から土砂崩れがあるのが見えるか？」

「……はい、目視で確認しました」

「運転席にあった路線図に寄れば、あの土砂崩れの向こう側に緊急避難用の非常階段がある。それを伝って下の線路へと出るのだ」

「非常階段ですね、了解しました」

「下の線路を勾こう配ばいに従ってさらに下ると、もうひとつ非常階段がある。それを下りると線路沿いに駅へと出られる。降りたら、あらゆる回線を使って救援を呼ぶんだ」

　勇希姉は的確に必要事項を入力していく。多分これが正しいロボットの使い方なんだろう。

「指示了解しました」

　優雅に一礼すると、えふさんが車両のドアに手を掛けようとしたその時。

「ちょっと待って下さい！」

　それまで、ずっと黙っていたラブが立ち上がった。

「ラブも行きます！　ラブも手伝います！」

「ち、ちょっとラブ、やめなさい！」

　遙が慌てて止めるが、ラブは止まらなかった。

「マスター。ラブもみなさんのお役に立ちたいです。ラブも、ロボットですから！」

　そう言って、ラブはフードを脱いだ。

「えっ、えええええっ！　ひ、人型ロボットが、二体も……」

　宮武と公恵先生、そして生徒たちは自分たちの状況も忘れて二体に見入っていた。

「……ラブ、無茶言うな。普通に歩いててもすぐに転ぶんだぞ、お前は」

「は、はいです。ラブはまだ欠陥品かもしれません。えふさんの方が役に立つロボットだと思います。でも、ひとりで行くより、ふたりで行った方が少しでも確率はあがると思うのです」

　真剣な表情は、今まで見たこともないくらいだった。

「……あまり賛成できない。ラブの機体性能はえふさんより優れているが、ラジオ体操に苦労する程度にしか０システムが成長していない状況では危険の方が大きい」

「だよな。ラブ、お前にはまだ無理だ……今回はえふさんに任せろ」

　勇希姉のいうことは正論だと思えたから、俺はそう言った。

　だけど、ラブは一歩も引かなかった。唇を嚙かみ締めて、きっ、と顔をあげる。

「ラブは、えふさんと行くのです……。マスターたちの生存率がそれで上がるなら、ラブは……ラブは、マスターがダメだといっても、行きます。ラブは、この状況をロボット３原則の第一条に抵触すると思うのです！」

　――驚きよう愕がくしていた。ラブは、俺の言うことに逆らっている。

　もちろん、目の前で危険な事が、例えば高周波ブレードを玩具おもちやにしたり、炭火の事故で怪け我がをしそうになっている人間がいるなら、ロボットは人間の命令よりも３原則を優先するだろう。

　だけど、例えば車に乗っていようが、道を歩いていようが事故にあう危険はある。「危ない可能性」を人間が選択していたとして、それを止める基準をロボットが持っているはずはない。

　これは……ラブが俺たちを「心配」しているんだと思う。猫を助けたように、役に立たないと悩んだように、０システムは、ラブに心を作ろうとしてるように思えた。

　誰よりも驚愕しているのは勇希姉だろう。あまりのことに言葉を失っている。

　俺は、深呼吸した。これは、止められない。これは、ラブの成長だと思うから。

「ラブ、えふさんと一緒に行動してくれ。ただし、危険だと判断したら無理して進むな。戻ってこい。その約束、守れるな？」

「はいです、マスター！　ありがとうございます！　ラブ、嬉しいです」

　ラブの顔が、ぱっとほころんだ。この状況でその笑顔はないだろうっていうくらいに。

「崖がけ崩くずれの向こう側がどうなっているのか、ここからでは判らない。危険と判断したら、無理せずえふさんと一緒に戻ってくるんだ。最優先指示は無理せず戻ること。いいね？」

「はいです！　最優先指示、了解しました」

　それからの動きは速かった。ロープや登山具など役に立ちそうなものをかき集めると、二人は非常扉を開けて暴風雨の中に出る。俺や遙たちはその背中を見送るしかない。

「気を付けてな、ラブ、えふさん。危なかったら引き返すこと。最優先指示だぞ」

「はいですっ！」

「了解しております。本気さま」

　手動でこじ開けたドアから、ラブとえふさんが飛びだして行く。女の子だけで行かせることに、俺は胸が痛んだ。ロボットだって判っていても……やっぱりイヤなものだ。その時。

　――ごんっ……ごごんっ……

　ラブたちが飛び出した直後に、後部車両から鈍い音が聞こえてきた。

「なに、今の音……」

　怯おびえた女子たちから声が上がった。線路の壁側に目を向けると、拳こぶし大だいの石が転がり落ちてくるのが見えた。後部で土砂崩れが始まったらしい。もしも大掛かりな土砂崩れが起きたら、車両もろとも転落するかもしれない。そんな不安が頭を過よぎる。

「車両の前の方に固まりましょう。崩れてくるとしたら後ろのほうからみたい。大丈夫よ。日本の土木技術は世界一なんだから」

　明里さんが我々にそう指示をする。冷静を装ってはいるものの、その顔は強こわ張ばっていた。

「ラブたちは大丈夫かしら……」

　遙は先頭車両の窓から前方を見て呟いた。ラブとえふさんは崖の手前を、暴風雨に抗あらがう様に進んでいるところだ。突風に煽あおられて吹き飛ばされそうな危うさに全員が固かた唾ずを呑のんで見守る。

「まじくん、あの子たちはロボットだったのね……」

「すみません、公恵先生。講師とか機材とか、適当なことを言ってしまって」

「これは事件よっ、台風による土砂崩れで電車に取り残された美少女たち！　それを救おうと立ち上がった二体の可か愛わいいロボットたち！」

　自分が置かれている状況などすっかり忘れて、宮武は一眼レフのシャッターを切りまくる。

「本当にラブたちを行かせてよかったの？　あの子たちだけで大丈夫なの？」

「信じるしかないだろ、遙。危なければ戻って来いって指示してあるし……その時はその時で別の手を考えるしかないな」

　俺は窓の外の風雨を見つめながら、自分の無力を呪っていた。

　ラブ、えふさん。無理はしないでくれよ。俺は愛用の工具を、固く握りしめるのだった。
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　ラブとえふさんは崩れた土砂の上を這はうようにして進んでいた。

　暴風雨は激しくなる一方で、足場はひどく悪い。

　何度も試し行こう錯さく誤ごしながら、二人は下山するルートを探していた。

「ラブさん、ここは足場が崩れて危険です」

「はいです。滑り落ちないように気をつけて行きましょう」

　そんなやりとりが何度繰り返されたか判らない。位置情報を衛星から取れなくても、周辺のデータだけである程度方向は確認出来る。しかし、勇希の指示したルートは完全に崖崩れにやられていた。ロボットたちは、何度も迂う回かいを余よ儀ぎなくされていた。

　小一時間の奮闘を経て、えふさんは足を止めた。

「どうかしましたか、えふさん」

「可能性のあるルートはすべて試しました……これ以上進むのは危険です。すでに通行可能な道は残っていないと判断されます。戻るしかありません」

「それでもここを越えなければ、非常階段まで行けないんです……もう少しなんです」

　ラブとえふさんが着ているカッパが強風に煽あおられ、風を孕はらんだカッパに引っ張られて飛ばされそうになる。前を閉じていても強い風が隙すき間まから入り込み、被かぶっているフードを巻き上げる。

「これは脱いだ方が良いですね、かえって危ないです」

　ラブは躊躇ためらうことなくカッパを脱ぎ捨てた。カッパは風に乗って崖下へと舞い下りて行く。

「えふさんも脱いだ方が良いですよ。この方がうんと動きやすくなりますです」

「いいえ。これは着ているように命じられていますので、勝手には脱げません」

　風に引っ張られて蹌よ踉ろけながらも、えふさんはカッパを脱ごうとしない。本気から言われた命令を遵じゆん守しゆしているのだ。

「そうですか……ラブがお願いしてもダメですよね」

「はい。ラブさんには命令権がありません」

「じゃあ……３原則に従って、カッパを着ていると危険だと判断出来ると思いますよ」

「それも含めて現状の作業は大変危険です。命令を遵守して、作業を中断して戻りましょう」

「危険は判りますです。でも、戻れません。マスターたちが危ないです」

　ラブは真っ直ぐに前方を見据えたまま続ける。

「ラブたちは土砂崩れの真ん中ぐらいまで来ています。行くのも戻るのも同じぐらいです。どちらも同じぐらい危険なら、ラブは進む事を選びます」

　カッパを脱いだラブの全身に、容よう赦しやなく風雨が降り注ぐ。すでに全身がずぶ濡れになり、可愛らしくデザインされた洋服は泥まみれになっていた。

「ラブさん、戻りましょう。ラブさんは命令の優先順位を間違えています。危険だと判断したら戻れという命令が最優先指示です。ラブさんはロボット３原則に反しています」

　えふさんは淡々と事実を述べた。ラブはにこやかに笑みを浮かべて首を横に振った。

「ここで先に進まないと、ラブがいる意味がありません。もし戻っている間にマスターたちになにかあったら、ラブは存在している価値が無くなります。それこそが、ラブの大原則です」

「……何を仰っているのか理解不能です」

　立ち止まったえふさんを待つことなく、ラブはどんどん先へと進んで行く。

　足場が崩落してバランスを崩しては、何とか持ち直して進むことを繰り返す。

　決して諦めない。そんな強い意志がラブの姿からにじんでいた

「えふさん、先が見えてきましたよ！　線路を塞ふさいでいる土砂崩れの先は地面が崩れ落ちていて、線路が宙に浮いていますっ」

「それならなおのこと無理です。戻らなければいけません」

　土砂の上に這はい蹲つくばったえふさんが、ずるずると後ずさる。

「えふさんはマスターたちのところへ戻って状況を伝えて下さい。ラブは何とか先に進んで、非常階段を降りますから！」

「ラブさん、命令無視です！　戻って下さい、命令無視です！」

　初めて大声を出してえふさんが制止した。それでもラブは、土砂をかき分けるようにして先へと進んで行く。その後ろ姿に迷いや躊躇ためらいはない。

「……ラブさん」

　えふさんがぽつりと呟つぶやいた声は、暴風雨にかき消されてラブの耳へ届くことはなかった。




　ラブは土砂崩れを越えて先の線路へと出ていた。

「困りました……完全に崩落してしまっていますね」

　目の前の地盤が崩れ、レールと枕木が宙に浮いている状態だった。暴風雨で霞かすむ視界の中、ラブは先方の状況を懸命に探る。

「非常階段、見つけました！」

　非常階段には崩落の影響はなく、下の線路へと続いているのが見えた。

「どうやって非常階段まで行けば良いんでしょうか……」

　路面は壁とレールだけを残して完全に崩れている。先に進むにはレールを伝って行く他はない。ラブは宙にぶら下がった状態のレールを、足でちょこん、と踏んでみる。

「ラブがぶら下がっても大丈夫そうです。きっと大丈夫」

　言い聞かせるように呟くと、ラブは線路にしがみつく。眼下には崩れ落ちた崖がけが絶壁のようになっていた。目の眩むような高さに、ラブはぎゅっと目を瞑つむる。

「怖くないです。落ちなければ大丈夫。なんて事はないのです。怖くない、怖くないですったら怖くない」

『怖くない』を連呼しつつ、ゆっくりレールを伝って行く。

　――あれ？　でもどうしてラブは〝恐くない〟なんて思っているんでしょう？

　それは〝恐い〟って思ってるってことですよね？

　不思議です。ラブはロボットです。ロボットは恐かったりしないはずなのです。

　だって、ロボットは人間とは違うから。命がないから。ただ壊れてしまうだけなのに。

「でも……やっぱり恐いです。マスター、ラブ……頑張りますよ！」

　大切な人の顔を思い出して、ラブは進む。鉄製の線路は雨に濡れて滑りやすく、ラブは枕木に摑つかまって雲うん梯ていのように進んで行く。そうしている間にも、ラブの小さな身体は強風に煽あおられ、木の葉のようにひらひらと舞ってしまう。

「ううう、お願いですから風さん、イジワルはやめてください～」

　涙目になりながらも、ラブは前へと進んで行く。

「マスターや遙さんたちを助けないといけないのです」

　ラブの胸にあるのはその一心だった。手を滑らせてヒヤリとしても、風に飛ばされそうになっても、ラブはその一心で前へと進んで行く。

「あと二メートルで……向こう側に着きます……ラブ、頑張るのですっ」

　摑んでいた枕木から、先に見える枕木に飛びついた瞬間。

「あっ……」

　ラブが摑んだ枕木が、レールから外れて落ちた。枕木は鈍い音を立てながら、崩落した崖に当たりながら転がり落ちていった。

「ふう……危ないところでした」

　何とかレールにしがみついたラブは、落下せずに済んだことにホッと息をついた。枕木と一緒に落ちていたら、ロボットといえども無事では済まない。

　しっかりとレールに摑まると、ラブはそろりそろりと確かめつつ、残り二メートルを渡る。

「よいしょっ……あと少しだから、ラブ頑張るですよっ」

　レールの繫ぎ目に手を掛けた次の瞬間――

「きゃあっ！」

　ラブの手が、外れたレールと共に宙を舞った。

　レールは硬質な音を立てながら、滝のように土砂が流れ落ちる崖下へと落ちていった。




　一方、ラブと別れたえふさんは可か及きゆう的てき速やかにマスターの指示を果たすべく走っていた。

　危険があれば戻ること。それをマスターに伝えること。それが最優先指示だから。

　ぬかるむ足下は、ひどく緩ゆるんでいて無理を続けている関節部は悲鳴を上げていた。

　彼女が人間であれば、もどかしいと感じていたに違いない。

　普段ならものの五分で辿たどり着けそうな距離が、果てしなく遠い。

「……体内動力異常。各部関節異常。損傷擱かく坐ざ率78％」

　危険を示すコードが、えふさんの水晶のような眼球に映っては消える。

　しかし、えふさんは歩みを止めない。滑りながら立ち上がり、傷を負ってもひるむことなく進んでいく。なぜなら。

「戻ってください！」

　最後にえふさんがそう叫んだ時、ラブはこういったのだ。

「ごめんなさいマスター。ラブは指示に違反します。マスターを、遙さんを皆さんを助けたいのです！　ラブが……ラブが壊れても！」

　暴風雨の中、吹き飛ばされそうな状況で、彼女はそう言ってえふさんに背を向けた。

　たぶん、聞かせようと思って言った言葉ではないのだろう。

　それ以上に、ラブ自身、自覚して呟いた言葉かどうかすら判らない。それでもえふさんの電脳はその言葉を何度も反はん芻すうしていた。ラブが、本当に指示に違反しているのか。そして、自分が違反している可能性を何度も何度も演算する。

　マスターの指示に従っているのは自分のはずだ。だが。だけど。えふさんは、答えの出ない問いを繰り返す。風雨はどんどん強くなっていた。

　やっと、土砂を越えてマスターたちの待つ列車が見えた。

「報告、しなくては。ラブさんが……行ってしまったことを……」

　えふさんがそう思った瞬間、暴ぼう虐ぎやくな風がえふさんの足もとを掠かすった。

　悲鳴一つあげず無表情なまま、えふさんは岩混じりの土砂を転がり落ちる。

　落ちた距離はほんの数メートル。

　だが、既に限界を超えていたのか……倒れ伏したえふさんの瞳から、輝きは消えていた。




　無人列車の中に戻った俺たちは、雨に濡れた身体を手持ちのタオルで拭ふいて人心地ついた。

「男子！　こっち見ないでよね！」

　宮武と遙が中心になってガードして、女子たちも身体を拭く。

　そんな色っぽい状況にも拘かかわらず、慎太郎が一言もいらないことを言わないのが、逆に状況がどれだけ緊迫してるかを表していた。

　閉じ込められて、もう30分以上が経過していた。雨はひどくなるばかりだ。

　先ほどの移動ですぐに地滑りしそうな場所からは離れたものの、暴風雨の中で救助を待つしかない状況は、ひりひりするような不安感がある。

「ラブ……大丈夫かな？　えふさんも……助けを呼んでくれるかな」

「……人型ロボットは優秀だから。きっと、なんとか辿り着いてるよ」

　タオルで身体を拭き終わった遙が、不安そうに俺の肘を摑む。

　優等生とも、甘えたがりとも違う、妙に大人びて見える遙。

　時間は次第に夜に近づいていて、列車の灯りが薄暗く感じられる。

　次第にみんな口数が少なくなっていた。不安が体力を削けずっている。

「ちょっとみんな！　あんまり深刻になっちゃダメだって！　すぐにバッチリ助けがくるよ！　慎太郎！　康夫くん！　ロボロボ部のリュックにお菓子がいっぱい入ってるから、みんなに配って！　平等にだよ！」

　生徒会長らしく、明里さんがことさら元気に振る舞ってくれる。本当に頼りになる人だ。

　声に反応して、慎太郎たちがみんなにお菓子を配り始めた。

　俺のところにも、お菓子がまわってきた。

　その中に、小さなドーナツを見つけて、俺は思わず窓の外を見つめる。

　ラブ……無事でいてくれ。本当に行かせて良かったんだろうか。

　……あっ！

　その時、俺は嵐の影を見つけた。人影のように見える。

「ラブ！」

　俺は蹴け破やぶるようにドアを開けて、雨の中に飛び出した。

「マジくん!?」

　後ろで叫んだのが誰だったか判らない。俺は振り返る余裕もなく影に駆け寄った。

「……ます、たー」

　這はってきたのか、人影の後ろには轍わだちのような跡が出来ている。

　傷だらけの姿に胸が詰まる。破れたメイド服は、ラブのものじゃなかった。

「……えふさん！」

　暴風は更に激しさを増し、えふさんを抱いた俺が列車に戻るのすら苦労するほどだった。

「えふさん！　良く戻った！　……だが、この損傷では……」

　勇希姉がえふさんの状況を見て首を振る。

「一度、電源を落として休眠状態にするしかない。修理出来るとは思うが、ここでは無理だ」

　そう言いながら、勇希姉はてきぱきと工具を走らせる。

「マ……まって、ください。ます、たー。」

　ぎこちなくえふさんは、勇希姉の腕を摑んだ。

　今にも壊れて止まってしまいそうな、かすれるような声、既に目には光がなく人工皮膚も破れて配線が何カ所も剝むき出しになってるのに、彼女は修理を拒むようにして俺を見る。

「……ら、ラブさんは、行きました。崩落、した、レール……らぶ……さ、んは……」

　途切れ途切れのマシンボイスが、俺の胸を打つ。

「……確率的には……目的達成率……０．０３％前後の状況……」

　風が窓を叩く音がひどい。なのに、えふさんのか細い声はやけに大きく響く。

「指示……守り……指示……違反……ラブさんは……矛盾……心配……帰還……」

　どんどん、えふさんは単語を紡つむぐ。そして最後に……こう言った。

「……とも、だち……たす……ける……ラブ……正し……」

　そう言って、えふさんは身体を起こすような動作をし……そのまま動作を停止した。

「……電源を落とした。このままでは、人工頭脳まで破壊されてしまう」

　沈痛な表情で、勇希姉が告げる。判った事はただ一つ。

　ラブは、助けを呼びに行ったのだ。この暴風雨、そして危険な状況を顧かえりみず。

「ラブ……命令違反なんて……ロボット３原則に反するぞ」

　俺の呟きは、嵐に呑まれて空しく消える。

　これからどうするか、俺は固く拳を握りしめたのだった。




　――損傷チェック終了。メンテナンスモード解除。

　事前に最低限のチェックしかしないように設定を変えておいたのが良かったようだ。

　土砂崩れが作った崖を滑り落ちたラブは、体内時計をチェックするとそれほど長い時間が経過していないことにホッとした。

「マスター、待っていてくださいね……」

　自分の頑丈さに感謝しつつ、そろそろと立ち上がろうとする。

「う、うわ……」

　ラブの落ちた場所は、ロボロボ部のロッジから見えた谷の底らしかった。

　勇希がいっていた怪談の舞台でもある。あの時には小さな川にしか思えなかったが、今は大雨で増水して濁流となっていた。

　ラブは運良く流れまで落ちずに済んだが、もし川に落ちていたら流石さすがに壊れていただろう。

　しかも谷底を走る風は想像を超えて強く、まっすぐに歩くことすら困難だ。

「……どうしましょう。ラブ、ここから動けそうもありません。でも……マスターたちを……助けを呼ばないと。ラブは……ラブは、やるのです」

　ラブは、川に落ちないように崖に身体を押しつけるようにしながら、下流に向かってゆっくりと動き始める。ラブの足下で、暴風から岩陰に避難していた蛍たちが淡い光を放った。彼らが、川の落ち武者の正体に違いない。それに気づいたラブは、こんな状況にも拘わらず、戻ったらマスターに教えてあげよう、と思うのだった。




　工具箱。非常用具の入ったリュックサック。雨ガッパ。懐中電灯。

　俺は、列車のドアに立っていた。

「じゃあ、行ってくる」

「私は反対だ。考え直せ。本気。お前はまた愚かなことをしようとしている」

　勇希姉が怒るのも無理はない。それでも、俺は勇希姉の目を見返した。

「だけど、どうせ誰かが助けを呼ばないと無事に山を下りられる保証はないよ。それには、ラブを助けて手を借りた方が確率は高いと思うんだ」

「……でも、ここで待ってれば大丈夫かも知れないじゃないか」

　康夫も心配そうにしている。みんな、それぞれに不安そうな顔をしている。

「でも、俺、やっぱ行かないと後悔すると思うんだよね」

　なるべく笑顔で、俺はそう言った。

「……本当に頑がん固こだな。止めても止まらないのは、父親譲りか」

　勇希姉は、泣きそうな顔をしている。申し訳ないと思うけど、止まるつもりはなかった。

「ごめん。行くよ」

「待って。あたしも行く」

　そういうと、列車の後ろで何かゴソゴソしていた少女が俺の隣に立った。

「は、遙！　なにバカなこと言ってるんだよ！　そんなのダメだよ！」

「何がバカでダメなのよ！　あたしの方が体育の成績ずーっといいんだからね！　あたしがラブを助けに行った方がぜーんぜん役に立つに決まってるじゃない！」

　優等生モードとも、甘えん坊モードとも違う遙がそこにいた。

「だけど……危ないって」

「だから行くんでしょ。本気くんひとりに行かせるなんて、３原則に反するよ！」

　まっすぐに俺を見つめるその瞳は、その両方を内側に秘めている。

「んー、あたしも賛成だな。ひとりよりふたりの方が、確率上がるんじゃない？　どっちかが怪我しても連れて帰ってこられるし、ほら、愛の奇跡ってのもあるしさ」

　どこまで本気か判らない顔で、明里さんが遙の隣に立つ。なぜか車椅子でなく松葉杖で立っている。車椅子は、一番コンパクトな状態にして遙が押していた。

「大河原くん、あたしも一緒に行くよ。って言っても、車椅子だけだけどさ。結構、色んな機能付いてるから役に立つと思うよ。ウインチの使い方は遙ちゃんが慣れているしね。あー、でもあたし、何かあっても逃げられなくなるから、何がなんでも助けを呼んできてね？」

　にっこり笑って、全ぜん幅ぷくの信頼を与えてくれる。

　くそ、なんでこの人はこんなに他人をやる気にさせるのが上う手まいんだろう。

「……無事に帰ってきたら、部長のおっぱいをもませてやる。約束だ」

　勝手にそんな約束をするのは慎太郎だ。

「うんうん、ご褒ほう美びくらいはおやすいご用だよ！　頑張っておいで！」

　いや、そこで頷うなずいちゃだめでしょ明里さん。

「……そんなのダメですからね！　あたしが無事に助けを呼びますから！」

　ぷう、とふくれた遙は風紀委員としてなのかヤキモチを妬やいているのか、俺と明里さん以外には判らないに違いない。勇希姉は、止めても無駄だと悟さとったように道を空けてくれた。

「……いいか、無事に帰ってくるんだぞ。ロボットには換えがきくが、本気にも遙さんにも、代わりはいないんだ」

　そう言ってくれる勇希姉に頷き返しながら、俺の胸にはなぜか違和感のようなものがあった。

　だけど、それを形にしている時間はなかった。

　俺は暴風雨の中に飛び出した。遙と一緒に。

　繫いだ手から感じる温もりは、同じ気持ちであることを俺に伝えてくれる。

　ラブも、みんなも絶対に助けたい。

　そのために頑張るのは、とても自然な事に思えた。

　そう、ラブが仔猫を助けた時のように、それは俺たち全員にとって当たり前のことなのだ。




　濁だく流りゆうに気をつけながら進むラブは、すぐに自分の間違いに気づいていた。

　川沿いに下流へ向かっても、どうやら山を下りることは出来ても目的地である駅には辿り着けそうもないのだ。ラブの中にあるジャイロが方向の違いを指し示していた。

「困ったです……ラブ、来た道を戻らなければなりません……それに、この川を渡らなければ、どちらにしても助けを呼びにはいけないです……」

　呟きながら、ラブは再び動き始める。レールのある場所へは、蛍たちが教えてくれる道を進めば戻れるだろう。だけど、それから先は……この濁流を渡る手段は、ラブには何も残されていなかった。

「マスター……やっぱりラブは……役立たずの失敗作です……」

　先に戻ったえふさんは、状況をマスターたちに伝えてくれただろうか。

　役立たずの自分の代わりにえふさんがマスターたちを助けてくれたらいい。そう思うと涙がにじむ。壊れる覚悟で臨んだのに役に立たない自分が、こんなに悔しいとは思わなかった。

　ラブは、歯を食いしばるようにして自分の落ちた場所を目指す。

　なんとしても、マスターたちを助けるために。




　暴風雨の中を進むのは、困難を極めた。遙とふたりで協力しあっていなかったら、土砂の山を越えるところで大怪我をしていたかも知れない。ひとりで飛び出さなかったことを遙と明里さんに感謝しながら、俺たちは先を急いでいた。

「ラブ、どこまで行ったのかな……」

「……判らない。結構歩いたはずだけど……レールが途切れてる場所……あそこか！」

　這はうように進む俺たちの眼前に、土砂崩れの先でレールだけが谷を渡っている場所が見えた。

　勇希姉が言っていた落ち武者の幽霊が出るという川だ。

「ラブはこの先に行ったって言ってたけど……こんなの、あたしたち渡れないよ……」

　見るだけで怖じ気づきそうな、橋のようになったレールが風にゆらゆらとゆっくり揺れている。ラブは、本当にこんなレールを渡ろうとしたのだろうか。

「確かにな……、ラブだってこんなの渡れると思えない」

　だけどえふさんはロボットだ、噓はつかない。ラブはここを渡ろうとしたんだ。

　俺は、なるべく風を受けないように匍ほ匐ふく前進で崖に近づいていく。

「む、無理しないでね」

　少し離れて、遙は俺が落ちないように足を支えてくれている。近くの木々に固定した車椅子から伸びるワイヤーが俺たちの命綱だ。

　恐る恐る、崖を覗のぞき込む。下は、濁流が黒い影のように見える。落ちたら一巻の終わりだ。

「……暗くて、何も見えないな……」

　俺は大きく息を吸い込んだ。嵐に負けないように。

「ラブ――――――――！」

　叫んだ声は、谷底いっぱいに広がった。

　二度、三度と叫ぶ。そして……

　俺は耳を澄ました。返事があることを祈って。




　崖下を壁に張り付くように進んで、ラブはなんとかレールが見えるところまで到達していた。

　しかし、ラブの力では濁流を飛び越える事は出来ず、崖を登るのも不可能だった。

　残る手段は、玉ぎよく砕さい覚悟で濁流に踏み込むか、このまま助けを待つしかない。

　でもそれで……もし万一、時間が経ちすぎて本気たちの乗る列車が崖崩れに巻き込まれたら。

　そう思うといても立ってもいられなかった。

「うう……ほんのわずかの距離なのに……レールだけになってるのは、わずか四メートル程度。もともとこの谷底に降りなくても地面が滑かつ落らくしている所さえ抜けられれば」

　頭上にある崖だって、本当に暴風雨さえなければラブの機能であればよじ登れるはずの高さなのだ。最新型といっても、自然の前では無力らしい。

　ラブの人工頭脳が何十回となく演算を繰り返す。だけど、成功率が10％を越える計画は一つも発案できない。こんな時、ネットに繫つながるえふさんだったらどうするだろう。

　自分が欠陥品じゃなかったら、こんな事にならなかったのだろうか……

　その時、声が聞こえた。最初は、センサーの異常かと思った。

　だけどそれが二度、三度と続いた時、ラブの胸には理屈を越えた気持ちが沸き上がってきた。

「来てくれた」

　ただ、そのことが嬉しくて、ラブは生まれてから一番大きな声で叫んだのだった。




「マスター！　ここです！」

　ラブの声が聞こえて、俺と遙は歓声を上げた。

「よかった！　無事だ！」

「ラブ！　そこにいるの!?　すぐにロープを下ろしてあげるからね！」

　遙も、ひとめラブの姿を見ようと崖ににじり寄る。

「遙さんまで！　危ないです！　ラブは大丈夫なので、お二人は早く戻ってください！」

　切迫した声。ラブも相当危険な状況にあるんだと思う。

「ラブ、すぐに助けるから待ってろ！　先輩の車椅子のウインチを下ろすから摑まってくれ」

　そう言うと、俺は作業に取りかかる。だけど……戻って来たのは驚くような回答だった。

「……ダメです！　ラブは戻りません！　助けを呼びに行きます！」

「何を言ってるんだラブ！　こんなレール渡れる訳ないだろ！」

「そうよ！　助けが来るまで、列車でみんなと待ちなさいよ！」

　俺と遙が悲鳴のような声をあげる。

「……ごめんなさいです。その命令は聞けないのです。ラブは、マスターたちのお役に立ちたいのです。こんな時くらいしか役に立たないロボットのラブは、絶対にお役に立ちたいのです。もし戻って、マスターたちの乗っている列車に何かあったら、ラブは百回壊れても自分を許せません。ラブは……」

「バカなことを言うな！」

　その言葉に、俺は思わず怒鳴っていた。

「ラブ！　役に立つとか立たないとか、そんな話してないだろ！　俺たちはラブを迎えに来たんだ！　無事でいたことを、俺たちがどれだけ喜んでいるか判らないのか！」

「そうよ！　あんまりヘンなことばかり言うと叔父さんのところに送り返しちゃうんだから！　あたしたちだけ助かって、ラブが壊れてたらあたしたちが喜べると思うの!?」

　遙は、泣いていた。吹き付ける暴風雨を吹き飛ばすように叫ぶ。

　ロボットになりたいって言っていた遙だけど、彼女は誰よりも人間らしい優しい心を持っている。そして、その心はラブにも伝わってた。

「だけど……だけど、ラブはマスターの、遙さんのために……」

「バカ！　バカバカバカ！　ラブがいなくなったら、マジくんも……あたしもまた寂しくなっちゃうでしょ！　そんなの……３原則に反するんだから！」

　遙の言葉は、胸に響く。そう、俺たちは……

「ラブ、俺は……親父みたいに家族を捨てるヤツになりたくないんだ。だから、俺はお前を絶対に助ける。だって、家族だからな」

「マスター……嬉しいです。でも……だったら……ラブ、判りました」

　ラブは、崖下でどんな表情をしているか判らない。

「ラブも、同じ気持ちです。ラブは、マスターとずっと一緒にいたいです。遙さんと一緒にいたい。だから……今は帰れません。それに、明里さんや康夫さん、慎太郎さん、勇希さま、富子さん……皆さんの為にも、ラブは……絶対に助けを呼んでくるのです。だから行かせてください、マスター！」

「ラブ！　お前……」

　俺は、絶句した。ラブは、完全にロボット３原則から逸いつ脱だつしているように思える。

「マスター、ラブは、どうしてもこの川を越えて非常階段まで辿り着きたいのです！　何か方法はありませんか！」

　――ひどいロボットだ。俺の指示を無視して、俺に命令してるようなもんだぞ。

　俺と遙は、顔を見合わせた。

「……こんなのって……どうしたらいいの、マジくん……」

「……まあ、この嵐の中、ここまで来てる俺たちに言われても聞く気にならないのは仕方ないのかもな。どうにも遙の性格を学習しちゃってるみたいだぞ、ラブは」

　俺たちは、腹を決めた。方法……俺は、作戦を巡めぐらせた。

　手持ちの道具は、愛用の工具と救急用品、それと万能車椅子くらいか……

「ね、マジくん……この子、使えないかな」

　遙が、思い出したようにカッパの下から取りだしたのは……俺が作った猫ロボットだった。




　――俺は、ラブに作戦を伝え、ラブは了承した。

「ラブ……この作戦の成功率、何％くらいだ？」

「……最大の幸運が味方する前提で30％程度です。今までラブが演算したすべての作戦より成功率高いです！　さすがラブのマスターが考えた作戦なのです！」

　おいおい、そんなに確率で喜んでいいのか。

「……ダメだったら、回収して帰るのも難しくなるぞ」

「はいです！　でも、きっと成功するです！　なんと言っても、ラブはちょーこーせーのーなロボットですから！」

　……自分で役立たずとか言ってたくせに、まったく……期待してるぞ。

　俺は、背後で用意していた遙に合図を送る。遙は、猫ロボットにワイヤーをくくりつけていた。作戦は単純だ。崩れたレールの上を車椅子のウインチをくくりつけた猫ロボットに渡らせる。強風が心配だが、猫に近い特性を持つこのロボットなら、渡りきれる可能性は高い。

　そして向こうに着いたら猫ロボットに非常階段のてすりにワイヤーを括くくり付けさせて、俺たちのいる側から車椅子を谷底に下ろす。車椅子が地面に着く前にラブがそれを捕まえて、ワイヤーの巻き上げを始める。そうすれば、対岸の崖上まで辿り着く事が出来るだろう。

　チャンスは一度きり。しかも失敗したらやり直しはきかない。

　分の悪い賭けなのは判っている。だけど、他の作戦は思いつかなかった。

「マジくん、ラブ、用意はいい？」

「はいです！　遙さん！」

「猫ロボットのコントロールは俺がやるから、到着したら遙が車椅子のスイッチを入れてくれ。三人の息が少しでも狂ったら……たぶん、無事じゃ済まないからな！」

　二人から気合いの入った返答が戻るのを聞いて、俺は首を縦に振った。

　猫ロボットが手から離れて、レールを渡っていく。不思議と、気持ちは落ち着いていた。

　嵐は、今までよりもずっと強く吹きつけ、俺たちを吹き飛ばそうとしている。

　だけど、なぜだろう。もう全然、気持ちは揺れなかった。

　振り返ると、遙も微笑んでいた。なんだか不思議なほど透き通った笑顔で。

　きっと、崖下で車椅子を待つラブも、同じ表情をしていたに違いない。

　ラブが来て、いろんなことが変わった。

　ラブも、日々変化している。

　この夏休みにあったこと、バイトをしたこと、ビートが来たこと、合宿で起きたこと。

　どれかひとつが欠けていても、今の俺たちはない。

　ロボロボ部のみんながいてくれて、えふさんが来てくれて、勇希姉がいてくれて、俺たちはこうして巡り会って、こんな場所で心をひとつにしている。

　そう、心をひとつにしているのだ。

　俺たちは、今、本当に確信していた。それは初めての確信。

　ラブには、懸ける命がある。心がある。

　それが判った以上、俺は、俺たちは、失敗するはずはないと思っていた。

　奇跡は既にラブの中で起こっている。もう一つくらい、訳なく起こせるに違いないから。














エピローグ









　俺は、道ばたに落ちてるガラクタを拾ってくるのが好きだった。

　それを修理して、再び動くようにするのが好きだった。

　完成する度に、一度失われたものが帰ってくるような気がしていたからかもしれない。

　研究が忙しくてなかなか帰って来ない父と母に代わって、生まれ変わったガラクタみたいな玩おも具ちやや電気機器が、俺と一緒にいてくれた。今思えば機械いじりをしていると、普段疎そ遠えんになりがちな、父も母も姉も手伝ってくれるっていうのも大きかったのかもしれない。

　遙はるかが来た頃から、更に忙しくなった両親はそれまで以上に帰って来なくなった。

　俺たちが小さな頃は、それなりに勇ゆ希き姉ねえがいてくれて俺たちの相手をしてくれていた。だけど勇希姉は家事や俺たちの相手をロボットに任せる人だった。

　ロボットに両親を奪われたと思っていた遙にとってそれが辛いことだと気付いた俺は、遙の世話を自分がすると決めた。遙はそれを喜んでくれた。

　ずっと一緒にいようと決めた俺と遙の間に交かわされた約束、それがハルカちゃん３原則だ。

　あの頃の、何も出来ない子どもだった俺たちはもうどこにもいない。

　まだ親の助けは必要だけど、自分で考え、自分で判断できるようになった。

　それでも、俺たちは「３原則」に依い存ぞんしていたのかもしれない。

　お互いに、お互いの言うことを聞いていれば大丈夫だと、甘えあっていたのかもしれない。

　大切なものを守るには、それだけじゃダメなのかもしれない。

　まさかそれを、ロボットに教わるとは思っていなかった。

　遙も、きっと同じ気持ちだと思う。

　奇跡は、確実に俺たちの心の中にも起こり始めていた。




　夏は、そろそろ俺たちの手のひらをすり抜けていきそうだった。

　あれほどたくさん残っているように感じた夏休みも、残りわずかとなっている。

　相変わらず暑さは収まらないけど、台風が過ぎてからはずいぶんと過ごしやすくなったような気がする。

　近づく新学期と秋の気配を感じながら、俺たちは貴重な休みを楽しんでいた。




　ガレージは、いつものように仲間たちの笑顔で溢あふれていた。

「よーし、今日は再び俺の番だな！　この俺、川かわ森もり慎しん太た郎ろうは今回、我が妹ロボ子の為に某ぼう掲示板にスレッドを立てて質疑応答を繰り返した成果を用意しておるのだよ！」

　なぜ慎太郎はいつもこれほどまでに自信満々なのだろうか。

「あー、もう能書きはいいって。ラブちゃんの経験値を高めるために一体何を用意したのさ。あんまりもったいぶると順番飛ばしてあたしがラブちゃんと遊んじゃうよ？」

　車くるま椅い子すに乗った美女は、退屈そうに頰ほお杖づえをついて長身の男を見上げる。

「おおっと、では発表いたしましょう！　オトメの成長、それはやはり瑞みず々みずしい恋！　そして熱い青春の滾たぎり！　すなわち、オトメのハートを知ることこそ成長！　そのためにこの川森慎太郎がネット民の力を借りて厳選した妹系ハートフルエロゲー10本制覇で妹心を……」

「はい、却きやつ下か」

「ひどっ！」

　車椅子から魔法のように取り出された松葉杖で、慎太郎は吹き飛ばされた。

「ふわああ……もー、ホントに男ってろくな事考えないわ～」

　あくびをしながらそんなことをいう明あか里りさんだが、実際のところセクハラ発言が慎太郎の次に多いのはどう考えても明里さんなんだけどな。

「男だって色々いますから、ひとまとめにしないでくださいよ」

　そう言って苦笑したのは、女顔のイケメンである康やす夫おだ。モニターから目を離すことなく対応するあたりも何となく如才ない感じを漂わせている。

「もうっ、真面目にやってください。夏休みの終わりに予定されてる試験、もう時間ないんですよ！　ラブがここにいられなくなったらどうするんですか！」

「そうです！　ラブはもっと人間に近づきたいのです！　どうしたらいいか、みんなで考えてくださいです！　ラブは、かなり焦あせっているのです」

　遙とラブが、並んで抗議する。それは今まで見たことのない光景で、なんだかびっくりすると同時に、とても心温まる出来事だ。

「あらあら、ずいぶん仲良くなったのね。ラブちゃんと遙ちゃん、いいことよね、大おお河が原わらくん」

「……はあ……まあ、そうっすね」

　俺は、曖あい昧まいに笑顔を作る。そりゃあ、基本的にはいいことなんだけど……ね。

　色々と大変なのだ、色々。

　あまり突っ込まれたい話題でもないので、俺は話題を変えた。

「それはともかく、車椅子の調子はどうですか？　かなり負ふ荷かかけちゃったから、修理したとはいえ駆動部やウインチはガタが来てないか心配してたんですけど」

「もー、誤ご魔ま化かした。まあいいわ。車椅子は大丈夫。あの後、勇希さんも調整してくれたし、無茶する前より調子いいくらいよ」

「でも、ラブびっくりしたです……車椅子に高周波ナイフが取り付けられていたなんて。お蔭かげで助かりましたけど……気づかなかったら危険でした」

「あははは、ごめんね。キャンプで必要かと思ってつけてあったんだけど、まさかあんな状況で役に立つなんてねー。あたしもびっくりよ」

　カラカラと笑う明里さんに悪びれた所はない。いや、それってこのガレージにあったものを勝手に搭とう載さいしていたってことなんですが……まあ、お蔭で助かったんですけどね。

　思い出しても背筋が寒くなるような出来事だったけど、収穫も多かった。

　嵐の中でみんなが必死に頑張ったあの日を、俺は忘れない。




　台風の中、崖下に落ちたラブを助ける計画は成功した。

　猫ロボットと車椅子を犠牲にする形で、だったけど。

　俺が手作りした猫ロボットは、フラフラしながらも対岸に辿たどり着いて車椅子のウインチに繫つながるワイヤーを結びつけることに成功した。

　間かん髪はつ容いれず、最大限衝撃を吸収するように設定した明里さんの車椅子を、遙が崖下に落とした。俺は同時にワイヤーの巻き上げを始める。

　車椅子が谷底に触れないように猫ロボットの通信機能を使って車椅子を操作する。

　地面に激突したら粉々になって失敗。巻き上げのタイミングが勝負だ。

　更に、その車椅子が谷底すれすれの時に、ラブが車椅子に摑まれなければ失敗だった。

　結果的に、作戦は半分だけ成功した。風に煽あおられた車椅子はラブの真上に落下しなかった。

　ワイヤーを引っ張りながら風下に流された車椅子を、ラブが決死のジャンプで摑まえていなかったら、おそらく次の瞬間には車椅子は川に落ちて壊れていただろう。

　そしてラブは、何とか崖の対岸に辿り着いた。

　俺と遙は抱き合って喜んだ。その時のラブのガッツポーズは忘れられない。

　そのまま救援を呼びに行こうとしたラブの前に、さらに大きな落石が立ちふさがったり、ゆがんでしまった非常階段が道を塞ふさいだりしたそうだが、それを助けたのが部長が俺たちにも秘密で車椅子に搭載していた高周波ナイフだったのだ。ラブから電源を分け与えられたナイフが障害物を切り裂いて、無事に救援を呼びに行くことが出来たのだった。

　地上に到着した段階では、崖崩れの件はまったく把握されていなかったらしい。

　しかも、災害救助用の人型ロボットやロボットヘリが俺たちを救出に来てくれた直後、落石で登山鉄道の列車はかなりひどい被害を受けたそうだ。もし救助が遅れていたら、更に危険な事態になったことは想像に難くなかった。ラブの判断は正しかったと、今は思える。

　こうして俺たちは無事に合宿を終えることができた。

　まさかこんな危ない事になるとは思わなかったけれど、行って良かったと思う。

　合宿で、俺はひとつの大きな確信を得ることが出来たからだ。

　そしてそれは、ラブがずっとこの家にいられる理由になるはずだったから。




「ちょっと本もと気きくん、聞いてるの？　急がないと勇希さん、いつ来るか判らないんだからね！」

　もの思いに沈んでいた俺の腕を遙が引っ張った。

「あ、ごめんごめん」

「あーあ、でもびっくりしたよねー。あの研修施設、閉鎖だって。あんなことがあったら仕方ないけど、今まで登山鉄道で事故なんて起こったことないらしいんだけどね。台風大きかったっていっても……なんか不思議だよねえ」

　明里さんの述じゆつ懐かいは、俺たちの感想でもある。それなりに堅けん牢ろうに作られているはずの学校施設であんな事が起こるなんて、今でも信じられない。

「いやいや、掲示板のスレでもその話題で持ちきりなんだよ。なんかテロの可能性もあるとか！　ほら、人型ロボットが二体も乗ってたんだぜ！　しかもそのうち一体は新型の学習システムを搭載した大企業の試作実証実験機！　陰いん謀ぼうだよ！　俺たちも巻き込むキケンな陰謀！」

　……確かに事故の件は大きなニュースになった。珍しい事に心配した母さんが駆けつけるくらいには大事になり、人型ロボットが二体乗っていたこと、彼女たちの活躍で事なきを得たことは大きく扱われていた。

　素材を提供したのは宮みや武たけで、夏休み最後にスクープが取れたと大はしゃぎしていた。

　新学期が来たら早々にマスコミに提供しなかった素材を使って学校新聞号外を発行するつもりらしい。遙がかなり冷たく止めてたけど、たぶん、あれは止まらないだろう。

　でも、宮武の誤解もあってその二体は有名なロボット工学者である勇希姉の所有物として説明されているし、そのスペックや名前は〝開発中〟を盾に公表を控えてある。

　つまり、ラブが実証実験機だって噂がネットに流れてるとしたら、出所は確実に慎太郎だってことだ。冷たい俺たちの視線に気づいたのか、慎太郎はぐっ、と口をつぐむ。

「ホントに……なんだったのかしら。でも、みんな無事でよかった。生徒会の一員として、生徒全員を無事に送り届けられて良かった。ラブがいてくれてよかったね、本気くん」

　なんだか、表情が柔らかくなった気がする遙。ラブは能のう天てん気きな笑顔を見せた。

「マスターと遙さんがラブを助けに来てくれたからなのです！　ラブは助けに行こうとして助けられてしまったのです。またラブはご迷惑をおかけしてしまいました。だけど……今回は、少しだけ役に立てた気がするのです！　ラブは、反省しているけど嬉しいのです！」

「……何言ってるんだよ。ラブがいなかったらみんな大怪我してたかもしれないんだぞ。反省する必要なんかないさ」

　俺はラブの頭をくしゃくしゃ、と撫なでる。

　だけど……今回の事件でラブは、いくつも不思議なことを起こした。特に俺の指示に違反するような行動をいくつか選択しているのは、ロボットとしては不思議な事だ。０ラブシステムが俺たちの考え方を学習しているのだとしても……あれはなんだったんだろう。

　俺がもの思いに沈みかけた時、ラブが俺の腕にしがみついた。

「マスター、ありがとうございます！　あの……でしたら……ラブのお願いは……」

　上目遣いに俺を見ている視線がやけに可愛い。ラブがなんのことを言っているのか判った。

「仕方ないな。今日の経験値稼ぎが終わったら渡そうと思ってたんだけど」

　俺は、ガレージの隅に置いてあった包みを取り出す。

　両手にすっぽり収まるくらいのそれを、ラブに手渡した。

「……今回のご褒ほう美びだ。ラブ、みんなを助けてくれて、ありがとう」

「はいです！　ラブは、何百回でも何千回でもマスターと皆さんをお助けするのです！　それがラブの有用性なのですから！　……開あけても、いいですか？」

　格好いい宣言と、お預けを食らった子犬みたいな態度を両立させるのはやめて欲しい。

　みんな、思わず笑顔になっちゃうじゃないか。

　俺が頷うなずくと、ラブは待ちきれないというように箱を開けた。

　そこには……猫ロボットが入っていた。

「壊れちゃった猫ロボットを回収してもらって、改めて改良したんだ。以前より猫っぽくなってるだろ？　ガレージに残ってたビートの記録もインストールしたんだ。ビートの分身みたいなもんだよ。これからは、ラブがこの子を育ててやってくれ」

　まあ、さすがに学習システムはついてないけどね。

「はいです！　マスター、この子のお名前はなんですか？」

　ラブに聞かれて、俺は首をかしげて遙の方を見る。

「……名前、まだついてないんだけど。遙、つけてくれるか？」

「イヤよ。前だって全然関係ない名前にしたくせに」

　そりゃそうか。遙がそういうのは仕方ないだろうな。

　とはいえ、うーん、どうしたものかな。前回も名前悩んだしなぁ。

「ビートでいいんじゃない？　同じ名前をつけるのも良くあることだよ。二世にしてもいいし。ビート二世とか」

　康夫が如才なく口を挟はさんだ。いい助け船だ。いっそ改造してるし三世でもいいかもな。

　俺がそう言おうとした時だった。意外にも、ラブが口を開いた。

「……すみませんです。ラブは、それは違うと思うのです。ビートはビートです。この子は、ビートの代わりじゃくて、新しい仲間なのです。だから、新しい名前が相応ふさわしいと思うのです」

　――驚いた。ラブの意見は、以前、ビートの名前を考えた時とは全然違って〝自分の意見〟を感じさせるもので、ラブが驚くほど成長したことを実感させてくれる。

「だったら、ラブがつけてあげたらいいんじゃない？　今のラブになら、出来そうな気がする」

　笑顔の遙は、俺と同じ感想を持ったみたいだ。明里さんも頷いた。

「そーね。ラブちゃんの猫なんだし、それがいいと思うな」

「はいです！　ラブは……この猫ロボットに、アラシという名前をつけようと思います！　嵐の夜にラブたちを助けてくれた猫ちゃんですから、相応ふさわしいと思います！」

「……そっか。じゃあ、宜よろしくな、アラシちゃん」

　俺がそういうと、猫ロボットは、名前を覚えたというように一声鳴いたのだった。

　こうして、俺たちの元に一体の仲間が加わり……夏休み最後の数日は過ぎようとしていた。




　そして遂に夏休み最後の日がやってきた。

　俺たちは早朝からガレージに集まり、最後のラジオ体操を行う。最初の頃、あれだけぎこちなかったラブの体操も、今となってはみんなの見本になりそうな完成度だった。

　乾いたスポンジが水を吸うように、ラブは成長していく。

　こんな早さで成長していったら、あっという間に俺たちなんか追い越されそうだ。

　思わず笑顔がこぼれる……んだけど……あれ？

　今、俺、なんか大事な事に気づいたような……

　俺が何に引っかかったのか判らず首を捻ひねっていると、真剣な顔の遙が目の前にいた。

「どうしたの本気くん、ボーッとしないで！　今日は、大切な日なんだから！」

　遙は、この数日ラブに最後の料理特訓を課していた。さらに掃除や行儀作法に至るまで教え込むために必死だったのだ。

「べ、別にラブのためじゃないもん！　命の恩人なんだから、し、仕方なくやってるだけなんだからね！」

　というのが遙の弁だが、この表情を見ていると全然そんな理由じゃなさそうだ。

「ラブ、頑張ります！　絶対に、これからも遙さんとマスターのお世話をするのです！」

「そーだよ！　ロボロボ部としてもラブちゃんを失う訳にはいかないからね！」

　ラブと明里さんも、準備万端、という感じで勇希姉を待っている。

「勇希さま、早く来ないかな……ラブは、待ちきれないです」

　最後の審判が近づいているのに、ラブはそれを待っているみたいだった。

　そしてそれは事実で……ラブは勇希姉が来るのを待っていたのだ。

　本当はここにいるはずの、あの人と一緒に。




「勢揃いしているようだな」

　ガレージに入ってきた勇希姉は、いつも通りの白衣と茫ぼう洋ようとした表情だった。

　最近は、少し表情の変化が判るようになって来たけど、本当に真意が判りにくい。

「ふむ。整頓はされているようだな。ラブの能力かどうかは判らないが」

　勇希姉はまずそう評した。実際、家やガレージはキチンと整頓してある。勇希姉の課題がどんなものであるとしても、ラブは応えられるはずだった。

　夏休みという生活のすべてを一緒に過ごせる時間の中で、ラブは多くのことを学び、合宿を経て……更に驚くようなものまで手に入れている。きっと、大丈夫なはずだった。

「では、最終テストの課題を……」

「待ってくださいです！　勇希さま！」

　驚いた事に、固かた唾ずを呑んで姉さんの言葉に聞き入っていた俺たちの間に割って入ったのは、ラブだった。必死の表情で、勇希姉に訴える。

「ラブは、テストを受けます！　でも、ラブだけではダメなのです！　えふさんは……えふさんも一緒のはずなのです！　ラブは、ラブは今日、えふさんと会えると思って……」

「えふさんは、通常の人型ロボットを本気たちに教えるために製作したサンプルだ。キミのテストには本質的に関係ない。そう思っていたとしたら、ラブ、キミの誤解だ」

　別に怒るでもなく、勇希姉は淡々と答える。

「でも……でも、ラブは、えふさんに会いたいのです！」

「……ラブ、キミは『会いたい』と思うのか。どうしてだ？」

　勇希姉は、すうっ、と眼を細めた。テストは……始まっている。始まってしまった。

　俺は、そう直感した。遙も気づいたのか、康夫たちがいるというのに俺の手をぎゅっと握る。

「それは……お礼を言いたいです。えふさんがいたお蔭かげで、ラブは成長できました。えふさんがいたから、ラブはマスターたちを助ける事が出来たのです。だから……」

「だが、えふさんが来た事でキミは立場を失ったはずだ。それに、えふさんがいなければ結果としてキミがこの家で本気たちの世話をすることが出来る可能性は高くなる。それでも、えふさんに会いたいのか？　それは論理的といえるだろうか」

　珍しいことに勇希姉が意地悪に切り返す。ラブは、言葉に詰まる。

「は、はいです……その答えは……答えは、イエスなのです。論理的ではないかもしれませんが、ラブの答えは、会いたい、で変わりません」

「……では、その理由を聞こう」

　勇希姉は、まっすぐにラブを見つめる。ラブは……人間のように、大きく深呼吸した。

「それは……ラブが、えふさんの事が大好きだからです」

「大好き……？　それは理由なのか？」

　面食らったように、勇希姉が表情を動かした。

「はいです！　大好きは理由です！　でも、大好きに理由はないのです！　それはラブがマスターや遙さんを、お友達のみなさんを大好きなように、勇希さまがマスターや遙さんを大好きなように、理由なんかないのです。ラブ、それを学習しました！」

　満面の笑み。ラブは、自分の胸を押さえる。

「ここに、いっぱい大好きが詰まっているのが人間なのです。ラブ、覚えました。ラブも、たくさんの大好きをここに集めるのです。そして遙さんみたいな素敵な人間になりたいのです」

　ラブは、遙を見てにっこりと微笑む。遙は、ボッと音がしそうなくらい赤くなる。

「も、もう……何言ってるのよ。ラブのバカ……」

　勇希姉も、驚いた事に耳まで真っ赤になっている。

「な、何を言い出すかと思えば非論理的な。そ、それはもちろん、我が愛する弟のことを大好きと表現するのはやぶさかではないのではあるが、そのようにストレートな感情表現は……」

　おたおたと両手を動かす勇希姉は初めて見た。明里さんは笑いを堪こらえるのが大変そうだ。

　なんとか態勢を整え直した勇希姉は、咳せき払ばらいをしてラブに向き直る。

「では……ラブ、キミは大好きの方が、ロボット３原則より大切だと考えているのか？」

　真剣な表情だった。ざっと、場の空気が変わる。

　そうか。これが最後の質問だったのか。そしてそれが勇希姉の本当の懸け念ねんだったと判る。

　ラブは、ロボットすべてに課される３原則を破れるロボットなのかもしれない。

　学習型システムの危険、それは、人間に近づきすぎることなのでは……

　答えに詰まるラブ。でもその時、聞き慣れた声がした。

「マスター、それは意地悪です。ラブさんは、３原則を破っていません。ラブさんは、危機において最善の対応をなさっています。私のメモリーが、それを証明したはずです」

　俺たちの視線は、ガレージの入り口に釘くぎ付づけだった。人影は、優雅に一礼する。

「……えふさん！　良かったです！　無事で……よかったです！　ラブ、嬉しいです！」

　誰よりも早く、ラブがえふさんに駆け寄って……彼女を抱きしめた。

「ラブさん、その節は……ありがとうございました。ラブさんのおかげで、私もロボット３原則を破らずにすみました。人間が傷つくところを見逃してはならない。一番大切な条文を」

「いいえ……いいえ、えふさんがいてくれたからです……治って、良かったです……」

　涙を浮かべて抱きつくラブを、えふさんは優しく抱きとめる。

　その姿を見て、勇希姉はため息をついた。俺は、くすりと笑う。

「勇希姉、ラブは、ここにいていいんだよな」

「……ふう。これで不合格にしたら私が悪者だ。だが、これから本当に大変だぞ……０ラブシステムは、想像を絶するところがある。何が起こるか……私にも判らないぞ」

　そういいながら、連れてこなくていいはずのえふさんを連れてきていた勇希姉は優しい。

　ラブが来てから……今まで見えなかったことがどんどん見えていく。

「……よかったね。マジくん。あたしも……うかうかしてられないかな」

　遙が、目元の涙を拭ぬぐいながら俺の傍かたわらで囁ささやく。俺も頷うなずいた。どんどん成長していくラブに負けないように、俺たちも成長しなければならない。そんな風に思える。

　包帯だらけのえふさんに抱きついて嗚お咽えつするラブを優しく見つめて、俺たちは夏を送り出す。

　そして新学期は、どうやら本当に新しいスタートになりそうな予感がしていたのだった。
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　以前、胃い潰かい瘍ようを患わずらった事がありまして、その間にも原稿を書き続けた結果ガンガン瘦やせていき、一時は随分スリムな体型になっていました。ほんの一年半ほど前の事です。

　体調不良から起きた体重減少でしたが、もともとメタボリック体型だったこともありそのまま維持しようと決意して……特に何もせず日々を過ごしておりました。

　ところが『パパ聞き！』のアニメが一段落したので久しぶりに受けた健康診断で……体重が６㎏もリバウンドしていることが発覚。しかも各数値がかなり最悪の結果を叩き出しておりました。五教科あったら四教科は赤点で留年寸前という感じの成績です。

　お医者さんはあっさりとこう仰おつしやいました。「じゃあ、その胃潰瘍で瘦せた時と同じ生活をしてください。ついでにお酒も控えた方がいいですね」と……。それって、以前より状況的は辛いような。胃潰瘍の時は食欲なかったから耐えられましたけど、今は普通にお腹空くんですよ。

　これから更に〆切の日々が続くというのに……食べずに耐えられるかなぁ。

　この本を書き上げても、年内にあと二冊書くことになっています。

　僕が無事に健康体を取り戻せるか、乞うご期待という感じでお願いします……せめて、あとがきのネタにして笑って貰もらわないとやってられないんです。ああ、焼き肉食べたい……




　さて、ということでご無沙汰しております。不ふ摂せつ生せいな松まつ智とも洋ひろです。

『オトメ３原則！』を、隔月で二巻をお届けする事が出来てホッとしています。

　今まで書いた作品より設定もキャラも多めなせいか書きたいことがありすぎて、思わずいっぱい書いてしまって削る率が非常に高く色々と試行錯誤が続いている感じです。

「このくらいは書けるだろう」と思って作ったプロットが毎回一巻に全然収めきれないという……僕にとっては嬉しい悲鳴でありますが、慣れるまで苦労しそうです。二巻も終わり、物語も大きなうねりを起こし始めました。これからの展開に期待して頂ければと思います。

　今回も、ななろば華はな先生の超可愛いイラストに癒いやされながら原稿を書かせて頂きました。ありがとうございます。今回登場のえふさんも素敵なデザインで、ゲストキャラなのがもったいないなあ、とか……。でもこれからもいっぱい女の子出て来ますので宜しくお願い致します。

　最後になりましたが、この本は多くの方のご尽じん力りよくで出版することが出来ました。

　関係してくださったすべての方に感謝を捧げます。

　そして誰よりも、読んでくださったあなたに心から感謝を伝えたいです。

　次巻も、そしてもう一つのシリーズ『パパのいうことを聞きなさい！』も読んで頂けたら、これに勝る幸せはありません。


松智洋　　　　
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